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は
し
が
き

蜘
蛛
の
巣
上
の
無
明
：
電
子
情
報
網
生
態
系
下
の
身
心
知
の
将
来

研
究
代
表
者　

稲
賀
繁
美

cloud 

　
吾
々
は
今
、
電
子
情
報
の
ネ
ッ
ト
網
と
い
う
「
蜘
蛛
の
巣
」
に
囚
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
に
連
絡
で
き
る
と
い
う

幻
想
と
裏
腹
に
、「
ネ
ッ
ト
中
毒
」
に
よ
っ
て
感
覚
を
麻
痺
さ
せ
、「
獲
物
」
を
雁
字
搦
め
に
拘
束
す
る
。
そ
こ
に
囚
わ
れ
た

主
体
は
、
実
際
に
は
「
無
明
」
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
ネ
ッ
ト
カ
ル
マ
」（
佐
々
木
閑
）
と
も
命
名
さ
れ
た
。
か
つ

て
は
脳
に
託
さ
れ
た
知
識
の
蓄
積
も
「
雲
上
」
の
外
部
装
置
に
委
託
さ
れ
、
教
育
に
お
い
て
次
世
代
に
継
承
す
べ
き
知
識
内

容
も
、
い
ま
や
自
明
性
を
喪
失
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
身
体
を
介
し
た
実
践
知
は
、
人
工
頭
脳
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
よ

る
置
換
が
き
わ
め
て
困
難
な
領
域
と
し
て
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
実
際
、
文
書
化
さ
れ
た
教
科
書
的
手
引
で
は
伝
達

で
き
な
い
領
域
が
、
身
体
に
埋
め
込
ま
れ
る
知
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
研
究
で
は
「
雲
」

に
も
譲
渡
で
き
ず
、
蜘
蛛

の
巣
の
裡
に
取
り
込
ま
れ
た
身
心
の
裡
に
「
無
明
」
と
し
て
残
さ
れ
た
領
域
を
ど
う
扱
う
か
、
そ
の
将
来
像
を
模
索
し
た
い
。

　
こ
の
課
題
に
は
文
化
横
断
的
な
国
際
的
知
見
、
学
際
的
な
経
験
交
流
、
実
践
を
無
視
し
な
い
総
合
性
が
要
請
さ
れ
る
。
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Foreword
Avidya on the Spider’s Web: Toward the Future of Somatic Experience under the Ecology of 
Social Network System

We�are�now�trapped�in�the�“spider’s�web”�of�the�World�Wide�Web.�The�flip�side�of�the�
illusion�that�we�are�linked�to�everywhere�is�the�paralysis�to�our�senses�caused�by�our�own�
dependence�on�the�Internet,�where�we�are�bound�hand�and�foot�as�“prey.”�We,�who�are�thus�
trapped,�are�wrapped� in� ignorance/illusion(avidya),�a� state�described�by�Sasaki�Shizuka,�
scholar�of�Indian�Buddhism,�as�“net�karma.”�Accumulation�of�knowledge,�which�was�once�
entrusted�to�the�brain,�is�now�entrusted�to�external�devices�“in�the�Cloud,”�and�the�content�
of�knowledge�to�be�transmitted�to�younger�generations�as�education�seems�no�longer�to�be�
accepted�as�self-evident.
　Meanwhile,�attention� is�being� focused�on� the�area�of�practical�knowledge�acquired�
through�physical�activity�as�being�extremely�difficult�to�replace�by�artificial�intelligence�or�
robot�technology.�Such�knowledge� is�embedded� in�the�body�and�cannot�be�transmitted�
through�textbook-like�guidance.�This�study�seeks�to�provide�a�future�vision�for�dealing�with�
the�areas�of�knowledge�that�cannot�be�entrusted�to�the�“Cloud”�and�are�left�as�the�“avidya”�
within�the�body�and�mind�caught�up�in�the�spider’s�web.�This�task�requires�cross-cultural,�
international� insight� and� interdisciplinary� exchange� of� experience,� as� well� as� a�
comprehensiveness�that�does�not�ignore�the�practical.

前言
蜘蛛网上的无明 ：在电子信息网络生态中探索身心知的未来

    如今，我们被电子信息网络这个“蜘蛛网”所局限，因为它既给了你可以联络到任
何事物的幻想，同时反过来又以“网络中毒”的形式麻痹你的感觉，将“猎物”紧紧
地束缚住。被局限住的主体，实际上被“无明”所裹挟。它也曾被佐佐木闲命名为“网
络果报”。曾依赖于大脑的知识储备，如今被托付于“云上”的外部装置，在教育中本
应传承给下一代的知识内容，在当下也丧失了其自明性。而另一方面，作为极难以人
工大脑和机器人技术取代的领域，以身体为媒介的实践知备受瞩目。事实上，用文书
化、教科书式的指南难以传达的领域，唯有被嵌入身体的知识。本研究旨在摸索如何
处理那些无法交给“云（cloud）”的、在嵌入蜘蛛网内的身心里作为“无明”所残留
的领域，摸索其未来的愿景。本课题需要有跨文化的国际性知见，跨学科的经验交流，
以及重视实践的综合性。

（戦暁梅・訳）
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序論　本論文集の構想について
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序
論　

本
論
文
集
の
構
想
に
つ
い
て

Avidya on the Spider’s W
eb 

蜘
蛛
の
巣
上
の
無
明

　
　
─
─
電
子
の
網
目
へ
と
仮
想
化
す
る
蜘
蛛
手
の
街
に
て

編
者　

稲
賀
繁
美

ἀστεῖον

virtual�reality

　

ア
ス
テ
イ
オ
ン

は
、「
都
市
」
に
由
来
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
形
容
詞
の
中
性
形
に
淵
源
し
、
転
じ
て
「
都
会
風
の
」
さ
ら

に
「
洗
練
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
意
味
へ
と
派
生
す
る
。
と
こ
ろ
が
二
〇
世
紀
末
以
降
の
急
速
な
電
子
技
術
の
展
開
と
と
も
に
、
仮
想
現
実

が
現
実
の
都
市
空
間
を
凌
駕
し
て
、
惑
星
地
球
の
表
層
を
覆
い
尽
く
す
に
至
っ
た
。
漢
語
な
ら
ば
「
経
世
済
民
」
に
依
拠

し
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
も
「
家
政
」οἶκος

に
立
脚
し
て
い
た
は
ず
の
「
実
体
経
済
」
も
、
い
ま
や
金
融
の
虚
構
の
網
の
目
に
捉
え
ら
れ
、

八
）
と
の
遺
言
を

そ
の
な
か
に
埋
没
し
た
。
坪
内
祐
三
は
『
右
で
あ
れ
左
で
あ
れ
、
思
想
は
ネ
ッ
ト
で
は
伝
わ
ら
な
い
。』（
二
（
二
〇
一

た
が
、
元
来Social�N

etw
ork�System

だ
っ
た
は
ず
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
思
想
の
彫
琢
や
都
市
の
洗
練
に
結
び
つ
く
道
具
と
な
る
ど
こ
ろ
か
、

こ
の
国
で
は
皮
肉
に
も
「
会
員
制
交
際
サ
イ
ト
」Social�N

etw
ork�Service

へ
と
変
質
を
遂
げ
た
。

　

地
球
表
層
を
覆
う
電
子
情
報
網
の
記
号
交
換
は
、
人
間
の
認
知
能
力
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
速
度
と
質
量
と
を
獲
得
し
た
が
、
そ
れ
に
伴

い
、
書
籍
を
媒
体
と
し
た
流
通
網
は
急
速
に
衰
退
し
た
。
流
通
効
率
の
向
上
だ
け
が
自
己
目
的
化
し
、「
余
計
」
な
雑
音
の
除
去
が
「
善
」

と
短
絡
す
る
。
都
市
生
活
は
「
鋭
く
感
じ
、
柔
ら
か
く
考
え
る
」
多
様
性
を
許
す
場
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
些
細
な
規
則
の
遵
守
に
拘
り
、

そ
れ
に
抵
触
す
る
事
態
に
、
理
由
も
問
わ
ず
過
敏
な
警
告
を
発
す
る
相
互
監
視
体
制
を
構
築
し
た
─
─
あ
た
か
も
そ
れ
が
万
民
の
期
待
で

iii
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も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
。
侃
々
諤
々
の
ア
ゴ
ラἈ

γορά

か
ら
成
長
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
民
主
的dem

ocratic

論
壇
はTw

itter

と
や
ら
の

呟
き
の
裡
に
解
体
を
遂
げ
、「
オ
タ
ク
」
の
「
お
友
達
」、
仲
間
う
ち
の
党
派
ご
と
に
分
岐
し
て
硬
直
し
た
約
束
事
の
教
条
が
、
鋭
敏
な
批

判
感
覚
を
鈍
磨
さ
せ
る
。
学
術
界
の
「
真
実
の
探
究
」
も
今
やpost-truth

の
惰
性
の
反
復
と
仮
想
現
実
と
い
う
想
像
界l'im

aginaire

へ

の
逃
避
へ
と
劣
化
を
遂
げ
た
。

　
「
都
市
の
空
気
は
自
由
に
す
る
」Stadtluft�m

acht�frei

と
は
、
一
九
世
紀
中
葉
に
ド
イ
ツ
語
圏
の
法
学
者
が
発
明
し
た
表
現
と
さ
れ
る
。

だ
が
過
去
に
も
交
易
都
市
を
定
期
的
に
襲
っ
て
き
た
疫
病
は
、
今
世
紀
に
な
っ
て
あ
ら
た
なpandem

ic

を
地
球
規
模
で
蔓
延
さ
せ
た
。

Pan-dem
ic

は
語
源
的
に
「
凡
て
」
の
「
民
」
を
意
味
す
る
が
、「
万
民
」
を
差
別
な
く
襲
う
そ
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
は
、
人
類
に
突
き
つ

け
る
―
―
電
子
情
報
網
に
よ
る
地
球
表
層
制
覇
の
「
現
実
」
が
何
を
意
味
し
て
い
た
か
、
そ
の
「
生
物
学
的
」
な
真
実
を
。
も
と
よ
り
自

由
交
易
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
瞬
く
間
に
世
界
中
に
撒
き
散
ら
す
た
め
に
最
適
な
環
境
。
そ
し
て
統
御
不
能
な
病
原
体
は
、
ヒ
ト
の
営
み
が

「
新
人
世
」Anthropocene

に
築
き
上
げ
た
地
球
環
境
の
み
な
ら
ず
、
仮
想
現
実
界
に
ま
で
も
、「
自
由
」
自
在
に
増
殖
し
、「
都
市
的
洗

練
」
の
内
奥
に
浸
潤
を
遂
げ
る
。
―
―
短
く
見
積
も
っ
て
も
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
大
航
海
時
代
」
以
降
五
百
年
の
世
界
史
構
築
の
現
実

で
は
な
か
っ
た
か
。
梅
棹
忠
夫
の
「
生
態
史
観
」
を
川
勝
平
太
は
「
海
洋
史
観
」
へ
と
塗
り
替
え
た
が
、
そ
の
実
態
は
無
法
者
の
跳
梁
跋

扈
と
伝
染
病
の
世
界
的
拡
散
、
私
見
を
弄
す
る
な
ら
「
海
賊
史
観
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。
そ
の
先
で
、
現
今
の
電
子
情
報
網
環
境
は

「
蜘
蛛
の
巣
」
の
比
喩
を
頼
り
に
、
生
態
学
的
に
再
考
す
る
に
値
す
る
。

◆
ネ
ッ
ト
世
界
（
第
Ⅱ
部
扉
参
照
）
は
今
や
憎
悪
や
悪
意
、
虚
偽
や
怨
恨
の
網
に
囚
わ
れ
た
地
球
＝
人
類
の
姿
の
写
し
鏡
。
だ
がKal

に

よ
る
こ
の
戯
画
は
、
蜘
蛛
を
害
虫
と
決
め
つ
け
る
先
入
観
に
囚
わ
れ
て
い
る
。
思
え
ば
、
か
つ
て
豪
州
由
来
の
毒
蜘
蛛
を
外
来
危
険
生
物

と
し
て
水
際
駆
除
す
る
騒
ぎ
が
発
生
し
た
。
折
か
ら
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
発
生
し
て
い
た
が
、
科
学
哲
学
者
の
三
浦
俊
彦
は
、
毒
蜘
蛛

退
治
と
「
邪
教
」
一
掃
を
訴
え
る
世
論
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
カ
ル
ト
自
身
の
「
聖
域
浄
化
」
思
想
の
二
の
舞
い
を
演
じ
て
い
る
と
批
判
し
た
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
今
何
処
？
◆
捕
食
者
と
し
て
の
雌
蜘
蛛
（
図
１
）
と
い
え
ば
、
映
画
化
も
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
、
マ
ヌ
エ
ル
・
プ

イ
グ
の
小
説
『
蜘
蛛
女
の
キ
ス
』
が
思
い
出
さ
れ
る
。
繁
殖
行
為
の
後
、
雄
蜘
蛛
は
多
く
雌
蜘
蛛
の
餌
食
と
な
る
が
、
小
説
は
収
監
中
の

同
性
愛
者
の
物
語
だ
っ
た
。carnaval

カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
は
謝
肉
祭
だ
が
、（
カ
リ
ブ
海
―
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
幻
想
と
し
て
）cannivalism

食
人
と
も
通
じ
る
（
図
１
）。

◆
和
服
の
意
匠
に
も
蜘
蛛
の
巣
が
知
ら
れ
る
。
上
村
松
園
《
焔
》（
一
九
一
八
）
が
有
名
だ
ろ
う
か
（
図
２
）。
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
葵

の
巻
の
一
場
面
に
由
来
す
る
が
、
葵
上
に
対
す
る
六
条
御
息
所
の
生
霊
の
嫉
妬
は
、
精
神
病
理
の
真
実
を
穿
ち
、
そ
こ
に
は
「
宿
命
の

女
」fem

m
e�fatale

の
影
も
漂
う
。
悪
霊
退
散
の
加
持
祈
祷
に
用
い
ら
れ
た
芥
子
の
悪
臭
が
、
あ
た
か
も
衣
の
文
様
の
蜘
蛛
の
巣
に
付
着

し
て
伝
播
し
た
か
の
よ
う
な
妖
気
が
、
画
面
に
横
溢
す
る
。
◆
政
治
亡
命
者
の
心
象
風
景
（
図
３
）
に
も
蜘
蛛
が
登
場
す
る
。
ヴ
ィ
ク
ト

ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
が
避
難
先
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
ヴ
ィ
ア
ン
デ
ン
で
成
し
た
水
彩
だ
が
、「
蜘
蛛
の
巣
」
ご
し
の
、
囚
わ
れ
の
窓
の
彼
方

の
青
空
が
「
雲
」
の
自
由
へ
と
視
線
を
誘
う
。
◆
脳
内
自
生
の
牢
獄
と
し
て
の
蜘
蛛
の
巣
（
図
４
）
は
、
筆
者
も
親
し
い
フ
ラ
ン
ス
の
生

物
学
者
・
詩
人
の
ハ
イ
カ
イ
か
ら
。「
迷
妄
の
網
め
ぐ
ら
し
て
待
つ
蜘
蛛
の
餌
食
は
誰
ぞ　

紡
ぎ
手
汝な

れ

は
」（
拙
訳
）。
自
ら
の
脳
髄
が
編

み
上
げ
た
罠
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
実
存
の
不
条
理
…
…
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
◆
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
な
か
の
迷
妄
（
図
５
）。
自

ら
の
尾
を
噛
む
ナ
ー
ガ
龍
が
永
劫
回
帰
の
円
環
世
界
を
枠
付
け
、
そ
の
中
に
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
仮
託
さ
れ
た
蜘
蛛
が
迷
妄
［
マ
ー
ヤ
ー
］
の

網
を
張
り
巡
ら
す
。『
ム
ン
ダ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
に
見
ら
れ
る
古
く
か
ら
の
形
象
だ
が
、
そ
の
電
子
版
こ
そ
佐
々
木
閑
師
の
呼
ぶ

「
ネ
ッ
ト
カ
ル
マ
」。
ネ
ッ
ト
に
一
度
漏
洩
し
た
「
業
」
は
永
劫
に
消
滅
せ
ず
、
無
限
に
拡
散
を
続
け
、
世
界
中
に
災
厄
を
も
た
ら
す
。

◆
だ
が
仏
典
で
は
蜘
蛛
は
悪
者
と
は
限
ら
な
い
。
芥
川
龍
之
介
の
「
蜘
蛛
の
糸
」（
図
６
）
は
鈴
木
大
拙
が
和
訳
し
た
、
ポ
ー
ル
・
ケ
イ

ラ
ス
「
因
果
の
小
車
」
の
翻
案
（
図
７
）。
救
い
の
糸
が
切
れ
た
の
は
利
他
を
忘
れ
た
強
欲
の
為
、
と
の
教
訓
譚
に
変
貌
し
て
い
る
。

◆
一
方
、
蜘
蛛
の
糸
の
上
に
連
な
っ
て
朝
日
を
受
け
、
震
え
な
が
ら
輝
く
水
滴
に
感
動
し
た
の
が
、
小
泉
八
雲
こ
とLafcadio�H

earn

（
図
８
）。
こ
の
帰
化
作
家
は
そ
こ
に
華
厳
的
宇
宙
の
具
現
を
見
た
は
ず
だ
。
個
々
の
水
滴
に
全
世
界
が
縮
約
さ
れ
、
ま
た
ひ
と
つ
の
水
滴

世
界
が
他
の
す
べ
て
の
水
滴
に
映
り
込
む
。
そ
の
融
通
無
礙
な
相
照
相
映
の
荘
厳
は
、
粘
着
性
あ
る
蜘
蛛
の
糸
に
水
滴
が
析
出
す
る
か
ら

こ
そ
、
束
の
間
実
現
さ
れ
る
。

　

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ア
ラ
ク
ネ
、
女
神
ア
テ
ー
ネ
（
あ
る
い
は
パ
ラ
ス
）
と
技
量
を
競
っ
た
増
長
ゆ
え
に
、
蜘
蛛
の
姿
に
貶
め
ら
れ
た
機

織
り
女
の
化
身avatar

な
ど
、
蜘
蛛
の
織
糸
を
巡
る
連
想
・
夢
想
は
、
人
類
の
記
憶
の
総
体
に
波
及
し
つ
つ
、
際
限
な
く
広
が
っ
て
ゆ
く
。

◆
偶
然
の
運
命
の
糸
を
可
視
化
し
て
み
せ
る
塩
田
千
春
の
《
夢
の
あ
と
》（
図
８
）
ほ
か
の
作
品
や
、H

ollyw
ood

映
画Spider�m

an

連

作
（
図
９
）
な
ど
へ
の
言
及
は
、
若
い
世
代
の
読
者
に
託
し
た
い
。m

etavers

滅
多
婆
巣
？
［「
メ
タ
バ
ー
ス
」：「
婆
」
の
由
来
は
「
湯

婆
婆
」「
銭
婆
」
を
想
起
さ
れ
た
し
］
に
通
じ
る
地
獄
の
釜
の
底
が
抜
け
、
特
異
点Singularity�Point

の
到
来
を
目
前
に
し
た
人
類
に
と

っ
て
、w

eb

上
の
無
明
か
ら
の
解
脱
は
、
今
や
焦
眉
の
課
題
な
の
だ
か
ら
。
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図９　映画「スパイダー
マン」から
版 権 取 得 上 の 問 題 か ら
QR コードのみ掲載する。

図８　塩田千春　《夢のあと》2016
年、写真：福永一夫：トヨタ美術館
展覧会「蜘蛛の糸　クモがつむぐ美
の系譜―江戸から現代へ」2016年
10月15日―12月25日より

図１　捕食者としての雌蜘蛛　
Manuel Puig, El beso de la 
mujer araña
野谷文昭訳『蜘蛛女の接吻（キ
ス）』

図２　上村松園《焰：六条の御息
所》1918年、絹本着色、東京国立
博物館所蔵

図６　芥川龍之介「蜘蛛の糸」
遠山繁年　表紙　偕成社、1994年

図７　ポール・ケイラスの原著「因果の
小車」英語版挿絵
Paul Carus, Karma, A story of Early 
Buddhism,The Open Court Publishing, 
Co., 1894

図３　ヴィクトル・ユーゴー《蜘蛛の巣ごしに眺める
ヴィアンデン》
ヴィクトル・ユーゴー記念館所蔵。リュクサンブール
政治亡命中の文豪が、寄寓先で描いた風景。幽閉に等
しい境涯の心象風景が、蜘蛛の巣越しの空に託される。

図４　脳 内 自 生 の 牢 獄 と し て の 蜘 蛛 の 巣：Georges 
Friedenkraft の俳句、Robert Chazel 図版
原作：“L’arraignée s’aff aire/ Dans les fi ls imaginaires /que 
tu as tressés”/直訳：「君が紡いだ空想の巣糸のなかで、蜘
蛛 は 自 分 の 仕 事 に せ わ し な く」ⓒ G. Friendenkraft/
R.Chazel

図５　通称 Maya Spider と呼ばれる図像（出典不詳）
自分の尾を嚙む蛇・ウロボロスの形態をとったナーガ龍。この
龍によって囲まれた空間に蜘蛛の巣が張り巡らされる。中心の
蜘蛛はブラフマンに仮託され、それが創り出す迷妄すなわちマ
ーヤーとしての輪廻転生する世界に、我々は囚われている。「ネ
ット・カルマ」の隠喩の原像をなす図像。すでに『ムンダカ・
ウパニシャッド』に蜘蛛の比喩は見え、不滅と無常の譬えとし
て18 世紀には、西欧社会にも伝播する。本図は西欧の刊行物
に掲載された複製図版。石刻碑文の断片のような体裁だが、来
歴、出自、作者、制作年代などは不明。
N. Müller, Glauben, Wissen und Kunst der alten Hindus, 
Mainz, 1822, Tab. I, Fig.91. 以 下 に 引 用 Carl Gustzv Jung, 
Psychologie und Alchemie, Zürich, 1944, 1951, Fig. 108.
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て
い
る
。
編
者
の
言
葉
遣
い
で
い
え
ば
、
ナ
ノ
・
バ
イ
オ
・
サ
ピ
オ
の
三
部
門
の
収
斂
が
顕
著
だ
が
、
こ
の
事
実
そ
の
も
の
も
「
蜘
蛛
の

巣
」
と
い
う
本
書
の
問
題
提
起
に
直
に
呼
応
す
る

＊（
３
）。

　

こ
こ
で
自
然
界
の
ク
モ
が
営
む
「
蜘
蛛
の
巣
」
に
一
瞥
を
加
え
よ
う

＊（
４
）。

ク
モ
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
「
住
処
」
と
い
う
意
味
で
の
「
巣
」

で
は
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
日
本
語
の
慣
用
と
し
て
「
蜘
蛛
の
巣
」
を
用
い
た
い
。
そ
れ
は
捕
食
用
の
網
で
も
あ
れ
ば
、
そ
こ

に
捕
ら
え
ら
れ
た
餌
食
の
振
動
を
ク
モ
の
足
に
位
置
す
る
感
覚
器
官
に
伝
達
す
る
神
経
経
路
の
外
部
延
長
で
も
あ
り
、
ま
た
同
心
円
の
糸

が
粘
着
質
の
分
泌
物
の
玉
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
放
射
状
の
糸
は
ク
モ
が
移
動
す
る
た
め
の
経
路
と
も
な
る
。
い
わ
ば
物
流
や
情

報
伝
達
の
交
通
網
だ
が
、
そ
の
電
子
版
、electronic�highw

ay

構
想
は
、
韓
国
出
身
の
藝
術
家
、
白
南
準N

am
�Jun�Paik

が
、
北
米
で

提
唱
し
たstationary�nom

ad

つ
ま
り
「
定
住
的
遊
牧
」
に
淵
源
を
持
つ
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
の
副
大
統
領
ゴ
ア
が
自
分
の
発
案
を

「
盗
用
」
し
た
、
と
藝
術
家
は
な
か
ば
冗
談
ま
じ
り
に
揶
揄
し
た
が
、「
巣
」
の
中
央
に
陣
取
っ
て
貧
乏
揺
す
り
し
な
が
ら
、
全
世
界
を
同

時
に
中
継
す
る
電
子
情
報
網
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
パ
イ
ク
だ
っ
た

＊（
５
）。

思
え
ば
パ
イ
ク
は
、
合
成
繊
維
の
ナ
イ
ロ
ン
を
韓
国

で
商
品
化
し
莫
大
な
資
産
を
築
い
た
財
閥
の
御
曹
司
で
あ
る
。
伸
縮
自
在
の
網
状
組
織
が
世
界
制
覇
を
遂
げ
た
そ
の
余
得
が
、
次
世
代
で

電
子
環
境
に
越
境
を
遂
げ
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
「
世
界
を
跨
ぐ
網
目
」
へ
と
飛
び
火
し
て
い
る
。
─
─
お
そ
ら
く
ま
だ
誰
も
指
摘
し
て
い
な
い
事
実

だ
が
、
こ
れ
は
お
よ
そ
無
意
味
で
は
あ
り
え
ま
い
。

◆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
の
空
隙

　

網
目
と
い
え
ば
、
と
か
く
そ
の
結
節
点
に
お
け
る
連
結
機
能
の
実
体
部
分
に
注
目
が
偏
る
。
例
え
ば
話
題
を
呼
ん
で
久
し
い
ブ
リ
ュ

ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
推
奨
のactor-netw

ork

理
論
も
、
英
語
のnetw

ork

の
含
意
も
あ
っ
て
か
、
も
っ
ぱ
ら
情
報
伝
達
網
の
相
互
操
作
に

重
き
を
置
く

＊（
６
）。

だ
が
ナ
イ
ロ
ン
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
網
目
を
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
結
節
点
は
経
糸
・
横
糸
の
交
差
の
結
果
で
し
か
な

く
、
そ
こ
に
は
固
定
し
た
実
体
は
な
い
。
繊
維
の
伸
縮
性
に
加
え
て
縦
横
に
織
り
な
す
交
差
の
可
変
性
が
、
網
目
に
柔
軟
性
と
し
な
や
か

さ
を
約
束
す
る
。
加
え
て
網
構
造
の
利
点
は
、
選
択
的
透
過
性
に
あ
る
。
と
か
く
容
器
に
は
気
密
性
が
求
め
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
目
的

と
用
途
に
応
じ
た
透
過
膜
こ
そ
が
、
物
質
変
換
や
新
陳
代
謝
に
は
不
可
欠
と
な
る
。
見
や
す
い
例
は
ビ
ー
ヴ
ァ
ー
の
ダ
ム
だ
ろ
う
か

＊（
７
）。

こ

の
齧
歯
類
が
木
の
幹
や
枝
を
組
み
合
わ
せ
て
造
る
ダ
ム
は
、
水
を
完
全
に
堰
き
止
め
は
し
な
い
。
ほ
ど
よ
い
水
量
調
節
に
は
、
ダ
ム
を
構

成
す
る
素
材
の
隙
間

0

0

が
大
切
に
な
る

＊（
８
）。

ナ
イ
ロ
ン
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
も
皮
膚
呼
吸
を
維
持
し
な
が
ら
保
温
と
形
態
可
変
性
を
確
保
し
、
皮

…
…
船
が
陸
に
着
き
、
身
を
寄
せ
て
い
る
と
き
に
は
―
―
一
匹
の
蜘
蛛
が
糸
を
つ
む
い
で
渡
す
だ
け
で
足
り
る
。

そ
れ
よ
り
強
い
縄
な
ど
要
ら
ぬ
。�

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
『
ツ
ァ
ラ
ス
ト
ラ
か
く
語
り
き
』

＊（
１
）

◆
論
文
集
の
題
名
に
関
す
る
注
記

　

本
論
集
は
「
蜘
蛛
の
巣
」w

eb

に
注
目
す
る
。internet

の
電
子
回
路W

orld�W
ide�W

eb

に
見
え
るw

eb

と
は
、
元
来
「
蜘
蛛
の
糸
」

が
織
り
な
す
錯
綜
し
た
網
状
組
織cobw

eb

を
意
味
す
る
。
蜘
蛛
が
捕
食
の
た
め
に
設
け
る
網
状
の
罠
。
そ
のw

eb

は
い
ま
や
、
電
磁
波

へ
と
生
態
を
変
貌
さ
せ
、
地
球
の
表
面
を
こ
の
二
十
年
足
ら
ず
の
う
ち
に
覆
い
尽
く
し
た
電
子
情
報
網
と
し
て
、
人
類
の
日
常
生
活
に
も

必
須
の
媒
体
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。
だ
が
、
イ
ン
ド
の
古
典
に
描
か
れ
た
寓
意
で
は
、「
蜘
蛛
の
巣
」
は
、
人
々
の
意
識
に
巣
食
う
迷
妄

माया�M
āyā

の
「
あ
や
」
で
も
あ
っ
た
。
自
ら
の
尾
を
噛
ん
で
円
環
を
な
す
蛇ουροβόρος όφις

は
永
劫
回
帰
す
る
世
界
の
外
輪
。
百
科

事
典
と
訳
さ
れ
るencyclopeida

は
、Ενκυκλιος παιδεια

を
語
源
と
し
、
円
環
を
な
す
知
識
を
意
味
し
、
日
本
で
も
西
周
は
「
百
学
連

環
」
の
訳
語
を
与
え
た
。
そ
の
知
の
円
環
を
な
す
回
廊
と
い
う
枠
の
な
か
に
棲
ま
う
蜘
蛛
と
は
、
ア
ー
ト
マ
ンआ

त्मन्�Ātm
an

た
る

「
我
」
で
も
あ
れ
ば
全
知
全
能
の
主
、
ブ
ラ
フ
マ
ンब्रह्मन्�Brahm

an　

梵
天
と
も
見
做
さ
れ
「
梵
我
不
二
」
と
も
さ
れ
る
。
蜘
蛛
の
網

目
は
コ
ス
モ
ス
の
縮
図
で
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
自
体
が
「
無
明
」
で
も
あ
る
。
パ
ー
リ
語
のavijjā

（अ
विज्

ज
ा

）、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

avidyā

（� अ
विद्या

）の
漢
訳
が
す
な
わ
ち
「
無
明
」
な
の
だ
か
ら
（
原
語
表
記
は
仮
に
現
代
の
綴
り
を
記
す
）。

　

電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
す
べ
て
の
知
を
集
約
し
、
瞬
時
の
情
報
交
換
を
司
る
。
そ
こ
に
全
能
へ
の
夢
を
託
す
論
者
が
あ
る
一
方
で
、

こ
の
二
十
年
、
そ
れ
は
ま
た
予
測
不
可
能
で
未
曾
有
の
事
態
を
も
招
来
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
本
論
文
集
は
、w

eb

の
語
源
に
ま

で
遡
り
、
太
古
か
ら
の
智
慧
を
も
汲
む
こ
と
を
通
じ
て
、
昨
今
の
電
子
環
境
を
問
い
直
し
、
認
識
の
盲
点
を
探
り
直
す
か
た
わ
ら
、
可
能

な
範
囲
で
将
来
へ
の
指
針
と
な
る
「
蜘
蛛
の
糸
」
を
探
り
出
す
こ
と
を
も
目
標
と
す
る
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
既
存
の
学
問
分
野
の
範
疇
に

は
収
ま
ら
な
い
。
個
々
の
学
問
分
野
が
ど
の
よ
う
に
触
肢
を
伸
ば
し
他
領
域
と
ど
の
よ
う
に
連
結
し
て
ゆ
く
か
を
示
す
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

science�m
ap

も
知
ら
れ
る
が

＊（
２
）、

そ
の
形
状
も
ま
たw

eb

を
な
す
。
そ
こ
に
現
れ
る
星
座constellation

は
、
学
術
分
野
の
消
長
と
と
も
に
、

急
速
に
そ
の
形
態
を
変
貌
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
二
十
世
紀
後
半
ま
で
主
導
的
な
コ
ア
を
な
し
て
い
た
原
子
物
理
学
は
、
二
一
世
紀

に
入
る
と
急
速
に
凝
集
力
を
失
い
、
か
わ
っ
て
分
子
生
物
学
が
情
報
理
論
な
ど
と
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
、
新
た
な
中
核
を
構
成
し
始
め
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こ
ろ
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
蜘
蛛
の
行
状
に
自
然
現
象
の
予
兆
を
見
る
観
察
だ
が
、
蜘
蛛
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
夕
刻
に

完
成
し
た
巣
は
捕
食
へ
の
希
望
、
朝
露
に
覆
わ
れ
た
巣
は
悲
哀
の
印
で
も
あ
ろ
う
。

　

こ
の
諺
と
は
裏
表
に
も
見
え
る
が
、
教
養
と
は
、
蜘
蛛
の
巣
に
捕
ら
え
ら
れ
た
水
滴
の
よ
う
だ
、
と
の
比
喩
が
あ
る
。
朝
日
に
輝
き
、

互
い
の
表
面
に
隣
の
水
滴
を
映
す
水
玉
の
群
れ
は
、
玉
の
連
環
の
う
ち
に
、
叡
智
の
星
座
を
な
す
。
だ
が
あ
ま
り
に
多
く
の
水
滴
が
集
ま

れ
ば
、
蜘
蛛
の
巣
は
壊
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
強
い
風
に
煽
ら
れ
れ
ば
、
宝
玉
の
よ
う
に
虹
色
に
輝
い
て
い
た
水
滴
も
、
落
下
し
て
消
滅
す

る
。
そ
し
て
朝
露
を
宿
し
て
輝
い
て
い
た
蜘
蛛
の
巣
も
、
や
が
て
夕
刻
に
は
あ
ち
こ
ち
が
破
損
し
て
、
不
規
則
な
毛
玉
の
よ
う
な
廃
墟
に

変
貌
す
る
。
叢
に
分
け
入
っ
て
木
々
の
枝
を
払
い
除
け
る
う
ち
に
、
う
っ
か
り
壊
れ
た
蜘
蛛
の
巣
の
残
骸
に
触
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
ネ
バ

ネ
バ
と
し
た
タ
ン
パ
ク
質
、
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
糸
く
ず
に
纏
わ
り
つ
か
れ
、
厄
介
な
こ
と
こ
の
う
え
な
い
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
過
剰
な
学

識
が
ま
ど
ろ
っ
こ
し
く
、
鬱
陶
し
い
の
に
も
似
る
。
老
齢
の
知
恵
者
と
も
な
る
と
、
学
識
は
不
必
要
に
こ
ん
が
ら
が
っ
て
、
邪
魔
に
な
る

の
で
世
間
か
ら
煩
が
ら
れ
、
敬
遠
さ
れ
る
。
古
い
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
に
厄
介
だ
、
と
。
あ
ら
た
な
智
慧
を
獲
得
す
る
の
に
適
し
た
粘
性
や

吸
着
力
が
、
あ
る
段
階
を
超
え
る
と
逆
に
、
無
意
味
な
「
し
つ
こ
さ
」
を
発
揮
し
て
足
手
ま
と
い
に
な
る
。

　

ひ
と
つ
の
蜘
蛛
の
巣
が
支
え
る
こ
と
の
で
き
る
水
滴
あ
る
い
は
獲
物
の
質
量
に
も
、
限
り
が
あ
る
。
そ
の
素
材
の
強
度
限
界
か
ら
し
て
、

蜘
蛛
の
巣
は
無
限
に
拡
大
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
ヒ
ト
が
開
発
し
た
現
在
の
電
子
情
報
網
は
、
少
な
く
と
も
理
論
上
は
、
無

限
拡
大
す
るw

eb

を
想
定
し
て
い
る
。
単
独
の
機
器
に
備
わ
っ
た
記
憶
容
量
に
限
界
が
見
え
る
と
、
蜘
蛛
な
ら
ぬ
雲C

loud

あ
る
い
は

群
衆crow

d

に
よ
る
分
有
に
よ
っ
て
、big�data

の
容
量
限
界
は
克
服
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
光
速
の
処
理
能
力
の
限
界
は
あ
る
が
、
量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
技
術
革
新
を
待
つ
こ
と
な
く
、
す
で
に
ヒ
ト
の
神
経
系
に
よ
る
情
報
処
理
の
演
算
速
度
は
、
質
量
と
も
、
あ
っ
け

な
く
Ａ
Ｉ
に
凌
駕
さ
れ
て
い
る
。

　

残
る
問
題
は
、
個
別
の
計
算
の
対
象
を
い
か
に
し
て
選
ぶ
か
の
座
標
軸
の
新
規
設
定
、
優
先
順
位
、
取
捨
選
択
お
よ
び
改
変
能
力
だ
ろ

う
。
自
在
な
設
定
の
た
め
に
は
価
値
判
断
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
そ
の
判
断
能
力
を
「
知
性
」
と
定
義
す
る
限
り
に
お
い
て
、
現
在
の
人

工
頭
脳Artificial�Intelligence

に
「
知
性
」
は
宿
ら
な
い

＊（
９
）。「

知
性
」
の
擬
態
を
演
じ
さ
せ
る
技
法
は
あ
る
が
、
そ
の
「
擦
り
込
み
」
そ

の
も
の
も
、
ヒ
ト
が
外
部
か
ら
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
ヒ
ト
の
介
入
な
く
機
械
が
新
規
の
価
値
判
断
に
基
づ
い
て
自
走
を
始
め
る
段
階
が
、

い
わ
ゆ
る
「
特
異
点
」Singularity

だ
が
、
そ
れ
が
人
類
の
意
図
と
は
無
関
係
に
、
不
意
に
到
来
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
技
術
論
の

み
な
ら
ず
哲
学
的
な
議
論
に
、
現
段
階
で
は
な
お
決
着
が
つ
い
て
い
な
い）

＊（
＊（

。

膚
を
保
護
す
る
の
に
適
し
た
繊
維
の
太
さ
と
網
の
目
の
粗
さ
／
稠
密
性
を
計
算
し
て
縫
製
さ
れ
る
。
漁
網
の
場
合
に
も
、
捉
え
る
べ
き
獲

物
の
寸
法
や
重
量
、
運
動
能
力
に
応
じ
て
、
網
の
目
の
寸
法
や
素
材
の
強
度
が
調
整
さ
れ
る
。
そ
し
て
も
と
よ
り
不
要
と
な
っ
た
海
水
を

排
水
で
き
な
い
こ
と
に
は
、
網
は
そ
の
目
的
を
果
た
さ
な
い
。
こ
こ
で
網
状
組
織
は
、
網
目
の
大
き
さ
に
掛
か
る
魚
だ
け
を
抽
出
し
、
他

の
不
要
物
を
液
体
と
と
も
に
濾
し
出
す
篩
（
ふ
る
い
）
の
役
割
を
果
た
す
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
液
体
を
気
体
に
置
換
す
る
な
ら
、
事
は

風
を
通
し
つ
つ
獲
物
は
逃
さ
な
い
蜘
蛛
の
巣
に
お
い
て
も
、
同
様
だ
ろ
う
。
否
む
し
ろ
、
ヒ
ト
は
蜘
蛛
の
巣
を
目
に
し
て
、
そ
の
知
恵
を

借
り
、
漁
網
を
発
明
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？

　

網
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
選
択
的
透
過
性
を
持
つ
膜
上
組
織
は
、
そ
の
手
前
と
背
後
と
で
選
別
を
行
い
、
時
空
に
二
重
性
を
齎
す
。

そ
れ
も
静
的
で
固
定
し
た
二
重
構
造
で
は
な
く
、
常
に
生
成
過
程
に
あ
る
二
重
構
造
を
媒
介
す
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
構
造
と
い
っ
て
も
よ
い

が
、
こ
れ
が
学
術
あ
る
い
は
知
識
の
生
成
モ
デ
ル
に
も
有
効
な
示
唆
を
与
え
る
。
お
よ
そ
生
態
系
一
般
に
、
ふ
た
つ
の
特
性
を
異
に
す
る

環
境
が
相
互
に
接
触
し
相
互
貫
入
し
て
交
換
を
営
む
場
所
は
、
生
命
現
象
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
真
水
と
塩
水
が
混
ざ
る
汽
水
圏
の

干
潟
、
森
林
と
渓
流
と
が
接
す
る
川
岸
、
湖
水
周
辺
の
沿
岸
部
な
ど
が
典
型
的
だ
が
、
さ
ら
に
は
ヒ
ト
の
手
が
入
っ
た
都
市
圏
の
周
縁
部

が
、
野
生
動
物
に
と
っ
て
は
意
外
に
も
好
都
合
な
繁
殖
地
を
提
供
す
る
事
例
も
知
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
里
山
や
入
会
地
な
ど
は
、
ヒ
ト
の

社
会
契
約
の
う
え
で
も
複
数
の
所
有
権
が
重
層
す
る
場
所
だ
が
、
ひ
と
た
び
そ
う
し
た
人
為
的
な
管
理
が
放
棄
さ
れ
る
や
、
自
然
環
境
の

遷
移
が
「
暴
走
」
し
て
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
「
荒
れ
地
」
と
化
す
事
実
も
、
ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

◆
選
択
透
過
性
と
知
の
営
み

　

生
命
現
象
一
般
と
も
同
様
に
、
知
識
も
ま
た
選
別
行
為
を
基
礎
と
す
る
。
特
定
の
対
象
を
あ
る
尺
度
で
選
別
し
、
不
要
物
を
排
除
す
る

一
方
で
、
不
可
欠
な
素
材
を
取
り
込
み
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
を
加
工
す
る
。
そ
の
生
態
を
吟
味
す
る
う
え
で
、
蜘
蛛
の
巣
モ
デ
ル
の
有

効
性
を
い
さ
さ
か
検
証
し
て
み
た
い
。
選
別
の
枠
組
み
と
な
る
の
が
「
理
論
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
蜘
蛛
の
巣
に
相
当
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ

に
掛
か
る
獲
物
が
デ
ー
タ
あ
る
い
は
研
究
対
象
、
さ
な
が
ら
研
究
者
と
は
、
巣
で
獲
物
を
待
ち
受
け
る
蜘
蛛
に
喩
え
ら
れ
よ
う
。
フ
ラ
ン

ス
語
に
は
「
朝
の
蜘
蛛
は
不
機
嫌
、
夕
刻
の
蜘
蛛
は
希
望
」araignée�du�m

atin,�chagrin,�araignée�du�soir,�espoir

と
の
諺
が
あ
る
。

朝
露
を
も
の
と
も
せ
ず
蜘
蛛
が
齷
齪
と
働
い
て
い
る
な
ら
、
日
中
に
降
雨
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
反
対
に
乾
燥
し
た
夕
刻
に
蜘
蛛
が
巣

作
り
に
忙せ

わ

し
な
い
な
ら
、
夜
中
に
雨
が
降
る
心
配
は
あ
る
ま
い
、
晴
天
が
期
待
で
き
る
―
―
。
迷
信
が
ら
み
の
天
気
予
測
で
、
一
七
世
紀
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ト
は
、
昆
虫
採
集
者
の
「
捕
虫
網
」
だ
が
、
蜘
蛛
た
る
研
究
者
は
対
象
を
分
析
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
を
素
材
に
理
論
す
な
わ
ち
「
蜘
蛛

の
巣
」
を
よ
り
精
緻
な
も
の
へ
と
改
良
し
、
よ
り
よ
い
数
値
デ
ー
タ
や
実
験
材
料
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
工
面
す
る
。
蜘
蛛
の
巣
に
掛
か

っ
た
珍
品
や
新
種
の
獲
物
が
研
究
成
果
と
し
て
顕
揚
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
あ
る
い
は
高
性
能
の
蜘
蛛
の
巣
が
、
新
世
代
の
実
験
装
置
と

し
て
評
価
の
対
象
と
な
る
。
望
遠
鏡
で
あ
れ
、
顕
微
鏡
で
あ
れ
、
対
象
把
握
の
た
め
の
「
蜘
蛛
の
巣
」
の
進
化
過
程
の
証
拠
物
件
に
ほ
か

な
る
ま
い
。
他
方
、
糸
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
て
捉
え
ら
れ
た
獲
物
は
「
新
発
見
」
の
「
証
拠
物
件
」
と
し
て
、
博
物
館
や
文
書
館
に

学
術
登
録
さ
れ
、
あ
る
い
は
剥
製
に
さ
れ
、
資
料
・
サ
ン
プ
ル
と
し
て
利
用
に
供
さ
れ
、
あ
る
い
は
後
世
へ
の
遺
産
と
し
て
保
存
・
相
続

さ
れ
る
。

◆
言
語
モ
デ
ル
の
「
蜘
蛛
の
巣
」
と
現
実
と
い
う
「
獲
物
」
と

　

そ
も
そ
も
ヒ
ト
は
二
重
分
節
言
語
を
操
る
生
物
で
あ
り
、
語
彙
の
織
り
な
す
「
投
網
」
を
ま
ず
現
象
界
に
被
せ
る
こ
と
で
「
モ
ノ
」
を

個
別
の
「
コ
ト
」
と
し
て
「
名
付
け
る
」
こ
と
に
よ
り
認
識
し
、
そ
れ
を
主
語
と
述
語
よ
り
な
る
統
辞
の
鋳
型
に
嵌
め
込
む
こ
と
で
世
界

を
認
識
す
る
。
そ
の
延
長
上
で
、
自
然
界
を
目
的
合
理
性
に
応
じ
て
恣
意
的
に
「
切
り
分
け
」、
選
別
し
、
特
定
の
焦
点
距
離
や
倍
率
、

さ
ら
に
は
適
切
と
思
わ
れ
る
偏
光
フ
ィ
ル
タ
ー
ご
し
に
観
察
す
る
の
が
、
自
然
科
学
の
「
方
法
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
選
択
す
べ
き
方
法
を

考
察
す
る
の
が
「
理
論
」theory

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
実
践
」practice

か
ら
は
峻
別
さ
れ
て
き
た
。
概
略
、
こ
れ
が
古
代
ギ
リ
シ
ア

に
自
ら
の
知
の
淵
源
を
遡
及
的
に
求
め
る
、
現
在
の
自
然
科
学
の
前
提
条
件
と
な
る
。
だ
が
言
語
や
数
式
に
託
さ
れ
た
理
論
枠
は
、
現
実

の
一
断
面
を
記
述
で
き
る
に
せ
よ
、
現
実
は
執
拗
な
ま
で
に
理
論
の
網
目
を
す
り
抜
け
、
変
貌
を
繰
り
返
し
、
理
論
の
網
を
掻
い
潜
っ
て

逃
走
す
る
。
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
が
『
衣
装
哲
学
』
で
述
べ
た
よ
う
に
、
衣
服
と
い
う
覆
い
は
身
体
か
ら
否
応
な
く
遊
離
す
る
。
技

術
と
名
付
け
ら
れ
た
人
為
は
、
自
然
に
対
し
て
過
剰
で
あ
り
、
逸
脱
を
内
包
し
て
い
る
。
神
話
に
よ
れ
ば
、
神
々
か
ら
炎
を
盗
ん
だ
プ
ロ

メ
ー
テ
ウ
ス
は
岩
に
縛
ら
れ
鷲
に
生
肝
を
突
か
れ
る
劫
罰
を
得
た
。
神
々
よ
り
機
織
り
が
上
手
だ
と
自
慢
し
た
ア
ラ
ク
ネ
ー
は
、
蜘
蛛
の

地
位
に
貶
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
と
も
に
、
知
識
の
獲
得
と
裏
腹
の
高
慢
さ
へ
の
自
戒
あ
る
い
は
警
告
が
、
教
訓
と
し
て
盛
ら
れ
て
い
る）

＊＊
＊（

。

　

学
術
的
営
為
を
蜘
蛛
の
巣
の
比
喩
で
吟
味
す
る
と
、
こ
の
段
階
で
、
通
常
、
科
学
的
探
究
と
目
さ
れ
て
い
る
営
み
が
隠
蔽
し
て
い
る
不

都
合
が
、
少
な
く
と
も
三
つ
ほ
ど
露
呈
す
る
。
ま
ず
蜘
蛛
の
巣
は
、
其
処
に
捕
わ
れ
る
獲
物
に
と
っ
て
は
、「
罠
」
と
し
て
は
不
可
視
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蜘
蛛
は
種
類
に
よ
っ
て
は
獲
物
の
注
目
を
惹
く
よ
う
に
網
に
偽
装
を
施
し
も
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
誂
え
向
き

◆
知
性
と
い
う
織
物

　

こ
こ
で
蜘
蛛
の
生
態
に
戻
ろ
う
。
右
の
定
義
に
照
ら
し
て
、
蜘
蛛
に
は
「
知
性
」
を
認
め
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
観
察
に
よ
れ
ば
、
蜘
蛛

は
宇
宙
船
の
無
重
力
状
態
で
も
経
験
を
積
め
ば
蜘
蛛
の
巣
を
編
み
上
げ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
地
上
で
も
環
境
が
整
わ
な
い
限
り
、
物
陰
に

潜
み
、
無
条
件
に
定
型
の
巣
を
張
る
と
は
限
ら
な
い
。
蜘
蛛
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
の
網
が
捕
獲
で
き
る
獲
物
は
、
質
量
と
も
に
限
定
さ
れ

る
。
微
小
に
過
ぎ
る
獲
物
は
、
も
と
よ
り
網
の
目
に
掛
か
ら
ず
、
獲
物
と
な
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
蜘
蛛
を
産
卵
の
苗
床
に
利
用
す
る

蜂
の
よ
う
に
、
蜘
蛛
の
天
敵
と
な
る
寄
生
昆
虫
も
存
在
す
る
。
反
対
に
巨
大
で
強
力
す
ぎ
る
獲
物
は
、
蜘
蛛
の
巣
を
破
壊
す
る
。
蜘
蛛
は

狩
り
場
が
有
効
と
認
識
す
る
限
り
、
毎
日
の
よ
う
に
巣
を
張
り
替
え
る
。
毀
た
れ
た
巣
の
残
骸
は
、
自
ら
の
食
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
捕
獲
さ
れ
て
蜘
蛛
の
糸
に
絡
め
取
ら
れ
た
餌
食
は
、
消
化
さ
れ
、
次
の
巣
の
材
料
や
、
世
代
交
代
の
た
め
の
栄

養
と
し
て
消
費
さ
れ
る
。

　

学
術
の
営
み
も
、
こ
の
蜘
蛛
の
営
み
に
酷
似
す
る
。
そ
も
そ
も
「
い
と
な
み
」
は
「
い
と
ま
」
の
「
な
い
」
状
態
に
由
来
す
る
と
の
語

源
説
も
あ
る
。「
甚
だ
し
い
」
の
意
味
の
「
い
と
」
は
偶
然
だ
ろ
う
が
「
糸
」
と
同
音
。「
糸
」
は
「
ま
＝
間
」
が
な
い
稠
密
状
態
に
な
ら

な
け
れ
ば
織
物w

eb

と
し
て
は
機
能
し
な
い
。
文
字
を
配
列
し
た
文
書
はtext

と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
もtextile

と
語
源
を
共
有
す
る
。

織
物
は
緯
糸
と
経
糸
と
の
絡
み
合
い
か
ら
な
る
が
、
文
章
も
統
辞
と
い
う
経
糸
と
連
辞
と
い
う
緯
糸
の
交
差
の
上
に
紡
が
れ
る
。
ま
た

w
eb

もw
eave

す
な
わ
ち
「
織
り
」
か
ら
派
生
す
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
機
織
り
の
女
ア
ラ
ク
ネ
ー
が
蜘
蛛
の
語
源
と
な
り
、
彼
女
は

智
慧
の
女
神
ア
テ
ー
ネ
ー
と
技
を
競
っ
た
咎
で
蜘
蛛
に
変
身
さ
せ
ら
れ
た
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
譚
』
に
見
ら
れ
る
逸
話
だ
が
、

思
え
ば
機
織
り
は
も
と
も
と
ヒ
ト
が
最
初
に
考
案
し
た
デ
ジ
タ
ル
機
器
。
こ
こ
か
ら
も
知
と
織
物
とw

eb

と
に
は
顕
著
な
親
近
性
が
認

め
ら
れ
る
。「
機は

た

」（
仏
：m

étier

）
に
は
執
拗
な
ま
で
に
、
蜘
蛛
の
「
知
性
」
が
そ
の
影
を
宿
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
学
術
に
お
け
る
理
論
展
開
の
参
照
枠
、
座
標
軸
、
あ
る
い
は
対
象
把
握
の
た
め
の
網
の
目
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。

仕
掛
け
た
網
に
か
か
る
獲
物
が
学
術
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
料
理
す
る
か
に
よ
っ
て
専
門
分
野
特
有
の
方
法
論
が
彫
琢
さ

れ
る
。
こ
れ
は
狩
猟
型
の
学
術
探
究
に
妥
当
す
る
比
喩
だ
が
、
西
欧
で
発
達
し
た
学
術
や
科
学
方
法
論
に
は
、
顕
著
な
特
徴
と
な
る
。
と

同
時
に
、「
待
ち
伏
せ
」
は
定
置
網
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
こ
に
い
つ
仕
掛
け
る
か
が
成
果
を
左
右
す
る
。
こ
こ
で
、
獲
物
の
生
態
へ

の
知
識
が
前
提
と
し
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
対
象
を
把
捉
す
る
た
め
の
理
論
の
枠
組
み
、
網
の
目
で
あ
る
「
蜘
蛛
の
巣
」
の
ネ
ッ
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的
合
理
性
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
つ
つ
、
実
際
に
は
予
期
せ
ぬ
侵
入
者
に
よ
っ
て
容
易
に
破
損
さ
れ
る
儚
い
仮
構
に
過
ぎ
な
い
。
そ

し
て
そ
こ
に
は
意
図
せ
ぬ
枯
れ
葉
や
思
わ
ぬ
闖
入
者
も
訪
れ
、
そ
れ
ら
が
重
畳
・
堆
積
す
る
と
、w

eb

走
査
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
「
蜘

蛛
の
巣
」
と
い
う
画
面
の
う
え
に
は
、
お
よ
そ
目
的
合
理
性
と
は
無
縁
の
図
案
の
転
変
の
様
が
、
季
節
と
時
刻
の
推
移
に
呼
応
し
て
、
風

任
せ
よ
ろ
し
く
描
か
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

◆
本
書
の
展
望
に
む
け
て

　

捕
食
者
で
あ
る
は
ず
の
蜘
蛛
は
、
自
ら
が
織
る
網
の
補
修
に
追
わ
れ
る
奴
隷
か
も
し
れ
ま
い
。
そ
れ
は
自
ら
の
頭
脳
が
編
み
出
し
た
Ｗ

Ｗ
Ｗ
と
い
う
オ
リ
（
織
・
澱
・
檻
）、
無
明
の
迷
妄
（
マ
ー
ヤ
ー
）
に
幽
閉
さ
れ
た
人
類
社
会
に
も
通
じ
る
。
蜘
蛛
の
巣
と
い
う
「
展
翅

台
」
な
い
し
は
展
示
板screen/talbeau

の
う
え
に
は
、
い
わ
ば
偶
然
任
せ
の
誰
の
意
思
で
も
な
い
絵
柄
が
、
た
ま
た
ま
重
な
っ
た
諸
条

件
の
総
和
と
し
て
、
束
の
間
出
現
し
、
や
が
て
下
地
を
な
す
座
標
軸m

atrix

も
ろ
と
も
解
体
さ
れ
て
、
風
景
は
季
節
と
と
も
に
移
ろ
っ

て
ゆ
く
。
蜘
蛛
の
糸
の
織
り
な
す
網
と
い
う
「
地
織
」
と
、
そ
こ
に
捕
ら
え
ら
れ
た
獲
物
の
死
骸
や
付
着
物
と
い
う
「
図
柄
」
と
の
相
互

依
存
が
、
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
よ
ろ
し
く
、
表
裏
を
入
れ
替
え
つ
つ
、
時
空
の
な
か
で
暇
な
く
変
貌
を
遂
げ
て
ゆ
く
。
生
態
系
と
い
う
環
境
の

な
か
で
、
そ
の
生
理
や
原
理
を
掴
み
取
ろ
う
と
す
る
ヒ
ト
の
認
識
の
「
営
み
」
も
、
こ
れ
と
同
様
に
「
糸
間
な
く
」
忙
し
な
い
試
行
錯
誤

の
連
綿
、
果
て
し
な
い
構
築
と
解
体
の
表
裏
の
「
あ
や
：
綾
・
彩
・
文
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
「
目
的
合
理
性
」
の
呪
縛
に
囚
わ
れ
た
法
則
モ
デ
ル
構
築
、
完
璧
か
つ
普
遍
に
永
続
す
る
「
蜘
蛛
の
巣
」
と
い
う
コ
ス
モ
ス
構
造
探
究

の
夢
想
、
人
類
を
そ
う
し
た
「
進
化
発
展
史
観
」
に
長
ら
く
囚
え
て
き
た
「
輪
廻
転
生
」
の
迷
妄
。
い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た

「
迷
妄
」
か
ら
「
降
り
た
」、「
解
脱
」
へ
と
向
か
う
別
種
の
循
環
的
で
柔
軟
な
モ
デ
ル
、
で
は
な
い
か）

＊（
＊（

。
生
態
系
に
寄
り
添
っ
て
編
み
上

げ
ら
れ
て
は
不
断
に
崩
れ
て
ゆ
く
可
塑
性
の
あ
る
多
孔
質
で
柔
軟
か
つ
選
択
的
透
過
性
を
旨
と
し
た
、
束
の
間
で
一
過
性
の
認
識
模
型
、

sustainable

と
い
っ
た
人
類
の
傲
慢
か
ら
は
袂
を
分
か
ち
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
す
な
わ
ちSustainable�D

evelopm
ent�G

oals

な
ど
と
呼
ば
れ
る

標
語
に
な
お
温
存
さ
れ
て
い
る
偽
善
と
高
慢
と
を
払
拭
す
る
謙
虚
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
「
蜘
蛛
の
巣
」
モ
デ
ル
か
ら
学
ぶ
べ
き
季
節
が
到

来
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）

＊（
＊（

。
そ
れ
はSustained�D

isposable�G
arbage�System

s

の
模
索
で
は
な
い
か
。「
異
常
気
象
」
に
よ
る
気
候

変
動
が
「
常
態
」
と
化
し
た
二
一
世
紀
二
〇
年
代
地
球
の
、「
水
洗
便
所
循
環
系
」
模
索
へ
の
生
態
学
的
目
標
を
そ
こ
に
見
定
め
た
い）

＊（
＊（

。

の
獲
物
の
選
択
基
準
は
、
事
前
に
明
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
獲
物
が
つ
か
ま
っ
て
初
め
て
、
そ

れ
は
過
小
で
も
な
け
れ
ば
強
大
す
ぎ
も
し
な
い
適
正
規
模
の
対
象
だ
っ
た
こ
と
が
、
あ
く
ま
で
事
後
に
判
明
す
る
。
罠
と
い
う
理
論
枠
の

合
理
性
は
、
そ
の
限
り
で
は
「
後
付
け
」
の
遡
及
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
目
的
合
理
性
」
を
根
拠
と
し
た
理
論
的
仮
説
構
築
作

業
と
は
、
あ
く
ま
で
異
質
で
あ
る
。
実
験
は
や
っ
て
み
な
い
と
、
う
ま
く
行
く
と
は
限
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

　

そ
こ
で
ふ
た
つ
目
に
判
明
す
る
の
は
、
理
論
枠
と
そ
こ
に
検
知
さ
れ
る
デ
ー
タ
と
の
あ
い
だ
に
隠
さ
れ
た
、
暗
黙
の
循
環
論
法
、
共
犯

性
だ
ろ
う
。
見
事
に
網
に
か
か
っ
た
獲
物
は
、
網
の
有
効
性
を
立
証
す
る
が
、
そ
こ
に
は
一
種
の
密
約
、
淫
靡
な
予
定
調
和
が
隠
さ
れ
て

い
る
。
周
知
の
と
お
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
メ
ノ
ン
』
に
は
、
人
は
自
分
の
探
し
て
い
る
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
す
る
有

名
な
詭
弁
が
あ
る
。
探
し
求
め
る
も
の
が
わ
か
っ
て
い
る
な
ら
、
今
更
探
す
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
逆
に
な
に
を
探
し
て
い
る
の
か
が

わ
か
ら
な
い
な
ら
ば
、
も
と
よ
り
探
し
よ
う
も
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
の
両
者
の
間
隙
に
実
際
の
探
究
は
成
立
す
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン

ニ
ー
が
「
暗
黙
知
」tacit�know

ledge

の
次
元
と
呼
ん
だ
領
域
だ
が）

＊（
＊（

、
そ
れ
を
裏
読
み
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
だ
ろ
う
。
理
論
的
な
枠
組
み

に
は
、
自
ら
の
有
効
性
を
証
明
す
る
よ
う
な
事
例
を
優
先
し
て
取
り
込
み
が
ち
な
性
向
が
あ
り
、
う
ま
く
取
り
込
ま
れ
た
デ
ー
タ
に
は
、

理
論
枠
の
正
し
さ
を
補
強
す
る
性
質
が
あ
る
。
理
想
的
な
実
験
環
境
は
、
理
想
的
な
デ
ー
タ
を
検
出
す
る
の
に
最
適
な
条
件
を
揃
え
た
人

工
的
な
閉
鎖
系
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
罠
＝
理
論
＝
特
定
の
座
標
軸
設
定
が
取
り
零
し
た
デ
ー
タ
に
注
目
し
、
あ
る
い
は
蜘
蛛

の
巣
を
壊
し
て
し
ま
う
よ
う
な
「
捕
獲
許
容
外
案
件
」
を
無
視
せ
ず
注
視
す
る
必
要
が
、
自
家
中
毒
を
回
避
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
。

科
学
哲
学
者
の
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
が
「
反
証
可
能
性
」refutability

と
し
て
指
摘
し
た
の
は
、
こ
の
盲
点
へ
の
警
告
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。

蜘
蛛
は
毎
日
、
み
ず
か
ら
の
捕
虫
網
を
修
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
論
に
は
脆
弱
さ
が
必
要
な
の
だ
。

　

こ
こ
か
ら
「
狩
猟
モ
デ
ル
」
の
第
三
の
陥
穽
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
端
的
に
い
え
ば
「
食
物
連
鎖
」
の
階
層
秩
序
の
「
頂
点
」
を
占

め
る
と
の
自
負
へ
の
疑
義
、
そ
し
て
「
目
的
合
理
性
」
へ
の
疑
念
だ
ろ
う
。
狩
人
は
と
か
く
戦
利
品
を
こ
れ
み
よ
が
し
に
顕
示
し
て
自
慢

す
る
。Trophy�D

isplay

で
あ
り
、
博
物
館
と
い
っ
た
施
設
も
そ
う
し
た
戦
勝
記
念
碑
の
制
度
化
の
一
環
だ
ろ
う
。
だ
が
蜘
蛛
の
「
営
み
」

は
、
む
し
ろ
食
物
連
鎖
の
ひ
と
つ
の
頂
点
に
君
臨
し
な
が
ら
も
、
物
質
分
解
者
の
地
位
に
甘
ん
じ
る
。
微
生
物
や
細
菌
と
い
っ
た
最
終
分

解
者
の
役
割
に
比
べ
れ
ば
、
蜘
蛛
は
ま
だ
中
間
分
解
者
だ
が
、
生
態
系
の
清
掃
担
当
と
し
て
、
物
質
循
環
に
果
た
す
そ
の
役
割
は
看
過
で

き
ま
い）

＊（
＊（

。「
蜘
蛛
の
巣
」
も
そ
の
た
め
の
道
具
立
て
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
々
修
繕
と
補
填
に
よ
り
更
新
さ
れ
る
べ
き
、
束
の
間

の
図
形
、
自
己
顕
示
欲
と
は
無
縁
の
幾
何
学
模
型
、
あ
る
い
は
不
規
則
な
立
体
の
メ
ッ
シ
ュ
構
造
。
そ
れ
は
獲
物
を
把
捉
す
る
た
め
の
目
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【
文
献
一
覧　

＊
原
典
の
欧
文
表
記
は
巻
末
の
「
注
一
覧
」
に
記
載
す

る
】

赤
木
昭
夫　

二
〇
一
三
：「
二
一
世
紀
の
た
め
の
教
養
―
学
術
の
連
環
」
鈴
木

貞
美
・
金
子
務
（
編
）『
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
―
学
の
融
合
と
拡
散
』

（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
・
学
融
合
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
助
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
日
本
に
お
け
る
諸
科
学
の
編
成
と
基
礎
概
念
の
検
討
：
文
理
融

合
研
究
の
有
効
性
を
探
る
」
）、
作
品
社
、272-295.

8

浅
間
茂　

二
〇
二
二
：『
ク
モ
の
世
界
―
い
と
を
あ
や
つ
る

本
脚
の
狩
人
』

中
公
新
書
。

稲
垣
諭　

二
〇
二
二
：『
滅
亡
へ
よ
う
こ
そ　
「
終
わ
り
」
か
ら
始
め
る
哲
学
入

門
』
晶
文
社
。

稲
賀
繁
美　

二
〇
〇
六
：【
書
評
】「
イ
メ
ー
ジ
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
、
伝
播

（（

2789

し
、
体
験
さ
れ
る
の
か
：

世
紀
の
知
的
精
神
史
の
生
態
を
骨
太
な
輪

郭
で
縦
横
に
描
く
：
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ
＝
ユ
ー
ベ
ル
マ
ン
著
『
残

存
す
る
イ
メ
ー
ジ
：
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
グ
に
よ
る
美
術
史
と
幽
霊

た
ち
の
時
間
』」『
図
書
新
聞
』

号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
九
日
。

─
─
二
〇
一
九
：「
道
・
無
框
性
・
滲
み
─
─
美
術
に
お
け
る
「
日
本
的
な
も

の
」
を
め
ぐ
る
省
察
」
坂
本
康
宏
・
田
中
純
・
竹
峰
義
和
（
編
）『
イ
メ

ー
ジ
学
の
現
在　

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
か
ら
神
経
系
イ
メ
ー
ジ
学
へ
』
東

京
大
学
出
版
会
、279-296.

249-266.

─
─
二
〇
一
九
ｂ
：「「
耳
」「
声
」「
霊
」：
無
意
識
的
記
憶
と
魂
の
連
鎖
に
つ

い
て
」
山
中
由
里
子
・
山
田
仁
史
編
『
こ
の
世
の
キ
ワ
』
勉
誠
出
版

─
─
二
〇
二
一
：「
マ
ル
ロ
ー
と
世
界
美
術
史
の
構
想
」
永
井
敦
子
・
畑
亜

弥
子
・
吉
澤
英
樹
・
吉
村
和
明
（
共
編
）『
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
と
現

代
─
─
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
時
代
の
〈
希
望
〉
の
再
生
─
─
』
上

智
大
学
出
版
、262-286.

206-225.

─
─
二
〇
二
二
：「
九
鬼
周
造
と
輪
廻
転
生
」
吉
永
新
一
／
岡
本
桂
子
／
荘
千

慧
（
編
）『
神
智
学
と
ア
ジ
ア
』
青
弓
社
、

カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
、
レ
イ　

二
〇
〇
七
：『
ポ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
誕
生
』
井
上

健
監
訳
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
。

ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ブ
、
ベ
ン　

二
〇
二
二
：『
ビ
ー
バ
ー　

世
界
を
救
う
可
愛

す
ぎ
る
生
物
』
木
高
恵
子
訳
、
草
思
社
。

シ
ェ
ル
ド
レ
イ
ク
、
マ
ー
リ
ン　

二
〇
二
二
：『
菌
類
が
世
界
を
救
う　

キ
ノ

コ
・
カ
ビ
・
酵
母
た
ち
の
驚
異
の
能
力
』
鍛
原
多
恵
子
訳
、
河
出
書
房

新
社
。

中
田
兼
介　

二
〇
一
九
：『
ク
モ
の
イ
ト
』
み
し
ま
社
。

馬
場
友
希
、
鈴
木
佑
弥
・
谷
川
明
男　

二
〇
二
一
：『
ク
モ
の
巣　

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
文
市
総
合
出
版
。

バ
ラ
ッ
ド
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ　

二
〇
一
五
：『
人
口
知
能　

人
類
最
悪
に
し
て
最

後
の
発
明
』
水
野
敦
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

ホ
ー
キ
ン
ズ
、
ジ
ェ
フ　

二
〇
二
二
：『
脳
は
世
界
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
』

大
田
直
子
訳
、
早
川
書
房
。

ポ
ラ
ン
ニ
ー
、
マ
イ
ケ
ル　

二
〇
〇
三
：『
暗
黙
知
の
次
元
』
高
橋
勇
夫
訳
、

ち
く
ま
学
芸
文
庫
。
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」
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Ⅲ
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く
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翻
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の
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民
入
植�
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が
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稲
賀
繁
美　

i

序
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本
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の
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想
に
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て�
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賀
繁
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コ
ラ
ム
】
無
明
長
夜
の
照
ら
す
も
の
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─
経ス

ー
ト
ラ糸

の
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ろ
が
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を
手
が
か
り
に�

打
本
和
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想
像
力　
　
「
蜘
蛛
の
巣
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が
喚
起
す
る
も
の

第
Ⅰ
部芸

術
家
と
し
て
の
蜘
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の
系
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─
─
蜘
蛛
の
巣
と
い
う
小
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を
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ぐ
る
詩
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の
比
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橋
本
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光　
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の
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バ
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日
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光
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55

【
コ
ラ
ム
】
中
国
伝
統
文
化
や
サ
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お
け
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蜘
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究
方
法
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「
蜘
蛛
の
巣
構
造
」
に
よ
る
研
究
領
域
の
刷
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第
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と
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概
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46
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48
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イ
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ら
れ
る
の
か�

─
─
オ
ン
ラ
イ
ン
稽
古
の
（
不
）
可
能
性
か
ら
み
る
身
心
知
の
可
能
性�

鋳
物
美
佳　
214

Ｗ
ｅ
ｂ
の
思
想
─
─
通
常
科
学
と
疎
外
を
め
ぐ
っ
て�

尾
鍋
智
子　
224

謫
仙 

藤
井
聡
太　
蜘
蛛
の
糸
を
操
る�

多
田
伊
織　
236

【
コ
ラ
ム
】
蜘
蛛
の
巣
状
の
都
市
─
─
都
市
論
の
視
点
か
ら�

江
口
久
美　
249

【
コ
ラ
ム
】�［
蜘
蛛
手
な
す
都
市
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テ
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ト
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糸
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デ
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ク
ー
ル
光
代　
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言
語
論
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脳
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学
・
神
経
系
美
学
を
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え
て
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と
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の
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デ
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史
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本
文
中
の
注
番
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に
対
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す
る
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文
・
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ラ
ム
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一
覧
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と
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て
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掲
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た
。
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「蜘蛛の巣」状モデルの学術的有効性に関する学説史的考察

299

「
蜘
蛛
の
巣
」
状
モ
デ
ル
の
学
術
的
有
効
性
に
関

す
る
学
説
史
的
考
察

─
─
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド
『
生
き
て
い
る
こ
と　

動
く
、
知
る
、
記
述
す
る
』
を
参
照
し
つ
つ

稲
賀　

繁
美

m
etaphor

μεταφορά
m

eta
phérō

λεωφορείο

　

本
章
で
は
「
蜘
蛛
の
巣
」
を
「
知
の
生
態
」
を
吟
味
す
る
た
め
に
有
効

な
モ
デ
ル
あ
る
い
は
比
喩
と
し
て
取
り
上
げ
た
共
同
研
究
会
の
意
図
と
射

程
を
、
論
集
導
入
で
の
説
明
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
、
本
書
全
体
の
ま
と

め
も
兼
ね
て
、
あ
ら
た
め
て
掘
り
下
げ
た
い
。
こ
こ
で
「
比
喩
」

は
ギ
リ
シ
ア
語
の

に
由
来
す
る
が
、
語
源
と
し
て
は
「
越
え

て
」

「
運
ぶ
」

に
由
来
し
、
現
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
も

と
は
「
人
々
を
運
搬
す
る
手
段
」
す
な
わ
ち
公
共
バ
ス
を
意
味
す
る
。
筆

者
と
し
て
は
、
こ
こ
に
「
蜘
蛛
手
」
な
す
交
通
網
・
情
報
網
の
機
能
に
係

わ
る
「
暗
喩
」
を
探
る
と
と
も
に
、
生
態
系
に
於
け
る
新
陳
代
謝
や
物
質

循
環
が
、
相
互
依
存
関
係
の
「
生
き
た
比
喩
」
と
し
て
溶
け
込
ま
さ
れ
て

生
起
す
る
様
態
を
も
、
示
唆
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
は
本
章
の
意
図
を
明
確
に
す
る
た
め
、
日
本
語
訳
が
二
〇
二
一

年
に
出
版
さ
れ
た
、
文
化
人
類
学
の
著
書
へ
の
批
判
的
検
討
を
軸
と
し
て
、

議
論
を
進
め
た
い
。
と
り
あ
げ
る
の
は
、
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド
『
生
き

て
い
る
こ
と　

動
く
、
知
る
、
記
述
す
る
』。
原
著Being Alive

は
二
〇

＊（
１
）

一
一
年
刊
。
当
時
著
者
イ
ン
ゴ
ル
ドTim

�Ingold

は
六
三
歳
。
現
在
の

評
者
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
る
。
そ
の
た
め
評
者
は
十
年
の
遅
延
を
伴
い
つ

つ
、
異
な
る
専
門
分
野
に
属
し
、
違
っ
た
道
程
を
辿
り
な
が
ら
も
、
な
ぜ

か
き
わ
め
て
近
い
思
考
を
紡
い
で
き
た
著
者
の
航
跡
を
追
尾
す
る
、
希
有

な
体
験
を
得
た
。
と
り
わ
け
「
蜘
蛛
の
巣
」
研
究
会
の
構
想
に
い
た
る
軌

跡
を
学
術
史
的
に
吟
味
す
る
う
え
で
、
本
書
は
き
わ
め
て
有
益
な
道
標
を

提
供
す
る
。
な
ぜ
な
ら
本
企
画
と
は
ま
っ
た
く
独
立
し
た
企
画
で
あ
り
な

が
ら
、
同
書
に
は
、「
蜘
蛛
の
糸
」
が
織
り
な
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
へ

の
方
法
論
的
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
留
意
し

299
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「蜘蛛の巣」状モデルの学術的有効性に関する学説史的考察 第Ⅴ部　言語論的転回

301 300

301 300

二　

糸
を
紡
ぐ

　

以
上
の
見
取
り
図
を
前
提
と
し
て
、
以
下
、
原
著
者
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
見

解
と
編
者
の
そ
れ
と
撚
り
合
わ
せ
た
い
。
そ
れ
は
糸
を
紡
ぐ
営
み
で
あ
り
、

そ
こ
に
はnetw

ork

で
は
な
くm

esh

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。
網

netw
ork

が
そ
の
「
節
」nod

を
い
わ
ば
前
提
の
主
体
と
し
て
関
係
を
組

み
上
げ
る
の
に
対
し
、
む
し
ろ
組
み
上
げ
ら
れ
た
編
み
目m

esh

の
う
え

に
座
を
占
め
る
の
が
、
因
陀
羅
網
の
比
喩
だ
ろ
う
。
蜘
蛛
の
巣
の
上
に
朝

露
が
結
ぼ
れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
露
に
は
他
の
露
た
ち
の
姿
が
写
り
込
み
、

ひ
と
つ
の
水
滴
の
姿
は
、
他
の
す
べ
て
の
水
滴
の
表
面
に
微
細
な
映
像
を

投
射
し
て
い
る）

＊（
＊（

。Agency

やactor

を
前
提
と
す
る
立
論
で
は
な
く
、
関

係
の
錯
綜
の
う
ち
に
、
主
体
は
あ
く
ま
で
事
後
的
に
、
そ
の
関
係
項
か
ら

な
るm

esh

の
環
境
条
件
に
適
合
し
た
形
象
と
し
て
析
出
す
る
。
こ
の
発

想
の
転
換
は
、
個
人
の
尊
厳
を
出
発
点
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
引

き
ず
る
西
側
世
界
で
は
、
未
だ
に
容
易
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
編
者

は
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
気
象
学
的
構
想
力
を
提
唱
し
て
き

た
。
台
風
ひ
と
つ
見
て
も
、
上
昇
気
流
の
巨
大
な
渦
巻
の
発
生
が
台
風
の

目
を
空
洞
と
し
て
形
成
す
る
。
そ
れ
は
初
期
の
ジ
ョ
ル
ジ
ォ
・
ア
ガ
ン
ベ

ンG
iorgio�Agam

ben

が
処
女
作
『
中
身
の
な
い
人
間
』
で
ヘ
ー
ゲ
ル

G
.W

.F.�H
egel

を
読
み
替
え
つ
つ
提
起
し
た
藝
術
創
造
の
主
体
像
に
酷
似

し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
殻
変
動
に
感
応
す
る
地
学
的
想
像
力
を
評
者
も
提

唱
し
て
き
た）

＊（
＊（

。

　

原
著
者
は
ア
ラ
ス
カ
の
民
コ
ユ
コ
ン
や
、
南
ア
フ
リ
カ
の
民
コ
イ
サ
ン

が
風
に
意
識
を
注
ぎ
「
気
象
世
界
」
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
ハ
イ
デ
ガ

ー
を
受
け
て
、「
気
象
す
る
」w

eathering

と
表
現
す
る
（150�;�291

）。

か
れ
ら
の
住
居
は
流
通
を
招
じ
入
れ
る
「
空
隙
」
あ
る
い
は
記
載
を
乗
せ

る
「
空
欄
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
編
者
な
ら
ず
と
も
海
上
を
帆
走
す

る
帆
船
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
が
、
風
上
に
向
か
う
「
間
切
り
」
を
含
め
、

一
見
気
ま
ぐ
れ
な
帆
走
の
航
跡
は
、
風
向
き
を
始
め
と
し
た
気
象
条
件
を

満
た
し
、
そ
れ
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
描
か
れ
る
軌
跡
で
あ
り
、「
風
待

ち
」
は
「
日
和
見
」
だ
が
、
そ
こ
に
は
天
候
を
予
見
す
る
経
験
知
が
不
可

欠
で
あ
る
。
風
の
体
験
は
音
に
結
び
つ
く
が
、soundscape

はlandscape

と
い
う
視
覚
に
よ
る
領
略
を
転
用
し
た
比
喩
と
し
て
、
原
著
者
は
こ
れ
を

退
け
る
。
コ
ユ
コ
ン
に
は
暖
気
・
冷
気
の
皮
膚
感
覚
、
コ
イ
サ
ン
に
は
風

の
運
ん
で
く
る
様
々
な
臭
気
が
大
切
だ
ろ
う
が
、
視
覚
の
隠
喩
は
こ
れ
ら

を
見
捨
て
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
で
原
著
者
は
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズG

ille�D
eleuze

の
条
理
空
間

／
平
滑
空
間
の
対
比
を
援
用
す
る
（164�;�315

）。
こ
の
議
論
の
前
提
と

し
て
、
し
ば
し
ば
見
落
と
さ
れ
る
の
で
補
っ
て
お
け
ば
、
解
剖
学
用
語
で

は
条
理strié

は
横
紋
筋
、
平
滑lisse

は
平
滑
筋
を
意
味
し
、
前
者
は
骨

格
筋
で
随
意
運
動
に
応
じ
、
後
者
は
内
臓
筋
で
自
律
神
経
系
の
支
配
下
に

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
は
、
前
者
を
意
識
あ
る
い
は
定
住
者
、
後
者

を
無
意
識
あ
る
い
は
遊
牧
民
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
、

固
定
し
た
分
類
枠
に
種
別
を
登
記
す
る
型
の
分
類
学
的
思
考
・
系
統
発
生

学
的
な
モ
デ
ル
を
な
す
「
条
理
空
間
」
の
傍
ら
に
、
そ
れ
に
は
馴
染
ま
な

い
浮
遊
性
の
生
命
の
姿
を
感
知
し
て
、
そ
れ
を
「
平
滑
空
間
」
に
位
置
づ

け
る
。
固
定
し
た
属
性
や
同
一
性
に
よ
っ
て
括
ら
れ
管
理
さ
れ
る
こ
と
の

つ
つ
、
本
稿
で
は
、
和
訳
で
六
百
頁
近
い
本
書
全
体
に
言
及
す
る
こ
と
は

放
棄
し
、
本
「
蜘
蛛
の
巣
」
研
究
会
構
想
と
の
接
点
、
ふ
た
つ
の
「
蜘
蛛

の
巣
」
が
ゆ
く
り
な
く
も
錯
綜
す
る
現
場
の
検
証
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
両
者

の
「
縺
れ
」
や
相
互
干
渉
に
的
を
絞
り
つ
つ
、
同
書
の
扱
う
話
題
と
思
索

へ
の
私
見
を
交
え
つ
つ
、
考
察
を
展
開
す
る

＊（
２
）。

一　

前
提
鳥
瞰

　

最
初
に
編
者
の
関
心
が
『
生
き
て
い
る
こ
と
』
と
交
錯
す
る
論
点
を
列

挙
し
て
お
こ
う
。
第
一
部
は
「
地
面
を
切
り
拓
く
」
と
題
さ
れ
る
が
、
手

や
腕
に
よ
る
世
界
操
作
で
は
な
く
「
足
」
に
よ
る
知
覚
世
界
を
「
歩
く
」

意
味
が
問
わ
れ
る
。
対
す
る
に
編
者
は
、『
接
触
造
形
論
』
に
お
い
て
、

素
足
で
の
武
術
の
稽
古
に
つ
い
て
考
察
を
巡
ら
せ
て
き
た
。
第
二
部
「
メ

ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
」。
編
者
も
日
本
語
で
は
「
蜘
蛛
の
巣
」
と
呼
ば
れ
る
ウ

ェ
ッ
ブ
に
生
き
る
蜘
蛛
の
生
態
を
暗
喩
と
し
て
情
報
科
学
の
常
識
を
問
い

直
す
共
同
研
究
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
流
行
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ェ
ル

Alfred�G
ell

のagency

理
論

＊（
３
）や

ブ
リ
ュ
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ルBruno�Latour

ら
のactor-netw

ork

理
論
に
本
質
的
な
疑
念
を
抱
き
、
華
厳
教
学
の
因

陀
羅
網
に
頼
っ
て
、
ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
クN

am
-jun�Paik

を
含
む

現
代
藝
術
の
一
群
の
創
作
を
分
析
し
て
き
た
編
者
と
し
て
は
、
著
者
の

m
esh

論
は
無
視
で
き
な
い

＊（
４
）。

第
三
部
「
大
地
と
天
空
」。
こ
こ
で
凧
あ
げ

の
意
味
が
問
わ
れ
る
。
編
者
も
ま
た
従
来
の
認
識
主
体
と
対
象
物
と
の
区

別
に
立
脚
す
る
観
察
方
法
へ
の
抜
本
的
な
問
い
直
し
の
き
っ
か
け
と
し
て

「
和
凧
」
に
関
す
る
国
際
会
議
に
関
与
し
て
き
た

＊（
５
）。

さ
ら
に
そ
の
延
長
上

で
、「
稽
古
」
に
お
け
る
身
体
接
触
を
通
じ
た
伝
授
に
注
目
し
、
能
動
と

受
動
と
の
区
別
を
超
え
た
、
い
わ
ば
中
動
態
的
な
相
互
作
用
に
、
従
来
の

情
報
理
論
の
致
命
的
盲
点
を
指
摘
し
て
き
た

＊（
６
）。

第
四
部
「
物
語
ら
れ
た
世

界
」。
こ
こ
で
は
直
接
体
験
・
観
察
行
為
・
そ
の
記
述
と
い
う
古
典
的
な

位
相
差
に
疑
義
が
呈
さ
れ
る
。
こ
れ
は
西
ア
フ
リ
カ
の
神
話
的
世
界
の
学

術
的
扱
い
に
疑
念
を
抱
い
て
き
た
編
者
に
と
っ
て
も
、
切
実
な
方
法
論
的

問
い
だ
っ
た

＊（
７
）。

口
頭
伝
承
を
文
字
記
述
に
回
収
す
る
編
集
作
業
は
、
神
話

の
生
態
を
裏
切
り
、
生
き
た
語
り
を
死
体
へ
と
屠
殺
す
る
。
こ
こ
で
学
術

業
績
は
遺
体
処
理
の
墓
地
管
理
業
に
酷
似
し
た
醜
態
を
晒
す
。
そ
れ
を
受

け
た
第
五
部
は
、
前
著
『
ラ
イ
ン
ズ
』
と
も
輻
輳
し
つ
つ
「
線
描
」
の
生

態
に
迫
る
。
こ
こ
で
原
著
者
が
言
及
す
る
東
洋
の
「
書
」
に
関
し
て
は
、

編
者
も
、
お
そ
ら
く
偶
然
に
は
留
ま
ら
ぬ
事
情
か
ら
、
ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

イ
ソ
ンN

orm
an�Bryson

や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ル
キ
ン
スJam

es�Elkins

と
い
っ
た
、
原
著
者
の
取
り
上
げ
る
数
人
の
論
敵
と
も
密
接
な
交
友
が
あ

り＊（
８
）、

彼
ら
と
の
対
峙
の
中
で
水
墨
画
の
筆
遣
い
や

＊（
９
）、

織
物
と
し
て
のtext

の
生
成
に
、
美
学
的
あ
る
い
は
現
象
学
的
な
考
察
を
加
え
て
き
た）

＊（
＊（

。
事
は

漢
語
の
「
道
」
の
洞
察
に
至
る
が
、
原
著
者
は
、
矢
代
幸
雄
が
特
筆
し
た

荊
浩
の
『
筆
法
記
』
に
言
及
す
る
一
方
で
「
世
界
内
存
在
」In-der-

W
elt-Sein,�being-in-the-w

orld

（194,�377

）
と
い
う
天
心
・
岡
倉
覚

三
経
由
で
ハ
イ
デ
ガ
ーM

artin�H
eidegger

も
考
察
し
た
概
念
に
ま
で
接

近
し
て
い
る）

＊＊
＊（

。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
「
道
」W

eg

お
よ
び
、
過
程
と

し
て
の
「
道
行
」in�the�passage

に
つ
い
て
も
、
編
者
は
国
際
的
な
学
会

の
場
で
、
す
で
に
複
数
の
見
解
表
明
を
な
し
て
い
る）

＊（
＊（

。
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水
晶
的
世
界
。
そ
れ
と
対
を
な
す
胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
、
阿
頼
耶
識
と
呼
ば

れ
る
意
識
の
流
れ
の
世
界
、
液
状
に
流
転
し
、
刹
那
滅
を
繰
り
返
す
。
そ

し
て
両
者
は
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
の
よ
う
に
表
裏
を
な
し
て
相
互
に
転
換
を
や

め
な
い
。
両
界
は
不
同
な
が
ら
不
二
で
あ
り
、
密
教
の
修
法
が
実
践
的
に

教
え
る
よ
う
に
、
相
互
に
障
碍
は
な
く
、
ま
た
こ
こ
で
は
因
果
を
越
え
た

縁
起
が
現
象
間
を
結
び
つ
け
る
ゆ
え
に
、
時
間
軸
に
沿
っ
た
因
果
関
係
も
、

も
は
や
絶
対
で
は
な
い
。
華
厳
教
学
は
、
因
果
や
主
客
、
過
去
現
在
未
来

の
通
念
か
ら
の
脱
却
を
図
る
の
だ
か
ら）

（＊
＊（

。

　

話
題
が
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
も
は
や
「
旧
来
の
因
果
の
言
語
」（258�;�

490

）
で
は
対
処
で
き
な
い
。
こ
の
文
脈
で
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
ド
ゥ
ル
ー

ズ
と
ガ
ダ
リ
の
『
千
の
高
原
』
を
手
が
か
り
に
、
奇
し
く
も
凧
揚
げ
の
話

題
を
持
ち
出
す
（259-260�;�491-3

）。
凧
は
地
上
の
操
作
手
が
操
作
し

て
空
中
を
舞
う
わ
け
で
は
な
い
。
空
気
の
流
動
に
よ
っ
て
賦
活
さ
れ
る
凧

は
、
凧
と
操
作
手
と
を
結
ぶ
糸
か
ら
は
「
逃
走
」
す
る
方
向
に
舞
い
、
独

自
の
旋
律
を
航
跡
に
残
し
つ
つ
揺
蕩
う
。
そ
れ
は
操
作
手
が
主
体
と
な
っ

て
作
り
出
す
軌
跡
で
は
な
い
線
描
を
絶
え
間
な
く
創
出
し
て
ゆ
く
。
凧
は

複
数
の
変
数
の
相
乗
か
ら
な
る
連
続
的
な
変
化
に
身
を
任
せ
て
巡
行
し
、

操
作
手
は
そ
の
状
況
に
即
応
し
て
絶
え
間
な
い
微
調
整
を
要
求
さ
れ
る
。

そ
れ
が
サ
ー
フ
ィ
ン
に
お
け
る
身
の
こ
な
し
や
、
帆
走
す
る
ヨ
ッ
ト
の
操

船
に
似
た
行
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う）

（（
＊（

。

　

果
た
し
て
此
処
で
な
さ
れ
る
操
作
は
パ
ー
スC

.S.�Peirce

の
い
う
意
味

の
「
仮
説
的
推
論
」abduction

な
の
か
（abduction

は
通
常
な
ら
違
法

な
る
拉
致
、
つ
ま
り
「
誘
拐
」
行
為
を
意
味
す
る
こ
と
も
想
起
し
た
い
）、

あ
る
い
は
「
即
興
」im

provisation

な
の
か
（261�;�495

）。
イ
ン
ゴ
ル

ド
は
両
者
を
「
縒
り
合
わ
す
」
糸
を
語
る
が
、
こ
れ
が
本
書
最
後
の
第
五

部
で
「
線
を
束
ね
る
」
行
為
と
し
て
の
「
記
述
」
へ
と
「
撚
り
合
」
わ
さ

れ
る
。
撚
り
糸
や
織
物
の
比
喩
は
、
織
り
つ
つ
織
り
込
ま
れ
る
相
互
作
用

の
直
喩
と
な
る
。
こ
こ
で
、
現
場
に
参
画
す
る
「
行
為
」
か
ら
「
観
察
」

さ
ら
に
は
「
記
述
」
の
三
つ
巴
が
問
題
と
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
続
く
行

文
で
は
、
原
著
者
が
映
像
人
類
学
や
視
覚
文
化
論
を
論
敵
と
し
て
議
論
を

す
す
め
る
た
め
、
行
文
に
は
錯
綜
が
顕
著
と
な
る
。

　

可
能
な
範
囲
で
整
理
し
よ
う
。
人
類
学
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
で
採
取
す
る

口
頭
伝
承
の
神
話
は
、
じ
っ
さ
い
に
は
語
り
の
度
に
、
聴
衆
の
求
め
と
も

相
関
し
て
微
妙
に
変
異
す
る
。
そ
れ
を
活
字
に
よ
る
決
定
版
へ
と
洗
練
し

て
印
行
す
る
の
が
、
か
つ
て
は
文
化
人
類
学
者
の
使
命
だ
っ
た
。
口
頭
の

語
り
が
連
綿
と
続
く
線
条
な
ら
ば
、
活
字
へ
の
分
節
は
、
聞
き
手
か
ら
の

分
離
を
意
味
す
る
。
手
書
き
の
手
稿
が
キ
ー
ボ
ー
ド
の
鍵
盤
に
よ
っ
て
タ

イ
プ
さ
れ
る
段
階
で
、
手
仕
事
の
痕
跡
は
消
去
さ
れ
る
。
文
字
に
よ
る
分

節
は
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
電
子
機
器
の
技
術
革
新
に
よ
り
、

「
他
者
性
」
へ
の
乖
離
を
さ
ら
に
促
進
す
る）

（（
＊（

。

　

原
初
の
「
共
在
性
」togatherness

（267�;�509

）
は
、
和
辻
哲
郎
が

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
抗
し
て
練
り
上
げ
たM

itsein

の
英
訳
で
も
あ
ろ
う
が）

（（
＊（

、

そ
れ
は
「
観
察
」
と
「
記
述
」
と
い
う
学
術
過
程
と
と
も
に
疎
外
さ
れ
て

ゆ
く
。
な
ぜ
な
ら
「
観
察
」
も
「
記
述
」
も
主
体
と
客
体
と
の
分
離
を
前

提
と
す
る
の
だ
か
ら
。
和
辻
の
「
共
在
」
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
死
に
向

か
う
」「
時
間
内
存
在
」
に
対
抗
し
て
、
空
間
に
投
げ
出
さ
れ
た
現
存
在

に
注
目
し
、
個
人
と
個
人
の
「
間
柄
」
に
倫
理
の
基
礎
を
据
え
る
「
人
間

学
」
の
基
礎
を
な
す
概
念
だ
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ばM

itsein

の
環
境
か

な
い
こ
れ
ら
の
生
命
の
生
息
地
は
、
所
有
権
が
不
明
な
限
り
で
、「
無
主

地
」terra�nullius

（202�;�392

）
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
海
賊
行
為
」

を
軸
に
世
界
文
化
史
を
再
考
し
た
編
者
な
り
に
言
い
換
え
れ
ば
「
海
賊
」

「
山
賊
」
な
い
し
は
お
好
み
な
ら
「
馬
賊
」
の
出
没
す
る
海
域
あ
る
い
は

土
地
で
あ
る）

＊（
＊（

。
前
者
が
「
名
詞
」
的
存
在
な
ら
ば
、
後
者
は
「
動
詞
」
的

（214�;�412

）、
前
者
が
「
活
字
」
な
ら
後
者
は
「
線
描
」、
前
者
が
「
音

程
」
な
ら
後
者
は
「
声
」（233�;�444

）
と
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
議
論
を
横

滑
り
に
「
平
滑
」
さ
せ
て
ゆ
く
。

　

同
様
の
二
項
対
立
が
、
完
成
し
た
「
油
彩
画
」
と
線
に
よ
る
「
素
描
」

に
も
適
用
さ
れ
る
（
第
十
六
章
「
精
神
の
歩
き
方
」
）。
こ
こ
で
原
著
者

は
西
洋
中
世
の
修
道
院
の
記
憶
術
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

絵
画
の
み
な
ら
ず
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ーW

.�Kandinsky

の
画
論
、
さ
ら

に
は
荊
浩C

hing�H
ao

に
帰
さ
れ
五
代
か
ら
宋
代
に
成
っ
た
『
筆
法
記
』

に
ま
で
縦
横
に
結
び
つ
け
る
。
編
者
は
華
厳
教
学
を
導
き
と
し
て
同
様
の

試
み
を
現
代
美
術
論
に
お
い
て
試
み
た
が
、
英
語
圏
の
査
読
者
か
ら
は
理

論
的
な
根
拠
に
欠
け
る
連
想
に
す
ぎ
な
い
、
と
し
て
何
度
も
掲
載
を
拒
絶

さ
れ
た
体
験
が
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
章
は
と
り
わ
け
興
味
深
い）

＊（
＊（

。

　

編
者
の
議
論
に
強
引
に
引
き
つ
け
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、

表
面
の
形
態
的
相
似
の
底
に
は
心
的
な
深
層
が
隠
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
聖

書
の
想
起
で
あ
っ
た
り
、
祖
先
の
記
憶
で
あ
っ
た
り
、
夢
の
形
象
で
あ
っ

た
り
も
し
て
、「
精
神
の
眼
」
に
拓
か
れ
る
世
界
、
魂
に
触
れ
る
次
元
で

あ
る
。
荊
浩
は
絵
画
に
「
精
神
、
共
鳴
、
思
考
、
主
題
、
筆
、
墨
」
の

「
六
要
」
を
指
摘
す
る
（
オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド
・
シ
レ
ンO

.�Sirén

訳
：253�;�

478

）。
原
語
漢
文
で
は
「
気
、
韻
、
思
、
景
、
筆
、
墨
」
で
あ
り
、
最

初
の
「
気
韻
」
は
、
一
般
に
は
「
気
韻
生
動
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、

そ
の
内
実
や
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
煩
を
厭
っ
て
、
い
ま
は
措
く）

＊（
＊（

。

三　

因
果
律
の
桎
梏

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
淵
源
す
る
「
形
相
」

と
「
質
量
」
と
の
対
比
、
頭
脳
に
宿
っ
た
イ
デ
ア
を
物
質
に
型
押
し
す
る

と
い
う
、
西
側
世
界
で
の
伝
統
的
な
発
想
と
は
異
質
な
思
考
が
躍
動
し
て

い
る
点
に
、
原
著
者
の
関
心
は
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
文
脈
で
原
筆
者
が
ヴ

ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ーV

ilém
�Flusser

に
注
目
し
て
い
る
こ
と
も
、
編
者

に
は
納
得
が
ゆ
く
。
フ
ル
ッ
サ
ー
は
そ
の
特
異
な
デ
ザ
イ
ン
論
で
、
プ
ラ

ト
ニ
ズ
ム
か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
に
支
配
さ
れ
た
、
こ
う
し
た
思
考

法
に
根
源
的
な
疑
念
を
投
げ
か
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

＊（
＊（

。
ま
た
そ
こ
に
は

素
材
の
癖
に
寄
り
添
う
「
工
藝
」
的
思
考
の
横
溢
す
る
こ
と
を
、
原
著
者

は
見
逃
さ
な
い
（256-7�;�485-7

）
＊（
＊（

）。
こ
こ
で
著
者
は
「
観
念
は
結
晶
構

造
を
持
ち
、
現
実
は
液
体
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
現
代
の
建
築
書
か
ら
引

く
。
建
築
が
理
念
と
い
う
容
器
な
ら
ば
、
そ
こ
に
住
ま
う
こ
と
が
現
実
だ

ろ
う
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
引
か
な
い
が
、「
暗
黙
知
」
を
提
唱
す
る
マ
イ
ケ

ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ーM

ichael�Polanyi

な
らindw

elling

と
呼
ん
だ
現
象
で

も
あ
り
、
こ
れ
を
編
者
は
「
棲
み
込
み
」
と
訳
し
て
き
た）

（（
＊（

。

　

さ
ら
に
我
田
引
水
と
な
る
が
、
こ
の
「
結
晶
」
と
「
液
体
」
と
の
相
互

関
係
を
理
解
す
る
に
は
、
本
邦
の
真
言
宗
開
祖
・
空
海
が
練
り
上
げ
た
両

界
曼
荼
羅
の
世
界
観
が
有
効
だ
ろ
う
。
金
剛
界
曼
荼
羅
は
、
多
く
の
透
明

な
結
晶
が
ク
ウ
ォ
ー
ツ
の
よ
う
に
一
定
の
周
波
で
微
細
に
振
動
し
て
い
る

本文タテ組[cc2021].indb   302-303本文タテ組[cc2021].indb   302-303 2023/03/13   10:10:562023/03/13   10:10:56



「蜘蛛の巣」状モデルの学術的有効性に関する学説史的考察 第Ⅴ部　言語論的転回

305 304

305 304

な
い
微
調
整
」
と
と
も
に
「
巡
行
」
し
「
遂
行
」
し
て
い
く
「
継
続
」
の

「
職
人
仕
事
」（262�;�498

）
と
な
る
。
も
と
よ
り
定
義
か
ら
し
て
、「
生

活
世
界
」lifew

orld�;�Lebensw
elt

（265�;�511

）
に
、
動
態
と
は
無
縁

の
固
定
し
た
静
態
的
「
完
成
図
」
な
ど
、
あ
り
え
ま
い）

（（
＊（

。

五　

同
一
性
と
差
異

　

だ
が
、
こ
の
あ
た
り
で
、
原
著
者
の
論
述
は
息
切
れ
し
、
ま
た
強
引
な

議
論
に
綻
び
目
も
目
立
ち
始
め
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
本
書
日
本
語
訳
に
寄

せ
ら
れ
た
野
中
哲
士
氏
の
優
れ
た
解
説
に
依
り
つ
つ
、
た
だ
し
そ
の
議
論

の
繰
り
返
し
に
な
る
こ
と
は
避
け
な
が
ら
、
考
察
を
進
め
た
い
。
ま
ず
前

提
と
し
て
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
現
象
学
で
い
う
な
ら
ば
「
と
も
に
あ
る
」
現

場
の
「
生
活
世
界
」
の
回
復
を
め
ざ
し
、
そ
れ
を
従
来
の
学
術
的
な
「
観

察
」
の
枠
組
み
や
「
記
述
」
と
は
峻
別
す
る
。
そ
こ
に
無
意
識
と
意
識
の

位
相
差
も
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
日
常
生
活
が
多
く
無
意
識
な
慣
習
行
動
な

ら
、
観
察
や
記
述
は
こ
と
さ
ら
意
識
的
な
注
目
を
前
提
と
す
る
か
ら
だ
。

だ
が
こ
こ
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
流
行
し
た
現
象
学
の
「
生
活
世
界
」

論
に
よ
る
日
常
の
過
剰
な
美
化
が
顔
を
出
し
、
ま
た
同
時
代
の
構
造
主
義

で
流
行
し
た
意
識
と
無
意
識
と
の
二
分
法
の
残
滓
と
い
う
印
象
を
も
拭
い

難
い
。
さ
ら
に
も
っ
と
素
朴
な
比
喩
で
ゆ
け
ば
、
た
と
え
ば
デ
ィ
オ
ニ
ソ

ス
的
な
混
沌
を
ア
ポ
ロ
ン
的
な
理
性
で
整
理
す
る
と
い
っ
た
、
ニ
ー
チ
ェ

に
淵
源
を
求
め
う
る
区
分
に
も
重
な
り
得
て
、
こ
れ
は
二
〇
世
紀
知
性
史

に
通
底
す
る
理
論
的
問
題
に
逆
戻
り
す
る）

（（
＊（

。
そ
の
う
え
で
以
下
、
１
．変

化
と
不
変
。　

２
．一
次
元
的
線
条
性
と
二
次
元
図
像
。
３
．条
理
空
間
と

平
滑
空
間
の
区
別
に
、
踏
み
込
み
た
い
。

　

そ
も
そ
も
変
化
と
不
変
と
を
二
項
対
立
と
し
て
把
握
す
る
限
り
、
上
記

の
ジ
レ
ン
マ
は
乗
り
越
え
が
た
い
。
流
転
し
て
や
ま
な
い
万
物
と
、
そ
れ

を
把
捉
す
る
固
定
し
た
法
則
や
定
式
を
志
向
す
る
「
理
論
」
と
の
あ
い
だ

で
、
葛
藤
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
「
理
論
」
的
に
あ
り
得
ま

い
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
に
「
不
変
を
変
化
の
対
極
に
位
置
付
け
」
よ
う
と
す
る

二
項
対
立
志
向
の
傾
向
を
認
め
る
野
中
氏
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツLeibnitz

に
つ
い
て
ラ
ッ
セ
ルB.�Russel

が
述
べ
る
言
葉
を
引
用
す
る
。「
変
化
は
、

変
化
す
る
何
か
を
含
意
す
る
」som

ething�w
hich�changes

。
つ
ま
り

「
変
化
は
、
そ
れ
が
変
質
す
る
な
か
で
、
そ
の
同
一
性
が
保
た
れ
る
よ
う

な
基
体
を
含
意
す
る
」
と
。
野
中
は
「
変
化
下
で
の
持
続
」�persistance�

under�change

を
説
く
ギ
ブ
ソ
ンJ.�G

ibson

を
再
評
価
す
る
（564

）。

た
し
か
に
こ
れ
は
、
そ
れ
と
し
て
極
め
て
健
全
な
見
識
だ
が
、
ギ
ブ
ソ
ン

の
提
唱
す
るaffordance

の
追
認
に
留
ま
る
の
で
は
、
事
態
の
打
開
は
あ

り
え
ま
い
。

　

思
う
に
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
『
差
異
と
反
復
』
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
も
目

配
せ
す
る
一
方
、
ス
ト
ア
派
の
議
論
に
遡
り
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
は
ず
だ
。
十
分
な
哲
学
的
論
証
に
は
、
集
合

論
や
無
限
小
に
関
す
る
数
学
基
礎
論
に
踏
み
込
む
必
要
が
生
じ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
ほ
か
な
い
が
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
「
同
一
性
」
は
、

「
差
異
」
の
な
か
に
「
喪
失
」
と
し
て
事
後
的
に
認
知
さ
れ
る
「
権
利
問

題
」
で
し
か
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
神
学
的
な
議
論
も
加
わ
る
が
、
も
と
よ

り
単
体
の
「
一
者
」
は
自
ら
が
自
ら
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
認
証
す
る
能

力
や
根
拠
そ
の
も
の
を
欠
く
。「
反
復
」
が
そ
れ
と
し
て
認
知
で
き
る
の

ら
事
後
に
析
出
す
る
の
が
「
個
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
言
う

メ
ッ
シ
ュ
の
絡
ま
り
に
生
じ
る
「
節
」
と
の
比
較
を
促
す
。
だ
が
同
時
に
、

和
辻
の
見
る
「
環
世
界
」U

m
w

elt

の
孕
む
環
境
学
的
な
生
態
学
的
空
間

性
に
対
し
て
イ
ン
ゴ
ル
ド
のlines

が
な
お
、
き
わ
め
て
切
り
詰
め
ら
れ

た
一
次
元
の
線
条
性
の
比
喩
に
傾
い
て
い
る
兆
候
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
―
両
者
は
と
も
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
参
照
し
た
ユ
ク
ス
キ
ュ
ルJakob�

von�Ü
ksküll

の
議
論
に
依
拠
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず）

（（
＊（

。

四　

枠
組
み
か
ら
の
逃
避

　

さ
ら
に
「
観
察
」
と
「
記
述
」
に
は
「
枠
付
け
」
─
─
特
定
の
座
標
軸

の
優
先
的
選
択
と
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
範
囲
の
確
定
―
が
不
可
避
の
前
提

条
件
と
な
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
和
辻
と
同
時
代
人
の
鼓
常
良
は
同
じ
ド
イ
ツ

留
学
の
過
程
で
、
日
本
美
学
の
特
質
と
し
て
「
枠
な
し
性
」

Rahem
enlosigkeit

を
唱
え
、
一
定
の
評
価
を
得
た
が
、そ
れ
も
、偶
然
で

は
あ
る
ま
い）

（（
＊（

。「
東
洋
」
美
術
に
は
「
枠
組
み
」
が
な
い
と
の
「
暴
言
」

を
吐
い
た
の
は
『
東
西
美
術
論
』
の
著
者
、
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
だ
っ

た
が
、
も
と
よ
り
東
洋
の
水
墨
に
よ
る
運
筆
は
補
筆
修
正
を
許
さ
な
い

─
─
少
な
く
と
も
通
念
と
し
て
は
。
そ
こ
に
ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
イ
ソ
ン
は

上
塗
り
の
修
正
に
よ
る
「
仕
上
げ
」
を
求
め
る
西
洋
の
油
彩
画
と
の
本
質

的
な
違
い
を
見
出
す
。
こ
の
ブ
ラ
イ
ソ
ン
の
所
論
に
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
着

目
す
る
。
墨
跡
が
生
命
の
軌
跡
を
直
に
紙
面
に
定
着
す
る
の
に
対
し
（269�

;�513

）、
西
側
世
界
の
「
完
成
」fini/finish

の
理
念
は
、
そ
う
し
た
生
成

becom
ing

の
痕
跡
を
消
去
す
る
「
お
化
粧
」
に
重
き
を
置
く
。
そ
こ
に
、

額
縁
で
縁
取
ら
れ
、
虚
構
の
完
結
性
を
強
い
ら
れ
た
「
作
品
」ergon

が
、

は
じ
め
て
そ
れ
自
体
で
「
自
律
」autonom

y

を
獲
得
し
た
存
在
と
し
て

の
資
格
で
「
完
璧
」
に
成
立
す
る
―
歴
史
的
存
在
（
つ
ま
り
「
有
限
性
」

finitude

）
で
あ
り
な
が
ら
、
時
の
摩
耗
を
超
え
る
か
の
よ
う
な
「
永
遠

性
」
の
虚
構
を
背
負
っ
た
偶
像
と
し
て）

（（
＊（

。

　

─
─
こ
の
よ
う
に
原
著
者
の
見
解
を
要
約
す
る
と
、
あ
た
か
も
西
側
世

界The�W
est

の
学
術
は
、（
東
洋
や
日
本
を
含
む
）
そ
れ
以
外The�Rest

の
地
域
の
「
生
」
な
原
料
を
加
工
し
て
、「
製
品
」
と
名
付
け
ら
れ
た
人

工
物
へ
と
調
理
す
る
「
彫
琢
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
文
明
化
」
の
定
義
で

あ
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
招
く
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
「
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
参
与
観
察
の
文
脈
と
は
か
け
離
れ
た
」「
書
斎
へ
の
撤

退
」
だ
と
形
容
す
る
（270-71�;�515

）。「
フ
ィ
ー
ル
ド
」field

と
は
、

調
査
現
地
へ
の
忠
実
さ
や
、
そ
こ
へ
の
内
属
を
意
味
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む

し
ろ
反
対
に
、
記
述
者
が
現
場
へ
の
参
与
観
察
か
ら
目
を
逸
し
、「
回
顧

的
に
創
造
す
る
た
め
の
特
殊
用
語
」（293�;�552

）
に
他
な
ら
な
い
―
こ

の
皮
肉
な
観
察
は
、「
肘
掛
椅
子arm

chair

で
の
思
索
」（288�;�543

）

へ
と
退
却
す
る
植
民
地
的
学
術
に
対
す
る
、
図
星
を
指
し
た
糾
弾
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
最
終
章
は
、
学
術
的
規
律
と
し
て
の
人
類
学
の
方
法
論
史
を

批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
上
記
の
よ
う
な
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ

ィ
ー
」ethnography

が
本
来
の
線
条
のgraphism

を
忘
却
し
た
逸
脱
に

陥
っ
て
い
る
現
状
を
糾
弾
し
、
か
え
す
刀
で
本
来
の
あ
る
べ
き
「
人
類

学
」anthropology

へ
の
復
帰
を
訴
え
る
。
そ
れ
は
、
現
場
と
「
と
も
に

あ
る
こ
と
」togathering�（268�;�510

）
に
よ
り
「
不
可
分
の
連
続
体
」

（273;520
）
に
随
伴
し
て
「
手
仕
事
」
と
し
て
の
「
線
描
」
を
「
絶
え
間
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羅
は
、
い
わ
ば
理
論
的
結
晶
の
集
積
で
あ
り
、
そ
の
定
常
的
な
振
動
の
リ

ズ
ム
は
、
デ
ジ
タ
ル
回
路
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
必
要
条
件
で
も
あ
れ
ば
、

分
節
化
さ
れ
た
数
理
的
処
理
の
限
界
を
露
呈
す
る
兆
候
で
も
あ
る
。
―
ち

な
み
に
、
熟
練
の
職
人
仕
事
に
「
リ
ズ
ム
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
媒
体
に
寄

り
添
う
微
調
整
を
司
る
こ
と
は
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
も
説
得
的
に
描
き
出
す
と

こ
ろ
だ
（
第
四
章
お
よ
び
、261-263,�497

）。
こ
れ
に
対
し
て
胎
蔵
界

曼
荼
羅
は
、
分
節
化
さ
れ
た
数
値
処
理
に
は
馴
染
ま
な
い
流
動
体
だ
が
、

「
万
物
流
転
」
の
生
態
を
反
映
す
る
。

　

こ
こ
で
「
万
物
流
転
」
と
「
永
劫
回
帰
」
と
は
あ
く
ま
で
異
質
で
区
別

す
る
必
要
が
あ
る
、
と
す
る
議
論
に
一
言
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

物
質
循
環
の
生
態
系
を
無
視
し
て
、
両
者
の
異
質
性
を
強
調
す
る
議
論
そ

の
も
の
が
、
例
の
二
項
対
立
の
志
向
に
囚
わ
れ
た
習
癖
だ
ろ
う
。
先
述
の

通
り
、「
反
復
」
を
嫌
う
進
化
論
的
な
発
展
史
観
は
、
ひ
た
す
ら
「
差
異
」

に
注
目
す
る
傾
向
を
呈
す
る
。
だ
が
む
し
ろ
「
差
異
」
を
認
知
す
る
か
ら

こ
そ
「
反
復
」
が
反
復
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
一
方
的
に
「
流
れ
去
る
」

現
象
の
み
か
ら
な
る
単
体
の
世
界
は
、
自
ら
の
同
一
性
を
認
識
す
る
根
拠

そ
の
も
の
を
な
お
獲
得
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
華
厳
教
学
に
み
え
る
有

名
な
比
喩
だ
が
、
滝
と
し
て
の
形
象
の
同
一
性
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
水

流
が
不
断
に
流
転
す
る
か
ら
こ
そ
、
維
持
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
金

剛
界
（「
滝
」
と
呼
ば
れ
る
、
不
動
の
名
詞
＝
体
言
的
形
象
）
と
胎
蔵
界

（
水
流
の
え
が
く
動
詞
＝
用
言
的
流
体
運
動
）
と
は
同
一
の
現
象
の
表
裏

で
あ
り
、「
同
一
」
か
つ
「
異
質
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
不
二
」
の
現
象
と

し
て
意
識
に
性
起
す
る
。

「
靑
山
常
運
歩
」
と
は
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
も
ひ
か
れ
た
禅
語
だ

が
、
こ
こ
で
「
陸
」
の
固
定
性
と
「
海
」
の
揺
蕩
い
も
、
互
換
性
を
獲
得

す
る
（«Seaing�the�Land�», 163�;�315,�564

）。
す
く
な
く
と
も
意
識
に

映
ず
る
世
界
像
の
次
元
に
限
れ
ば
、「
刹
那
滅
」
の
瞬
時
的
反
復
の
絶
え

間
な
い
継
続
と
重
層
と
が
、
意
識
上
の
世
界
の
恒
常
性
を
司
る
。
そ
れ
が

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
説
く
「
純
粋
持
続
」
の
実
態
で
あ
る
は
ず
だ）

（（
＊（

。「
残
像
」

はphantom
/ghost

す
な
わ
ち
幽
霊
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
「
幽
霊
」
の

お
陰
で
、
人
は
一
瞬
前
の
世
界
が
次
の
瞬
間
に
も
持
続
す
る
と
い
う
「
錯

覚
」
す
な
わ
ち
迷
妄
を
提
供
さ
れ
、
そ
の
余
得
で
自
己
同
一
性
と
い
う
幻

想
を
確
保
し
、
惰
性
あ
る
い
は
慣
性
の
連
続
性
に
、
無
根
拠
な
信
頼
を
寄

せ
、
か
く
し
て
狂
気
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
。

八　

蟻
と
蜘
蛛
と

　

以
上
の
考
察
を
下
敷
き
と
し
て
、
編
者
と
し
て
最
後
に
、
イ
ン
ゴ
ル
ド

が
こ
れ
も
妥
協
不
可
能
な
「
対
立
」
と
し
て
描
く
ア
リ
と
ク
モ
の
世
界
観

の
対
比
を
「
楽
曲
」
と
し
て
撚
り
合
わ
せ
、
両
者
に
架
橋
を
試
み
た
い
。

「
蟻
と
蜘
蛛
の
出
会
い
」（
第
七
章
）は
そ
も
そ
も
冗
談
と
し
て
執
筆
さ
れ

た
。
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
を
も
じ
っ
て
ア
リant

に
と
っ
て
の
世
界
を
「
自
然
」

nature

な
ら
ぬ
「
ア
リ
界
」anture

と
呼
ぶ
な
ら
（112�;�222

）
そ
れ
を

顕
揚
す
る
の
が
Ａ
Ｎ
Ｔ
つ
ま
りActor�N

etw
ork�Theory

の
蟻
塚tow

er

だ
が
─
Ａ
Ｎ
Ｔ
の
提
唱
者
ラ
ト
ゥ
ー
ルLa�Tour

は
英
語
に
直
訳
す
れ
ば

「
塔
」
を
意
味
す
る
―
、
そ
れ
に
対
し
て
、
著
者Ingold

が
金
科
玉
条

gold

と
す
る
の
は
蜘
蛛
つ
ま
りspider

が
そ
こ
に
棲
む
、Skilled�

Practice�involves�D
evelopm

entally�Em
bodied�Responsiveness

の
世

は
、
そ
こ
に
「
差
異
」
が
認
め
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
の
こ
と
。
こ
こ
で
、

イ
ン
ゴ
ル
ド
の
い
さ
さ
か
な
ら
ず
過
度
に
楽
観
的
な
「
と
も
に
あ
る
」
と

は
違
っ
て
、「
距
離
を
取
っ
た
観
測
」
と
い
う
条
件
が
再
帰
を
果
た
す
。

な
ぜ
な
ら
距
離
の
な
い
流
れ
の
な
か
で
は
、
我
と
い
う
「
自
覚
」
そ
の
も

の
も
覚
醒
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら）

（（
＊（

。

六　

撚
り
な
す
時
空
―
―
能
動
で
も
受
動
で
も
な
く

　

こ
の
点
が
、
次
に
網
状
組
織
の
相
互
連
関
に
か
ん
す
る
問
い
に
結
び
つ

く
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
ラ
イ
ン
思
考
と
メ
ッ
シ
ュ
構
造
と
に
、
権
力
関
係
に

は
巻
き
取
ら
れ
な
い
モ
デ
ル
を
牧
歌
的
に
期
待
す
る
が
、
こ
れ
は
出
口
顕

氏
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
そ
れ
自
体
が
虚
構
だ
ろ
う）

（＊
＊（

。
こ
こ
に
は
能
動
態

か
受
動
態
か
の
対
立
に
拘
束
さ
れ
た
思
考
の
限
界
が
露
呈
す
る
。
だ
が
西

欧
近
代
が
抹
殺
し
た
「
中
動
態
」
は
、
無
人
称
の
行
為
が
そ
れ
ゆ
え
に
ひ

と
し
れ
ず
権
威
へ
と
変
身
を
遂
げ
る
機
構
を
託
さ
れ
たvoice

す
な
わ
ち

「
態
」
に
し
て
「
発
声
」
に
よ
る
権
力
行
使
だ
っ
た
。
都
合
、
メ
ッ
シ
ュ

か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
は
些
末
な
区
別
に
過
ぎ
ず
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、

観
察
上
の
視
点
の
違
い
か
ら
結
果
す
る
「
差
異
と
反
復
」
し
か
な
い
。
そ

も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
語
のréseau

に
は
、
意
志
的
構
築
か
自
生
的
な
錯
綜
か

の
区
別
は
な
い
。
結
果
的
に
成
立
し
た
網
状
組
織
は
、
あ
た
か
も
そ
こ
に

原
初
か
ら
な
ん
ら
か
の
意
志
が
貫
徹
さ
れ
た
目
的
合
理
性
が
備
わ
っ
て
い

た
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
見
せ
も
す
る
が
、
こ
う
し
た
「
後
付
け
の
合

理
化
」
に
、
事
後
の
遡
及
的
再
構
成
で
し
か
な
い
「
仮
説
的
推
論
」

abduction

と
、
現
場
で
の
皮
膚
感
覚
と
し
て
の
「
即
興
」im

provisation

と
の
、
時
差
を
伴
っ
た
「
縺
れ
」「
絡
み
」、
あ
る
い
は
よ
り
正
確
に
は
、

時
間
軸
に
乗
る
体
験
と
遡
及
す
る
事
後
反
省
と
の
「
捩
れ
」、
両
者
の
螺

旋
が
紡
ぐ
運
動
の
動
態
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

（（
＊（

。

　

さ
ら
に
、
映
像
人
類
学
や
視
覚
文
化
論
へ
の
対
抗
上
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は

線
条
性
の
無
限
開
放
運
動
に
ひ
た
す
ら
拘
る
が
、
二
次
元
上
の
操
作
を
一

次
元
的
線
条
へ
と
還
元
す
る
の
は
、
い
か
に
も
強
引
だ
ろ
う
。
た
し
か
に

カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
、
静
止
画
像
で
あ
れ
動
画
で
あ
れ
、「
線
描
の
道

具
」（307.�N

ote�6�;�521

）
と
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
だ
が
そ

の
結
果
と
し
て
の
映
像
を
い
か
に
知
性
が
処
理
す
る
か
、
と
な
る
と
こ
れ

を
線
条
の
論
理
に
押
し
込
む
の
は
、
無
理
だ
ろ
う
。
だ
が
イ
ン
ゴ
ル
ド
の

考
察
は
こ
の
局
面
を
あ
え
て
捨
象
す
る
。
二
次
元
上
の
任
意
の
複
数
の
点

を
ど
の
よ
う
に
繋
ぐ
か
に
は
、
枠
組
み
を
撤
廃
す
れ
ば
無
限
の
可
能
性
が

開
け
る
が
、
こ
れ
は
、
線
の
自
在
な
延
長
へ
と
回
収
し
き
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
別
次
元
の
余
剰
を
抱
え
て
い
る
。
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
肉
筆
の
線

条
の
延
長
の
う
ち
に
記
述
行
為
の
可
能
性
を
託
す
思
考
そ
の
も
の
が
、
音

声
言
語
の
モ
デ
ル
を
無
意
識
の
う
え
で
な
ぞ
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
映
像

を
極
端
に
卑
下
し
か
ね
な
か
っ
た
文
章
優
位
の
文
化
的
感
性
が
、
イ
ン
ゴ

ル
ド
の
自
己
否
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
尾
を
引
い
て
い
る
。

七　

表
裏
な
す
「
条
理
」
と
「
平
滑
」
空
間

　

そ
れ
が
第
三
に
、
条
理
空
間
か
ら
脱
却
し
て
平
滑
空
間
へ
の
回
帰
を
目

指
す
論
点
の
疎
漏
に
も
重
な
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
先
に
触
れ
た
両
界

曼
荼
羅
の
相
補
性
に
注
目
し
た
ほ
う
が
有
効
で
は
な
い
か
。
金
剛
界
曼
荼
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の
「
主
」
よ
ろ
し
く
構
え
る
ク
モ
自
身
の
生
態
、
あ
る
い
は
そ
の
営
み
が

形
作
る
構
造
と
し
て
の
「
巣
」
の
新
陳
代
謝
―
学
説
史
―
な
の
か）

（（
＊（

。
─
─

こ
の
よ
う
な
問
い
に
、
ま
だ
イ
ン
ゴ
ル
ド
のspider’s�w

eb

のm
esh

論
は
、

ま
っ
た
く
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

九　

餌
食
と
し
て
の
捕
食
者

「
蜘
蛛
の
巣
」
に
陣
取
る
ク
モ
は
、
あ
た
か
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
、

結
節
点
を
な
す
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
群
れ
の
ボ
ス
や
家
族
の
リ
ー
ダ

ー
な
ど
に
も
、
あ
る
程
度
妥
当
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
周
辺
に
は
必
然
的
に

位
階
構
造
や
上
下
関
係
、
権
力
構
造
が
組
み
上
げ
ら
れ
る
。
観
察
者
や
記

録
者
が
そ
れ
と
無
縁
で
は
あ
り
え
ぬ
事
も
、
こ
の
四
〇
年
ほ
ど
の
脱
構
造

主
義
や
脱
植
民
地
主
義
理
論
が
執
拗
に
教
え
て
き
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
イ

ン
ゴ
ル
ド
は
ひ
た
す
ら
現
場
に
お
け
る
同
伴
性
に
重
き
を
置
く
が
、
そ
れ

で
問
題
が
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
全
く
な
い
。
こ
の
限
界
は
、
こ
こ
ま
で

ク
モ
の
生
態
を
な
ぞ
っ
て
み
た
だ
け
で
も
、
す
で
に
明
ら
か
だ
ろ
う）

（（
＊（

。

　

関
係
性
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
過
程
で
生
成
さ
れ
る
結
節
点
。
そ
の
特

異
性
を
考
え
る
の
に
、
こ
こ
で
発
想
を
転
換
し
た
い
。
生
成
で
は
な
く
、

喪
失
に
よ
っ
て
な
に
が
発
生
す
る
か
？　

そ
れ
を
問
う
て
み
よ
う
。
枢
要

な
地
位
に
あ
り
権
能
を
担
っ
て
い
た
人
物
が
逝
去
す
る
と
、
そ
こ
に
生
じ

た
欠
落
か
ら
、
そ
れ
ま
で
円
滑
に
機
能
し
て
い
た
人
脈
や
流
通
網
が
一
挙

に
崩
壊
す
る
。
見
事
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
「
動
的
平
衡
」
の
多
重
活

性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
ひ
と
つ
の
節
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
み
る
ま
に
解

け
て
、
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
─
─
生
前
に
は
そ
の
人
物
に
そ
こ
ま
で
の

凝
集
力
が
あ
る
な
ど
と
は
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
の
に
。「
古
老
が
ひ

と
り
死
ぬ
の
は
、
図
書
館
が
ひ
と
つ
燃
え
て
無
く
な
る
の
と
同
じ
」（
ア

マ
ド
ゥ
・
ハ
ム
パ
テ
＝
バ
）。

　

こ
こ
で
仏
教
の
駄
洒
落
を
弄
す
る
な
ら
、
現
世
の
実
存
か
ら
開
放
さ
れ

て
人
は
（
和
辻
哲
郎
の
定
義
す
る
）「
人
間
」
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
人

界
か
ら
「
ほ
ど
け
る
」
こ
と
で
「
ほ
と
け
」
の
世
界
へ
と
移
行
し
、
無
人

称
の
存
在
へ
と
昇
華
あ
る
い
は
消
化
さ
れ
る
。
あ
た
か
も
ク
モ
の
巣
に
掛

か
っ
た
獲
物
が
ク
モ
に
消
化
さ
れ
て
消
滅
す
る
こ
と
で
、
ク
モ
の
糸
へ
と

変
貌
を
遂
げ
、
網
目
の
構
成
要
素
へ
と
還
元
さ
れ
る
の
に
も
似
て
。
こ
こ

で
「
く
も
の
糸
」
と
は
、
芥
川
龍
之
介
が
そ
の
短
編
で
描
い
て
み
せ
た
、

救
済
の
命
綱
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
鈴
木
大
拙
経
由
で
芥
川
の
原
典
と
な
っ

た
漢
訳
仏
典
や
、
そ
れ
を
さ
ら
に
遡
る
バ
ラ
モ
ン
の
教
え
に
は
、
世
界
の

運
行
を
司
る
ナ
ー
ガ
龍
が
自
ら
の
尾
を
口
に
咥
え
る
「
永
劫
回
帰
」
の
円

環
の
内
部
に
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
し
て
の
蜘
蛛
が
、
迷
妄
の
巣
を
張
り
巡
ら

す
、
と
い
う
図
像
も
知
ら
れ
る
（「
は
じ
め
に
」
参
照
）。
思
え
ば
人
類
は
、

自
ら
が
開
発
し
たW

orld�W
ide�W

eb

、
地
球
全
球
を
す
っ
ぽ
り
と
覆
い

尽
く
し
たinternet

の
メ
ッ
シ
ュ
に
絡
み
取
ら
れ
て
、
も
は
や
「
ネ
ッ
ト

カ
ル
マ
」（
佐
々
木
閑
）
─
─
欧
文
脈
で
は
「
入
れ
墨
」digital　

tatou

と
も
呼
ば
れ
る
─
─
の
劫
罰
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
も
能
わ
な
い
。
自
ら
の

頭
脳
が
生
ん
だ
電
子
の
「
蜘
蛛
の
巣
」
に
幽
閉
さ
れ
た
人
類
と
は
、「
蜘

蛛
の
巣
」
の
女
主
な
の
か
、
そ
れ
と
も
捕
食
さ
れ
る
餌
食
な
の
か
？

　

捕
食
者
か
そ
の
餌
食
か
も
分
別
不
可
能
な
蜘
蛛
と
し
て
、
網
の
目
の
結

節
点
の
中
心
を
占
め
た
生
体
を
、
他
に
適
切
な
語
彙
が
な
い
た
め
、
と
り

あ
え
ずagent

と
名
付
け
て
お
く
こ
と
に
、
も
は
や
格
別
な
障
碍
は
な
か

界
だ
、
と
い
う
駄
洒
落
で
あ
る
（117�;�230

）。「
熟
練
し
た
実
践
は
発
達

を
通
し
て
身
に
つ
け
た
身
体
の
感
受
性
を
伴
う
」
と
い
う
命
題
だ
が
、
先

に
も
簡
略
に
触
れ
た
と
お
り
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
ラ
ト
ゥ
ー
ル
へ
の
批
判
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
原
文
のréseau

がnetw
ork

と
英
訳
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
「
ズ
レ
」
も
見
逃
せ
な
い(106�;�209)

。
菌
糸
の
比
喩
を
好
む
イ
ン
ゴ

ル
ド
に
寄
り
添
う
な
ら
ば
、
む
し
ろ
南
方
熊
楠
に
肖
っ
て
、
粘
菌
を
想
起

す
べ
き
だ
ろ
う
。
変
形
体
は
ゾ
ル
と
ゲ
ル
の
原
形
質
流
動
を
手
段
に
網
状

組
織
を
展
開
し
て
移
動
す
る
が
、
生
育
環
境
に
よ
っ
て
多
細
胞
性
の
子
実

体
を
形
成
す
る
。
学
術
分
類
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
粘
菌
は
、
分
類
学
的
整
理

を
嫌
悪
す
る
イ
ン
ゴ
ル
ド
に
も
相
応
し
か
ろ
う）

（（
＊（

。

　

蟻
と
蜘
蛛
に
話
を
戻
す
な
ら
ば
、
ア
リ
の
群
れ
が
形
作
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
事
物
を
組
み
合
わ
せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
下
に
巨
大
な
流
通
網
を

設
け
、
時
に
そ
れ
は
地
上
に
蟻
塚
と
呼
ば
れ
る
「
塔
」
と
し
て
佇
立
す
る
。

そ
こ
に
は
機
材
や
資
源
を
集
約
さ
せ
る
化
学
工
場
が
出
現
す
る）

（（
＊（

。
他
方
、

ク
モ
が
自
分
の
腹
部
か
ら
分
泌
す
る
糸
に
よ
っ
て
構
成
す
る
網
状
組
織
は
、

ク
モ
に
と
っ
て
の
感
覚
器
が
外
部
に
延
長
さ
れ
た
知
覚
媒
体
、
振
動
検
知

装
置
の
外
延
部
で
あ
り
、
ま
た
捕
捉
さ
れ
た
獲
物
へ
と
接
近
す
る
場
合
の

経
路
と
も
な
る
。
こ
の
次
元
に
限
定
す
れ
ば
、
ア
リ
の
交
通
網
が
集
約
的

な
「
塔
」
や
「
地
下
茎
」
を
な
す
の
に
対
し
、
毎
日
の
よ
う
に
修
復
さ
れ

更
新
さ
れ
る
ク
モ
の
「
網
」
は
発
散
系
を
な
す
。
ク
モ
に
よ
っ
て
は
自
ら

の
糸
を
風
に
か
ざ
し
て
飛
翔
に
利
用
し
、
長
大
な
距
離
を
移
動
す
る
種
類

も
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
経
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
は
と
ど
ま
ら

な
い
多
角
的
な
機
能
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　

だ
が
ク
モ
の
作
る
網
状
の
捕
食
装
置
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
次
元
の
役

割
も
果
た
す
。
捕
食
用
の
罠
の
中
心
に
花
模
様
を
装
っ
て
佇
む
ク
モ
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
目
印
に
獲
物
を
引
き
つ
け
る
囮
を
演
じ
る
。
粘
着

性
の
あ
る
罠
の
網
は
、
時
に
同
心
円
状
の
渦
を
巻
く
が
、
こ
れ
は
餌
食
に

は
罠
と
し
て
は
不
可
視
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
網
は
一
種
の

「
篩フ

ル
イ」

と
し
て
の
選
択
的
透
過
性
を
発
揮
す
る
。
す
な
わ
ち
網
の
目
に
比

べ
て
小
さ
す
ぎ
る
対
象
は
や
り
過
ご
し
、
網
の
目
の
密
度
と
強
度
に
合
致

し
た
獲
物
を
捕
捉
す
る
。
巨
大
過
ぎ
る
獲
物
は
網
を
破
壊
し
て
し
ま
う
た

め
、
ク
モ
は
そ
の
補
修
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
篩
の
升
目
の

寸
法
は
、
特
定
の
理
論
が
何
を
対
象
と
し
て
把
捉
し
、
何
を
微
小
す
ぎ
る

と
し
て
却
下
し
、
逆
に
何
を
想
定
外
の
大
物
と
し
て
忌
避
す
る
か
、
の
計

測
基
準
と
な
る
。
網
の
目
は
そ
れ
を
透
過
す
る
大
気
や
微
生
物
の
流
動
性

を
担
保
し
つ
つ
、
通
過
し
よ
う
と
す
る
要
素
の
う
ち
、「
有
意
」
な
対
象

の
み
を
検
出
す
る
。
さ
ら
に
生
態
学
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
先
に
触
れ

た
と
お
り
、
ク
モ
は
生
態
系
の
清
掃
係
を
も
以
て
任
じ
て
い
る）

（（
＊（

。

　

こ
れ
を
物
質
循
環
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
ど
う
か
。
捕
食
者
と
し
て
ク

モ
は
、
網
を
張
っ
て
誂
え
も
の
の
獲
物
を
待
ち
受
け
る
研
究
者
の
比
喩
と

な
る
。
消
化
し
た
栄
養
物
が
糸
と
し
て
分
泌
さ
れ
、
そ
れ
が
幾
何
学
図
形

を
描
き
、
有
効
な
対
象
や
情
報
を
獲
得
す
る
た
め
の
理
論
の
網
目
、
準
拠

枠
を
な
す
。
こ
の
網
に
か
か
っ
た
獲
物
が
（
人
類
学
な
ら
人
類
学
分
野
と

い
う
）
学
術
の
研
究
対
象
と
な
る
が
、
か
か
る
学
術
の
目
的
は
果
た
し
て

次
の
「
網
」
と
い
う
理
論
武
装
を
彫
琢
す
る
に
あ
る
の
か
、
次
世
代
へ
と

そ
の
学
術
的
遺
産
を
継
承
す
る
に
あ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
学
術
的
遺
産
と

は
、
ク
モ
の
網
に
か
か
る
獲
物
な
の
か
、
獲
物
を
栄
養
と
し
て
消
化
し
た

結
果
編
み
上
げ
ら
れ
る
「
網
」text

の
姿
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
営
み
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ろ
う
。
だ
が
そ
こ
に
映
ず
る
世
界
の
姿
は
、
冒
頭
に
示
唆
し
た
と
お
り
、

agent

ク
モ
の
網
が
適
度
の
湿
度
に
晒
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
結
ぼ
れ
る
無
数

の
朝
露
に
も
似
た
儚
い
水
滴
の
水
鏡
、
に
他
な
る
ま
い
。
た
ま
た
ま
枢
要

な
結
節
点
を
占
め
た
露
は
、
そ
れ
な
り
の
役
割
を
メ
ッ
シ
ュ
構
造
全
体
に

及
ぼ
し
も
す
る
だ
ろ
う
。
重
す
ぎ
て
す
ぐ
に
落
下
す
る
大
き
な
水
滴
も
あ

れ
ば
、
軽
い
が
ゆ
え
に
長
く
と
ど
ま
り
、
日
光
を
受
け
て
輝
く
小
柄
な
水

滴
も
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
ら
の
連
鎖
が
お
も
わ
ぬ
効
能
を
育
む
折
を
見
て

取
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。「
随
伴
」
に
せ
よ
「
縁
起
」
に
せ
よ
、
そ

う
し
た
事
態
を
形
容
す
る
語
彙
で
あ
り
、

と
い
っ
て
も
網
状
構
造

の
場
の
主
導
権
を
握
っ
た
り
、
特
権
的
な
支
配
権
を
掌
握
し
た
り
す
る

「
人
格
的
行
為
者
」
を
意
味
す
る
と
は
限
る
ま
い
。
む
し
ろ
超
越
的
な
権

（（

（（

能
は
「
ほ
と
け
」
へ
と
「
ほ
ど
け
る
」
消
滅
の
相
に
お
い
て
、「
成
就
」

さ
れ
る
の
だ

＊か（
ら）。
さ
ら
に
そ
こ
で
は
行
為
が
「
能
動
」「
受
動
」
の
相

を
脱
し
、
い
わ
ば
「
中
動
態
」
と
化
す
こ
と
に
も
、
注
意
を
払
っ
て
お
く

べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
淫
靡
な
権
力
構
造
が
無
人
称
の
装
い
を
纏
っ
て

発
生
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
だ
が
、
そ
の
機
構
に
つ
い
て
は
、
ま
た
場
所

を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た＊（
い）。

＊
本
章
で
は
、
本
文
中
に
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
著
書
の
関
連
箇
所
を
頻
繁
に

表
示
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
出
典
表
記
を
本
文
に
割
り
注
で
入
れ
る
と
、

紙
面
が
極
度
に
煩
雑
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
出
典
は
す
べ
て
、
巻
末
注

に
書
誌
を
含
め
て
、
ま
と
め
て
記
載
す
る
。
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成
果
概
要
：
本
論
集
の
目
論
見
と
論
文
集
の
構
成

　

二
〇
二
〇
年
五
月
、
お
り
か
ら
の
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
が
猖
獗
を
極
め
て
い
た
時
期
に
、
本
報
告
書
に
結
実
し
た
研
究
会

＊（
１
）。

は
発
足
し
た
。
本
研
究
会
の
お
か
れ
た
環
境
を
顧
み
る
縁
と
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
こ
の
段
階
で
の
認
識
を
確
認
し
て
お
き
た
い

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
人
類
慢
心
の
つ
け

　

右
肩
下
が
り
の
経
済
状
況
が
三
十
年
以
上
続
い
て
き
た
。
社
会
構
造
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
質
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
霞
が
関

や
永
田
町
、
中
央
官
庁
や
官
邸
周
辺
で
は
、
依
然
と
し
て
経
済
成
長
を
当
然
の
前
提
と
し
た
施
策
・
政
策
を
維
持
し
て
き
た
。
原
子
力
発

電
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
、
国
家
予
算
も
、
特
定
の
分
野
を
除
け
ば
、
依
然
と
し
て
右
肩
上
が
り
の
設
計
図
を
変
更
で
き
な
い
。

高
度
経
済
成
長
期
の
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
、
列
島
各
地
で
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
傍
ら
で
福
祉
予
算
を
含
む
歳
出
は
、
人

口
構
成
の
著
し
い
少
子
高
齢
化
も
あ
っ
て
、
鰻
登
り
の
上
昇
を
見
せ
て
い
る
。
慢
性
的
赤
字
財
政
下
、
例
外
的
な
「
特
定
」
分
野
の
ひ
と

つ
に
、
ほ
か
な
ら
ぬ
研
究
教
育
分
野
が
あ
る
。
こ
の
二
十
年
ほ
ど
、
運
営
費
交
付
金
は
毎
年
一
％
さ
ら
に
一
・
六
％
の
割
合
で
減
少
を
続

け
て
き
た
。
こ
の
文
教
政
策
が
早
晩
ど
こ
か
で
破
綻
を
迎
え
る
こ
と
は
、
常
識
さ
え
あ
れ
ば
予
測
で
き
た
は
ず
だ
が
、
行
政
当
局
は
責
任

を
先
送
り
に
す
る
こ
と
で
、
い
ま
ま
で
事
態
を
や
り
過
ご
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
選
挙
結
果
の
短
期
的
な
金
銭
的
利
益
に
執
着
す
る
政
治

現
場
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
財
政
破
綻
の
滝
壺
に
向
か
う
日
本
丸
の
進
路
変
更
に
、
必
要
な
舵
取
り
を
図
る
こ
と
も
で
き
ぬ
ま
ま
、

目
先
の
利
益
に
か
ま
け
て
、
目
を
瞑
っ
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
騒
ぎ
で
あ
る
。
経
営
破
綻
に
瀕
し
て
、
一
日
も
早
く
か
つ
て
の
日
常
へ
の
回
帰
を
願
う
声
も
切
実

だ
が
、
反
対
に
も
は
や
二
度
と
昨
日
の
世
界
に
は
戻
れ
な
い
、
と
い
う
諦
め
も
ま
た
顕
著
と
な
っ
て
き
た
。
端
的
に
い
っ
て
、
現
下
の
事

態
は
、
短
く
見
積
も
っ
て
も
こ
こ
三
十
年
、
い
ま
す
こ
し
長
い
ス
パ
ン
な
ら
、
こ
こ
百
年
ほ
ど
の
人
類
の
文
明
史
に
、
地
球
環
境
と
い
う
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名
の
自
然
が
突
き
付
け
た
、
切
実
な
る
忠
告
で
は
な
か
っ
た
か
。
東
日
本
大
震
災
を
「
文
明
災
」
と
捉
え
た
梅
原
猛
な
ら
ば
、
こ
こ
に
よ

り
深
刻
な
る
第
二
幕
を
見
た
に
違
い
な
い
。
事
態
は
、
お
よ
そ
自
然
の
猛
威
に
対
し
て
い
か
に
人
類
の
知
恵
が
こ
れ
を
克
服
・
制
圧
す
る

か
、
と
い
っ
た
旧
来
の
図
式
や
人
間
優
位
の
価
値
観
で
は
収
拾
で
き
ま
い
。
も
と
よ
り
こ
の
予
測
に
「
学
術
的
な
論
証
」
な
ど
試
み
る
用

意
は
な
い
が
、
人
類
の
慢
心
と
過
剰
な
る
傲
慢
さ
へ
の
警
鐘
に
も
気
づ
か
な
い
鈍
感
さ
が
、
未
曾
有
の
試
練
に
直
面
し
て
い
る
。　

警
鐘
と
し
て
の
、
恒
常
的
な
世
界
的
感
染
蔓
延

　

地
球
生
態
圏
の
表
層
を
覆
う
移
動
手
段
の
発
達
と
、
物
資
流
通
・
金
融
経
済
の
世
界
的
な
相
互
依
存
、
さ
ら
に
は
情
報
網
に
顕
著
な
全

球
化
の
亢
進
。
そ
れ
が
な
に
を
も
た
ら
す
か
の
端
的
な
提
喩
が
自
然
界
か
ら
齎
さ
れ
た
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
八
年
周
期
で
人
類
を
襲

う
、
様
々
な
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
蔓
延
は
、
人
類
が
成
し
遂
げ
た
「
進
化
」
の
陰
画
あ
る
い
は
因
果
に
他
な
る
ま
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
う
し
た
世
界
的
感
染
を
撲
滅
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
端
的
に
い
っ
て
、
自
然
が
我
々
に
突
き
付
け
て
い
る
貴
重
な
る
教
訓
を
、
読
み

間
違
え
て
い
る
。
あ
な
た
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
世
界
、
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
実
は
こ
れ
な
の
で
す
よ
、
と
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ

ル
ス
が
告
げ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
の
現
実
か
ら
目
を
背
け
、
そ
の
事
実
に
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
決
め
込
む
と
い
う
逃
避
行
動
が
、

「
も
と
の
生
活
の
回
復
」
と
い
う
願
望
に
他
な
る
ま
い
。
今
後
恒
常
的
に
、
し
か
し
そ
の
都
度
、
予
期
不
能
な
か
た
ち
で
繰
り
返
し
襲
っ

て
く
る
こ
と
が
確
実
な
危
機
の
、
い
た
っ
て
柔
和
な
予
行
演
習
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
愚
昧
を
犯
す
な
ら
ば
、

こ
れ
は
現
世
人
類
が
後
世
に
対
し
て
犯
す
致
命
的
犯
罪
と
な
ろ
う
。　

　

い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
こ
う
し
た
世
界
的
感
染
の
条
件
を
怠
り
な
く
整
え
、
や
や
大
げ
さ
に
言
え
ば
種
の
絶
滅
の
危
機
ま
で
を
も
準

備
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
人
類
自
身
の
知
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
水
の
惑
星
の
表
層
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
も
劣
る
脆
弱
な
薄
膜
で
覆
っ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
生
態
系
、
海
洋
と
大
気
を
主
成
分
と
す
る
循
環
系
に
よ
っ
て
生
存
を
保
証
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
微
妙
な
動
的
平
衡
を
、

一
世
紀
足
ら
ず
の
短
期
で
限
界
ま
で
追
い
詰
め
る
に
至
っ
た
人
類
。H

om
o�sapiens

は
、
大
気
汚
染
、
核
物
質
拡
散
さ
ら
に
は
合
成
樹

脂
素
材
な
ど
の
汚
物
の
垂
れ
流
し
に
よ
っ
て
、
地
球
誌
に
お
い
て
「
人
新
世
」
と
い
う
薄
っ
ぺ
ら
な
地
層
年
代
を
形
成
し
た
の
も
束
の
間
、

い
ま
や
着
実
に
そ
の
絶
滅
へ
の
過
程
を
辿
っ
て
い
る
。
謂
う
と
こ
ろ
のpandem

ic

は
、
そ
の
野
放
図
な
「
文
明
化
の
過
程
」
の
、
偶
発

的
な
副
作
用
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
本
質
」
を
、
そ
の
下
手
人
に
対
し
て
容
赦
な
く
突
き
つ
け
る
「
図
星
」
で
は
な
か
っ
た
か
。

人
類
文
明
史
の
折
り
返
し
点

　

政
府
諮
問
の
専
門
家
会
議
が
、「
新
型
ウ
イ
ル
ス
と
と
も
に
生
き
る
あ
ら
た
な
世
界
」
を
提
起
し
た
こ
と
に
は
、
一
定
の
見
識
を
認
め

て
よ
い
だ
ろ
う
。
健
全
へ
の
回
帰
は
、
も
は
や
昨
日
の
虚
栄
に
戻
る
こ
と
で
は
あ
り
え
ま
い
。
地
球
生
態
系
の
限
界
を
見
据
え
、
可
能
な

退
路
、
失
業
が
生
活
破
綻
を
招
か
な
い
社
会
を
制
度
設
計
で
き
る
か
否
か
。
そ
こ
に
、
二
一
世
紀
中
葉
ま
で
の
人
類
の
残
存
に
む
け
た
企

て
の
成
否
が
掛
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
誇
張
で
は
な
い
。
苟
も
「
人
間
文
化
研
究
機
構
」
を
名
乗
る
学
術
法
人
、「
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
自
負
す
る
機
関
で
あ
る
な
ら
、
学
術
刷
新
の
視
野
に
立
ち
、
社
会
構
造
の
再
編
成
・
組
み
立
て
直
し
に
向
け
て
、
聊
か
な

り
と
も
有
効
な
人
文
知
の
指
針
を
示
し
、
も
と
よ
り
微
力
な
が
ら
、
で
き
る
範
囲
の
社
会
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
、
設
立
の
使
命
へ
の
忠

誠
の
証
と
は
い
え
ま
い
か
。

　

事
は
、
国
家
予
算
の
組
み
換
え
、
製
造
業
の
利
潤
拡
大
路
線
の
廃
棄
、
架
空
金
融
資
本
の
暴
走
是
正
、
観
光
飲
食
産
業
の
回
生
、
失
業

対
策
事
業
や
福
祉
・
医
療
体
制
の
再
設
定
な
ど
、
社
会
万
端
に
及
ぶ
だ
ろ
う
。
も
は
や
い
ま
ま
で
の
社
会
常
識
は
通
用
し
な
い
。
三
・
一

一
の
折
同
様
、
危
機
こ
そ
が
好
機
を
孕
む
。
だ
が
変
革
へ
の
契
機
は
早
急
に
失
わ
れ
る
。
惰
性
の
日
常
へ
の
復
帰
は
、
状
況
を
さ
ら
に
悪

化
さ
せ
る
。
も
と
よ
り
大
言
壮
語
の
誇
大
妄
想
は
、
本
意
で
は
な
い
。
塊
よ
り
始
め
よ
と
の
言
葉
に
忠
実
で
あ
り
た
い
。

＊

　

①
ま
ず
大
型
予
算
を
獲
得
し
て
の
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
打
ち
上
げ
花
火
は
、
も
は
や
時
代
錯
誤
だ
ろ
う
。
右
肩
上
が
り
の
発
想
の

残
滓
だ
か
ら
だ
。
む
し
ろ
商
業
的
な
利
潤
と
も
無
縁
で
、
国
家
の
財
政
援
助
の
増
額
も
期
待
で
き
な
い
低
資
産
・
低
消
費
の
下
で
、
い
か

な
る
研
究
が
裨
益
す
る
の
か
の
問
い
直
し
が
不
可
欠
と
な
ろ
う
。
航
空
機
産
業
の
莫
大
な
浪
費
に
利
す
る
国
際
的
招
聘
や
旅
費
負
担
は
、

今
後
も
は
や
期
待
で
き
ま
い
。
電
子
通
信
網
に
よ
り
、
対
面
会
議
に
代
替
す
る
試
み
が
、
こ
の
間
急
速
に
進
展
し
た
。
行
政
の
要
請
に
よ

る
煩
瑣
な
委
員
会
乱
立
も
、
緊
急
事
態
に
際
し
て
最
小
限
に
抑
え
る
技
法
が
急
遽
模
索
さ
れ
始
め
た
。
あ
ら
た
な
国
際
的
研
究
へ
の
日
常

の
基
礎
を
、
そ
こ
に
据
え
直
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

　

②
だ
が
次
に
、
こ
こ
で
活
用
さ
れ
る
電
子
通
信
網
そ
の
も
の
が
情
報pandem

ic

を
惹
き
起
こ
し
て
い
る
事
実
も
、
看
過
で
き
ま
い
。

悪
性
ウ
イ
ル
ス
が
現
在
演
じ
て
い
る
生
物
学
的
な
危
機
は
、
実
際
に
は
す
で
に
電
子
情
報
の
配
信
網
に
お
い
て
先
行
し
て
慢
性
化
し
て
お

り
、
そ
れ
は
日
常
茶
飯
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
に
よ
り
、
仮
想
現
実virtual�reality

の
真
実
を
穿
ち
、
猖
獗
を
極
め
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

中
毒
と
い
う
蜘
蛛
の
巣
に
囚
わ
れ
た
現
代
人
は
、
無
限
の
情
報
へ
のaccess

を
得
ら
れ
る
と
の
幻
想
と
裏
腹
に
、
無
明
の
窒
息
を
日
々
経

本文タテ組[cc2021].indb   322-323本文タテ組[cc2021].indb   322-323 2023/03/13   10:10:592023/03/13   10:10:59



成果概要：本論集の目論見と論文集の構成 成果概要：本論集の目論見と論文集の構成

325 324

325 324

そ
が
、
人
類
の
果
た
す
べ
き
義
務
で
も
あ
ろ
う
。
大
袈
裟
で
な
く
、
人
類
の
歴
史
は
、
今
そ
の
準
備
の
時
を
迎
え
て
い
る

＊（
２
）。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

以
上
の
よ
う
な
前
提
・
準
備
的
素
描
を
踏
ま
え
て
、
共
同
研
究
会
「
蜘
蛛
の
巣
上
の
無
明
：
電
子
情
報
網
生
態
系
下
の
身
心
知
の
将

来
」
が
発
足
し
た
。
こ
れ
は
二
〇
二
〇
年
か
ら
改
め
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
編
者
・
稲
賀
に
よ
る
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
に
於
け
る
、
最
後
の
共
同
研
究
で
あ
っ
た
。

論
文
集
の
構
成
と
編
者
に
よ
る
寸
評

　

そ
の
後
二
年
半
を
経
過
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
は
な
お
終
息
を
み
て
い
な
い
。
本
研
究
会
そ
の
も
の
も
、
そ
の
影
響
を
受
け
、
対
面
で
の
研

究
会
実
施
は
叶
わ
ず
、
二
年
間
の
遠
隔
電
子
通
信
に
よ
る
会
合
を
数
回
催
し
た
の
み
で
、
期
限
を
迎
え
た
。
各
会
の
研
究
報
告
者
と
そ
の

題
名
は
、
巻
末
資
料
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
も
判
明
な
と
お
り
、
編
者
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
退
任
に
と
も
な

い
、
研
究
会
会
期
も
そ
の
後
一
年
間
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
共
同
研
究
員
の
う
ち
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
方
々
か
ら
の
口
頭
報
告
を
得
た

だ
け
で
、
成
果
論
文
集
を
編
集
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
れ
に
先
立
つ
二
〇
二
一
年
九
月
に
計
画
し
た
国
際
研
究
集
会
も
、
所
内
の

共
同
研
究
委
員
会
に
お
い
て
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
組
織
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
経
緯
ゆ
え
、
本
研
究
の
成
果
報
告
論
集

で
は
、
必
ず
し
も
所
期
の
目
的
あ
る
い
は
期
待
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
反
省
を
込
め
て
そ
の
欠
陥
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

以
下
、
寄
稿
頂
い
た
論
文
に
つ
い
て
、
編
者
と
し
て
の
将
来
へ
の
希
望
を
も
込
め
た
展
望
を
付
記
し
つ
つ
、
本
論
集
の
構
成
に
つ
い
て
、

概
観
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
、「
蜘
蛛
の
巣
上
の
無
明
」
と
い
う
問
題
意
識
に
託
し
た
も
の
の
、
ま
だ
実
現
へ
の
道
半
ば
に
と
ど
ま
る
課
題

に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

序
論

　

冒
頭
の
序
論
で
は
本
研
究
の
構
想
を
、
編
者
・
稲
賀
が
略
述
す
る
の
を
受
け
、
鍵
言
葉
の
ひ
と
つ
「
無
明
」
の
依
っ
て
き
た
来
歴
を
、

打
本
和
音
が
仏
教
学
の
立
場
か
ら
解
き
明
か
す
。
無
明
の
闇
の
裡
に
編
ま
れ
る
蜘
蛛
の
網
目
は
日
の
出
と
と
も
に
朝
露
に
輝
く
が
、
夕
闇

迫
る
刻
限
に
は
廃
墟
へ
と
崩
折
れ
る
。
そ
こ
に
は
捕
食
者
と
そ
の
餌
食
と
の
食
物
連
鎖
が
循
環
し
て
演
じ
ら
れ
、
網
目
の
地
と
絡
ま
っ
た

図
と
の
表
裏
な
す
新
陳
代
謝
の
交
代
劇
が
、
寂
光
の
薄
明
に
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
が
ま
た
ヒ
ト
の
世
界
認
知
の
縮
図
で
あ
り
、
理
論
と

験
し
、
知
的
な
人
工
呼
吸
器
に
縛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
電
子
機
器
の
主
人
た
る
ど
こ
ろ
か
、
日
常
の
業
務
の
大
半
は
、
反
対
に
電
子
機

器
の
従
僕
と
な
る
隷
属
状
態
へ
と
劣
化
を
遂
げ
て
い
る
。

　

③
と
な
れ
ば
、
電
子
機
器
や
人
工
頭
脳
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
領
域
の
再
評
価
と
復
権
と
が
急
務
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
安
易
な
神
秘
主
義

と
結
託
し
た
「
東
洋
の
復
権
」
な
ど
と
は
無
縁
だ
が
、
し
か
し
西
欧
近
代
の
価
値
観
が
抑
圧
し
、
そ
の
視
点
か
ら
は
、
い
わ
ば
座
標
軸
上

で
直
交
し
て
い
る
た
め
に
、
認
識
の
う
え
で
盲
点
と
な
り
、
数
値
計
測
か
ら
脱
落
し
て
き
たhidden�dim

ension

へ
の
探
求
に
誘
う
。
そ

れ
は
妄
想
で
は
な
く
、
む
し
ろ
昨
今
の
脳
科
学
が
垣
間
見
始
め
た
未
知
の
領
界
に
結
び
付
く
。
仏
教
も
含
む
身
心
修
行
に
は
、
こ
の
次
元

へ
の
豊
か
な
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
従
来
の
科
学
は
、
と
も
す
れ
ば
こ
の
身
心
内
奥
に
潜
む
次
元
を
「
論
証
不
可
能
」
を
口
実

に
、
意
図
的
に
回
避
し
、
端
か
ら
見
下
し
て
き
た
。

　

④
こ
う
し
た
視
点
は
、
学
術
や
教
育
の
再
定
義
と
も
無
縁
で
な
い
。
一
方
で
電
子
機
器
に
よ
る
記
憶
の
代
替
やbig�data

解
析
技
術
の

進
歩
は
、
従
来
の
教
育
で
必
須
と
さ
れ
て
き
た
頭
脳
に
よ
る
知
識
蓄
積
の
意
義
を
、
根
底
か
ら
覆
す
。
膨
大
な
暗
記
を
要
求
す
る
現
在
の

入
試
制
度
が
、
も
は
や
時
代
錯
誤
な
過
去
の
遺
物
で
あ
る
こ
と
は
、
明
白
だ
ろ
う
。
三
十
歳
ま
で
の
年
月
を
費
や
し
て
体
得
し
た
筈
の
学

術
技
能
も
、
明
後
日
に
は
も
は
や
不
要
で
無
益
な
残
骸
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
。
と
な
れ
ば
次
の
世
代
に
贈
与
す
べ
き
知
と
は
何
な
の
か
、

今
や
、
知
の
授
受
と
教
育
の
常
識
を
原
点
か
ら
問
い
直
す
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

⑤
そ
れ
は
、
産
業
界
の
需
要
を
見
越
し
、
社
会
の
要
請
に
応
ず
るcom

puter�literacy

の
涵
養
、
と
い
っ
た
、
近
視
眼
的
な
目
標
と
は
、

も
と
よ
り
次
元
を
異
に
す
る
。
周
囲
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
に
忠
実
に
、
出
来
合
い
の
模
範
解
答
に
飛
び
つ
く
如
才
な
さ
が
「
秀
才
」
の
定

義
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
後
期
待
さ
れ
る
知
の
哲
学
は
、
そ
う
し
た
「
秀
才
」
像
を
裏
切
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
従
来
の
試
験
制
度
に
よ
る
学

力
評
価
の
基
礎
を
、
社
会
的
に
無
効
と
し
て
葬
り
去
る
だ
け
の
、
抜
本
的
変
革
へ
の
着
手
を
、
要
求
す
る
だ
ろ
う
。

　

⑥
科
学
技
術
の
革
新
を
牽
引
し
て
き
た
価
値
観
そ
の
も
の
の
屋
台
骨
が
揺
ら
い
で
い
る
。
と
な
れ
ば
そ
う
し
た
技
術
革
新
に
頼
り
、
そ

れ
を
肯
定
す
る
学
術
そ
れ
自
体
の
有
効
性
も
、
も
は
や
そ
の
ま
ま
是
認
す
る
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
自
然
を
技
術
に
よ
っ
て
征
服
す
る
と

い
う
人
間
存
在
の
生
態
学
的
限
界
が
、
未
知
の
疫
病
の
世
界
的
蔓
延
や
、
気
候
変
動
ほ
か
の
要
因
に
よ
っ
て
、
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
て
い

る
。
人
類
が
お
め
お
め
と
滝
壺
へ
と
呑
み
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、
発
想
の
転
換
に
よ
っ
て
舵
の
向
き
を
転
じ
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。
人
類

は
お
そ
ら
く
は
創
造
主
に
よ
っ
て
、
短
命
な
指
標
化
石
に
終
わ
る
こ
と
を
運
命
づ
け
て
設
計
さ
れ
た
被
造
物
だ
ろ
う
。
な
お
五
十
億
年
程

度
の
寿
命
は
見
込
ま
れ
る
惑
星
・
地
球
に
人
類
後
に
出
現
す
る
だ
ろ
う
知
性
に
対
し
て
、
恥
じ
る
こ
と
な
き
屍
と
遺
蹟
と
を
残
す
こ
と
こ
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ー
に
い
か
に
転
生
を
遂
げ
て
い
る
か
の
現
場
を
垣
間
見
せ
る
。
流
離
・
辺
境
・
周
縁
と
い
っ
た
逆
境
を
位
相
転
換
す
る
価
値
観
の
転
倒
が
、

蜘
蛛
の
形
象
を
媒
介
と
し
て
成
長
を
遂
げ
る
─
─
そ
の
生
態
も
如
実
に
触
覚
さ
れ
る
。

第
Ⅱ
部
「
研
究
方
法
論
」

　

第
二
部
で
は
、
学
術
方
法
論
の
刷
新
に
お
い
て
「
蜘
蛛
の
巣
」
隠
喩
が
実
際
に
い
か
に
活
用
で
き
る
か
の
実
験
を
志
向
す
る
。
冒
頭
の

プ
ラ
ダ
ン
・
ゴ
ウ
ラ
ン
ガ
・
チ
ャ
ラ
ン
論
文
は
、
南
方
熊
楠
が
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
へ
の
関
心
の
触
手
を
伸
ば
す
手
法
に
注
目
す
る
。
熊

楠
の
学
的
貢
献
は
、
大
英
帝
国
が
世
界
に
張
り
巡
ら
し
た
蜘
蛛
の
巣
状
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
、
極
東
に
お
け
る
或
る
特
異
点
を
な
し
、

か
つ
閉
じ
た
体
系
性
を
横
超
す
る
連
鎖
生
態
系
が
、
熊
楠
な
ら
で
は
の
「
腹
稿
」
を
な
す
。
原
典
遡
及
で
は
な
く
派
生
増
殖
の
「
粘
菌
」

型
知
性
で
あ
る
。

　

つ
づ
く
村
中
由
美
子
は
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
『
黒
の
過
程
』
に
踏
み
込
む
。
刺
繍
と
水
郷
の
都
・
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
。
そ
の

過
去
の
地
図
が
織
り
な
す
網
目
の
「
地
」
の
う
え
に
登
場
人
物
の
運
命
が
「
図
」
を
描
き
、
囚
わ
れ
の
主
人
公
と
審
問
官
や
行
政
官
と
の

「
牢
獄
巡
り
」
の
綾
や
主
客
転
倒
、
そ
れ
と
知
ら
れ
ず
「
個
」
に
潜
む
「
多
」、
餌
食
を
捕
ら
え
つ
つ
日
々
更
新
さ
れ
る
罠
網
に
、
過
去
か

ら
未
来
が
見
事
に
投
影
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
松
村
薫
子
「「
妖
怪
」
は
ど
こ
に
棲
む
？
」
で
は
、
妖
怪
が
今
日
の
電
子
回
路
に
逞
し
く
繁
殖
し
て
い
て
、
そ
れ
が
養
育
の
現

場
で
役
立
っ
て
い
る
様
子
が
活
写
さ
れ
る
。
虚
構
世
界
が
現
実
界
へ
と
越
境
し
、「
鬼
か
ら
電
話
」
を
通
じ
て
、
幼
児
体
験
に
刻
印
さ
れ

る
。
か
つ
て
は
恐
怖
を
植
え
付
け
た
「
鬼
」
が
、
今
や
「
褒
め
」「
励
ま
す
」
役
割
を
担
う
。
こ
の
変
容
は
、
子
供
の
成
長
に
つ
れ
将
来

ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
。

　

飯
窪
秀
樹
は
戦
前
の
日
本
人
海
外
移
民
事
情
を
、
実
証
的
に
分
析
す
る
。
北
米
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
が
満
洲
に
転
じ
た
経
緯
と
現

場
で
の
軋
轢
が
、
中
心
人
物
・
永
田
稠
の
事
績
を
軸
に
、
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
体
験
に
基
づ
き
現
地
人
労
働
力
導
入
を
説
く

永
田
の
論
調
は
、
日
本
人
自
作
農
に
よ
る
開
拓
を
旨
と
す
る
軍
部
や
農
商
務
省
の
方
針
と
は
背
反
す
る
も
の
の
、
植
民
地
経
営
の
枠
を
逸

す
る
こ
と
は
な
い
。　

　

な
お
飯
窪
か
ら
は
南
米
で
、
鉄
道
敷
設
と
相
ま
っ
て
文
字
通
り
蜘
蛛
の
巣
状
に
発
展
し
た
日
本
移
民
コ
ロ
ニ
ア
膨
張
を
鳥
瞰
す
る
コ
ラ

ム
を
得
た
。
こ
れ
は
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の
航
路
開
発
と
移
民
入
植
に
関
す
る
根
川
幸
男
の
コ
ラ
ム
と
両
輪
を
な
し
、
南
米
に
お
け
る
移
民
政

事
実
と
の
相
互
依
存
の
連
環
を
な
す
こ
と
に
、
本
論
集
は
お
い
お
い
論
及
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

第
Ⅰ
部
「
想
像
力
」

　

冒
頭
の
橋
本
順
光
論
文
は
、
知
の
織
物
と
し
て
蜘
蛛
の
巣
を
謳
う
詩
句
が
洋
の
東
西
を
跨
い
で
呼
応
す
る
様
を
、
新
大
陸
と
旧
大
陸
と

の
文
学
創
作
上
の
交
通
・
共
振
に
も
目
配
せ
し
つ
つ
喚
起
し
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
・
小
泉
八
雲
か
ら
種
田
山
頭
火
に
至
る
。
本
論

文
集
は
蜘
蛛
を
巡
る
詞
華
集
を
目
的
と
は
し
な
い
が
、
蜘
蛛
の
糸
が
い
わ
ば
惑
星
地
球
を
縦
横
に
結
び
つ
け
る
動
態
に
は
、
細
心
の
配
慮

を
巡
ら
し
て
い
る
。

　

つ
づ
く
平
芳
幸
浩
論
文
は
『
攻
殻
機
動
隊
』
を
題
材
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
発
生
す
る
「
ゴ
ー
ス
ト
」
と
は
な
に
か
に
迫
る
。

情
報
理
論
が
ひ
た
す
ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
「
幽
霊
」
に
、
電
子
記
号
の
奔
流
と
生
体
と
の
合
流
点
が
生
起
す
る
。
電
子
情
報
の
脳
内
汚

染
は
同
時
に
個
人
が
ネ
ッ
ト
の
網
の
目
の
裡
に
無
限
へ
と
発
散
す
る
契
機
で
も
あ
り
、
両
者
を
繋
ぎ
止
め
る
場
と
し
て
の
身
体
は
非
物
質

へ
と
蒸
散
す
る
。

　

こ
こ
で
藤
本
憲
正
の
第
三
論
文
は
、
デ
ジ
タ
ル
回
路
に
は
回
収
で
き
な
い
「
生
命
」
の
連
鎖
に
着
目
し
、「
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
」
の
球
根

の
世
界
的
な
流
通
に
話
題
を
絞
り
、
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
を
軸
と
し
た
植
物
の
移
植
の
現
場
に
測
鉛
を
下
ろ
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
復
活
祭

の
需
要
に
、
日
本
か
ら
の
供
給
が
歓
迎
さ
れ
た
。
宣
教
活
動
も
ま
た
世
界
の
表
層
に
蜘
蛛
の
巣
を
張
り
巡
ら
せ
、
全
能
と
無
の
弁
証
法
的

対
話
を
惹
起
す
る
。

　

そ
う
し
た
無
限
と
無
と
の
交
差
に
注
目
す
る
の
が
、
近
藤
貴
子
の
草
間
彌
生
論
。
ク
サ
マ
の
水
玉
と
網
目
と
は
、
ひ
そ
か
に
「
蜘
蛛
の

網
」
に
宿
る
水
滴
に
お
い
て
集
約
さ
れ
て
い
た
。
作
品
は
個
と
し
て
の
藝
術
家
と
世
界
と
の
接
触
点
に
発
現
し
、
壊
れ
た
捕
虫
網
よ
ろ
し

く
、
抜
け
殻
の
残
骸
と
し
て
軌
跡
を
描
く
。
罠
に
か
か
っ
た
餌
食
と
網
と
、
身
体
毀
損
と
無
限
の
蕩
尽
贈
与
と
に
、
心
身
の

vulnerability

が
露
呈
さ
れ
る
。

　

網
構
造
は
、
そ
の
実
体
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
こ
に
穿
た
れ
た
無
数
の
空
隙
に
意
味
が
あ
る
。
糸
永
・
デ
ル
ク
ー
ル
光
代
の
コ
ラ
ム
は
、

嫌
わ
れ
者
の
蜘
蛛
に
我
が
身
を
託
す
亡
命
者
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
周
辺
に
詩
想
を
巡
ら
せ
、
橋
本
論
文
に
補
助
線
と
な
る
糸
を
投

げ
か
け
る
。
白
石
恵
理
は
ア
イ
ヌ
神
話
に
現
れ
る
蜘
蛛
の
女
神
に
託
し
て
、「
語
り
」
の
糸
が
広
げ
る
交
流
の
網
の
目
に
関
す
る
近
年
の

詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
許
躍
煒
は
中
国
の
伝
統
文
化
に
お
け
る
蜘
蛛
の
表
象
に
遡
り
つ
つ
、
そ
れ
が
現
代
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

本文タテ組[cc2021].indb   326-327本文タテ組[cc2021].indb   326-327 2023/03/13   10:10:592023/03/13   10:10:59



成果概要：本論集の目論見と論文集の構成 成果概要：本論集の目論見と論文集の構成

329 328

329 328

　

富
永
梨
紗
子
は
、
米
国
の
画
家
ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ
ー
ジ
の
日
本
滞
在
記
の
背
後
に
絡
み
合
う
人
脈
と
東
洋
知
識
の
世
界
伝
播
を
丁
寧
に

紐
解
く
。
そ
こ
か
ら
は
「
莊
子
」
の
英
訳
が
当
時
の
英
語
圏
知
識
人
に
与
え
た
甚
大
な
影
響
の
脈
絡
が
、
蜘
蛛
の
糸
を
伝
う
反
響
の
よ
う

に
鮮
明
に
復
元
さ
れ
る
。
本
稿
は
神
智
学
関
係
者
の
東
洋
志
向
が
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
や
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
抽
象
主
義
に
至
っ
た
伝
播
経

路
を
も
刷
新
し
た
。

　

志
賀
祐
紀
は
柳
田
國
男
の
昔
話
採
取
を
話
題
に
、
口
頭
伝
承
の
蒐
集
の
た
め
に
柳
田
が
日
本
全
国
に
張
り
巡
ら
せ
た
情
報
網
を
吟
味
す

る
。
い
わ
ば
柳
田
は
各
地
に
採
取
者
と
い
う
名
の
協
力
者
＝
蜘
蛛
を
配
置
し
、
そ
れ
を
束
ね
る
メ
タ
レ
ヴ
ェ
ル
の
蜘
蛛
だ
っ
た
。
だ
が
忠

実
な
口
頭
伝
承
者
を
探
す
努
力
と
、
活
字
媒
体
に
よ
る
昔
話
の
確
定
と
は
、
原
理
的
に
背
反
す
る
。
捕
食
者
の
網
に
掛
か
る
獲
物
は
否
応

な
く
変
質
す
る
の
だ
か
ら
。

　

柳
田
は
郵
便
と
い
う
近
代
装
置
を
説
話
蒐
集
に
活
用
し
た
が
、
そ
れ
を
下
支
え
し
た
の
が
鉄
道
網
に
他
な
ら
な
い
。
鉄
道
運
輸
が
資
本

経
済
の
死
命
を
制
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
竹
村
民
郎
は
野
間
宏
「
歴
史
の
蜘
蛛
」
を
導
き
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
国
鉄
を
舞

台
と
し
た
文
化
運
動
発
生
の
現
場
目
撃
者
と
し
て
、
品
川
客
車
区
の
騒
擾
を
生
々
し
く
再
現
す
る
。
蜘
蛛
手
な
す
交
通
網
は
同
時
に
雇
用

者
側
の
ス
パ
イ
網
で
も
あ
り
、
特
急
さ
く
ら
運
行
の
背
後
に
は
熾
烈
な
職
場
闘
争
が
控
え
て
い
た
。「
管
理
資
本
主
義
」
の
実
態
は
、「
職

場
の
歴
史
」
を
自
ら
記
述
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
の
意
識
の
覚
醒
あ
っ
て
初
め
て
記
録
に
留
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
柳
田
の
民
話
採
取
と

表
裏
を
な
す
近
代
社
会
の
「
蜘
蛛
の
巣
」
の
生
態
が
把
握
さ
れ
る
。

　

コ
ラ
ム
で
は
滝
澤
修
身
が
支
倉
常
長
遣
欧
使
節
団
に
つ
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
に
残
存
す
る
一
次
史
料
の
網
目
に
分
け
入
り
、
通
説
の

塗
替
え
を
提
案
す
る
。
支
倉
一
行
が
厄
介
者
扱
い
さ
れ
た
と
の
従
来
の
認
識
と
は
異
な
り
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
日
本
を
強
大
な
軍
事
大
国

と
認
識
し
て
い
た
筈
だ
。
そ
れ
が
滝
澤
の
見
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
志
賀
祐
紀
は
、
論
文
の
補
遺
と
し
て
、
柳
田
が
採
取
し
た
昔
話
か
ら
、

蜘
蛛
の
糸
に
纏
わ
る
伝
承
と
し
て
「
水
蜘
蛛
」
を
取
り
上
げ
る
。「
水
の
神
」
を
ミ
ズ
グ
モ
と
直
ち
に
同
定
は
で
き
な
い
が
、
柳
田
が

「
水
の
神
」
と
ヒ
ト
と
の
媒
介
者
と
し
て
、
水
中
の
蜘
蛛
に
関
心
を
寄
せ
た
事
実
は
意
味
深
長
だ
。
富
永
梨
紗
子
は
ト
マ
ス
・
サ
ラ
セ
ー

ノ
の
網
状
伝
播
反
響
作
品
を
例
に
、
身
体
と
都
市
の
共
振
動
揺
に
迫
る
。

第
Ⅳ
部
「
電
子
媒
体
・
身
体
と
都
市
」

　

第
Ⅳ
部
「
電
子
媒
体
・
身
体
と
都
市
」
で
は
、W

W
W

に
覆
わ
れ
て
変
貌
を
と
げ
た
環
境
に
注
目
す
る
。

策
の
動
向
を
巨
視
的
視
野
に
展
望
す
る
。

　

植
民
政
策
は
、
同
時
に
動
植
物
の
移
植
や
外
来
生
物
の
侵
入
を
も
招
く
、
世
界
大
の
蜘
蛛
の
巣
網
を
な
す
。
春
藤
献
一
は
、
芥
川
龍
之

介
『
蜘
蛛
の
糸
』
を
枕
に
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
纏
わ
る
案
件
を
考
察
す
る
。
こ
の
外
来
生
物
に
つ
い
て
は
、
動
物
愛
護
管
理
法
の
適
用

対
象
と
す
る
か
、
外
来
生
物
法
で
対
処
す
べ
き
か
で
議
論
が
あ
っ
た
。
編
者
の
私
見
と
な
る
が
、
そ
こ
に
は
、
折
か
ら
の
オ
ウ
ム
真
理
教

事
件
も
影
を
落
と
し
て
い
た
。
水
際
で
の
検
疫
浄
化
は
、
皮
肉
に
も
、
カ
ル
ト
集
団
の
選
民
思
想
と
通
底
す
る
。
そ
の
実
態
が
行
政
や
立

法
の
争
点
に
露
呈
す
る
。
い
わ
ば
ク
モ
が
試
金
石
と
な
っ
て
、
ヒ
ト
の
ご
都
合
主
義
が
露
見
し
た
。

　

コ
ラ
ム
で
は
、
橋
本
順
光
が
地
球
表
層
を
覆
う
「
蜘
蛛
の
巣
越
し
の
空
」
の
図
像
学
を
提
唱
す
る
。「
透
か
し
見
」
はJaponism

e

に

も
顕
著
な
意
匠
だ
が
、
ポ
ス
タ
ー
や
風
刺
で
縦
横
な
展
開
を
見
せ
る
。
網
越
し
に
下
界
を
睥
睨
し
、
長
い
八
本
の
足
を
も
つ
蜘
蛛
は
、
し

ば
し
ば
近
代
都
市
の
悪
役
た
る
隠
喩
を
な
し
た
。
蜘
蛛
の
糸
は
錯
綜
す
る
電
線
の
直
喩
、
電
信
情
報
網
の
媒
体
で
も
あ
る
。
前
川
志
織
は

里
見
宗
次
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
調
査
に
立
脚
し
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
資
料
収
集
・
活
用
の
「
蜘
蛛
の
巣
」
状
態
の
網
の
目
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
広
告
産
業
界
と
人
間
関
係
の
縮
図
を
捉
え
、
そ
の
軌
跡
を
追
体
験
す
る
。
方
法
論
の
開
発
は
、
第
Ⅱ
部
を
通
じ
て
、
な

お
、
多
く
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
も
の
と
想
定
で
き
る
。
森
田
百
秋
は
あ
ら
た
め
て
春
藤
論
文
が
扱
う
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

触
れ
、
谷
崎
潤
一
郎
『
刺
青
』
の
「
足
」
に
関
す
る
新
解
釈
を
マ
ン
ガ O

N
E PIEC

E 

に
接
続
し
て
、
蜘
蛛
の
生
態
に
内
在
す
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
に
及
ぶ
。

第
Ⅲ
部
「
生
態
的
社
会
動
態
論
」

　

第
Ⅲ
部
「
生
態
的
社
会
動
態
論
」
で
は
、
観
察
対
象
と
し
て
の
蜘
蛛
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
み
、
自
ら
が
蜘
蛛
と
化
し
た
創
作
の
現
場
、

あ
る
い
は
現
実
社
会
そ
の
も
の
が
蜘
蛛
の
巣
の
網
状
に
展
開
す
る
生
態
に
肉
薄
す
る
。「
蜘
蛛
の
巣
」
モ
デ
ル
を
対
象
に
投
影
す
る
の
で

は
な
く
、
現
場
を
蜘
蛛
の
巣
と
し
て
捉
え
た
い
。

　

中
村
和
恵
は
、
西
ア
フ
リ
カ
に
起
源
を
も
ち
カ
リ
ブ
海
に
奴
隷
貿
易
と
と
も
に
運
ば
れ
た
神
話
の
蜘
蛛
ア
ナ
ン
シ
が
『
ジ
ェ
ー
ン
・
エ

ア
』
の
登
場
人
物
を
巻
き
込
み
、
ジ
ー
ン
・
リ
ー
ス
の
小
説
に
変
身
を
遂
げ
て
蘇
生
す
る
物
語
世
界
へ
と
読
者
を
招
く
。
蜘
蛛
の
巧
緻
が

ジ
ャ
マ
イ
カ
の
逃
亡
奴
隷
に
と
っ
て
、
植
民
地
支
配
者
た
ち
を
出
し
抜
く
た
め
の
抵
抗
の
修
辞
法
と
な
る
。
そ
の
計
略
は
本
論
を
読
ん
で

の
お
楽
し
み
。
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を
与
え
、
田
園
都
市
を
含
む
都
市
計
画
の
類
型
学
を
提
示
す
る
。
そ
こ
に
新
井
菜
穂
子
は
北
京
の
具
体
例
を
添
え
、
糸
永
・
デ
ル
ク
ー
ル

光
代
は
糸
を
張
り
巡
ら
す
現
代
藝
術
家
の
営
み
を
重
ね
て
み
せ
る
。text

とtextile

は
語
源
を
共
有
す
る
。
漢
語
で
も
「
文
」
と
「
彩
」

さ
ら
に
「
綾
」
は
、
日
本
語
で
は
い
ず
れ
も
「
あ
や
」
と
発
音
さ
れ
る
。
自
然
と
文
化
と
を
二
項
対
立
に
裁
断
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然

に
被
せ
ら
れ
た
文
化
が
モ
ア
レ
と
し
て
そ
こ
に
描
く
「
あ
や
」
の
生
態
を
精
査
す
る
こ
と
。
そ
こ
に
も
蜘
蛛
の
巣
網
越
し
に
世
界
に
織
り

込
ま
れ
る
体
験
を
定
位
し
た
い
。

第
Ⅴ
部　

言
語
論
的
転
回

　

ヒ
ト
の
操
る
分
節
言
語
は
、
語
彙
と
統
辞
の
網
の
目
を
世
界
の
う
え
に
被
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
を
文
字
通
り
分
節
し
つ
つ
、
主
語

と
述
語
か
ら
構
成
さ
れ
る
認
識
へ
と
導
く
。
だ
が
蜘
蛛
の
編
糸
と
同
様
、
そ
こ
に
は
必
然
的
に
空
隙
が
あ
り
、
一
方
で
は
網
の
目
に
掛
か

ら
ず
見
損
な
う
微
細
な
対
象
が
生
じ
、
他
方
で
は
許
容
寸
法
を
逸
脱
し
て
言
語
の
網
の
目
を
破
綻
に
導
き
、
認
識
に
危
機
を
も
た
ら
す
事

態
も
頻
発
す
る
。
そ
こ
に
精
神
の
破
綻
を
経
験
す
る
言
語
学
者
も
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
発
生
す
る
詩
的
言
語
に
驚
く
詩
人
も
あ
る
。

　

藤
貫
裕
は
言
語
学
者
ソ
シ
ュ
ー
ル
が
晩
年
に
沈
潜
し
た
ア
ナ
グ
ラ
ム
研
究
に
焦
点
を
当
て
る
。
文
字
列
の
入
れ
替
わ
り
か
ら
思
わ
ぬ
意

味
が
発
生
す
る
ア
ナ
グ
ラ
ム
現
象
は
、
言
語
の
網
目
に
生
じ
る
病
態
で
も
あ
れ
ば
深
層
意
識
の
発
露
で
も
あ
り
、
音
声
記
号
の
不
足
と
過

剰
と
の
狭
間
に
不
意
に
露
呈
す
る
。
藤
貫
は
そ
こ
に
ロ
ゴ
ス
と
パ
ト
ス
と
メ
ロ
ス
と
の
圧
縮
さ
れ
た
融
合
を
捉
え
る
が
、
丸
山
圭
三
郎
は

人
工
言
語
の
組
み
合
わ
せ
実
験
で
類
似
し
た
結
果
が
発
現
す
る
具
体
例
も
提
示
し
て
い
た
。
藤
井
聡
太
の
棋
譜
は
Ａ
Ｉ
の
想
定
を
越
え
た

ア
ナ
グ
ラ
ム
の
「
成
功
」
例
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
脳
の
病
理
現
象
の
解
明
に
も
通
じ
る
。

　

森
岡
優
紀
は
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
候
」
に
観
察
さ
れ
る
潔
癖
な
ま
で
の
整
理
癖
と
Ａ
Ｉ
の
情
報
処
理
と
の
類
似
か
ら
、
逆
に

「
正
常
」
な
成
長
を
遂
げ
た
脳
の
機
能
に
は
Ａ
Ｉ
の
「
秩
序
」
か
ら
は
「
逸
脱
」
し
た
「
蜘
蛛
の
巣
」
状
の
「
錯
綜
」
が
潜
む
こ
と
を
想

定
す
る
。
編
者
な
り
に
敷
衍
す
れ
ば
、
平
面
に
は
立
体
の
「
影
」
し
か
投
映
さ
れ
ず
、
同
様
に
三
次
元
世
界
に
は
四
次
元
の
影
し
か
映
ら

な
い
。
あ
る
い
は
「
定
型
」
の
言
語
は
「
影
」
し
か
感
知
で
き
な
い
致
命
的
な
制
約
を
背
負
っ
て
い
る
。「
障
害
」
と
は
、「
健
常
者
」
が

浸
っ
て
い
る
「
恒
常
性
」
や
「
同
一
性
」
に
関
す
る
常
識
が
捉
え
る
「
影
」
の
謂
だ
が
、
実
は
そ
の
「
常
識
」
こ
そ
が
、
惰
性
と
慣
習
と

の
生
み
出
す
「
迷
妄
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
逆
説
は
、「
蜘
蛛
の
巣
の
主
」
に
は
何
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
か
を
悟
ら
せ
る
。

　

平
倉
圭
は
蜘
蛛
と
そ
の
餌
食
に
な
る
蝿
と
の
「
対
位
法
」
を
手
が
か
り
に
、
宮
沢
賢
治
の
詩
的
世
界
に
お
け
る
文
字
の
舞
踊
へ
と
触
肢

　

そ
の
導
入
と
し
て
、
新
井
菜
穂
子
は
交
通
と
通
信
と
の
「
輻
輳
」
に
注
目
す
る
。
北
斎
は
飛
脚
が
巨
大
な
蜘
蛛
の
網
に
足
を
取
ら
れ
て

難
儀
す
る
戯
画
を
残
す
が
、
こ
れ
はKal

が
描
い
た
ネ
ッ
ト
上
の
蜘
蛛
の
奴
隷
と
な
っ
た
現
代
人
の
肖
像
と
も
対
比
す
る
に
値
し
よ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
のnet

は
、
あ
く
ま
で
も
流
通
回
路
で
あ
り
、
獲
物
を
捉
え
る
罠
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、w

eb

は
な
ぜ
か
蜘
蛛
同

様
の
捕
食
行
動
を
身
に
つ
け
、
利
用
者
は
回
路
の
輻
輳
に
悩
ま
さ
れ
る
。
利
便
性
の
追
求
が
現
在
で
は
様
々
なfake

の
温
床
と
な
り
、

人
間
と
機
械
と
の
境
界
も
揺
ら
ぎ
、
情
報
検
索
よ
り
も
情
動
紛
糾
が
優
位
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
う
し
た
電
子
環
境
の
な
か
で
、
身
体
的
な
知
は
い
か
に
伝
達
で
き
る
の
か
。
鋳
物
美
佳
は
こ
の
課
題
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
稽
古
事
の

実
践
記
録
か
ら
接
近
す
る
。
記
述
言
語
で
は
な
い
「
わ
ざ
言
語
」、「
ア
ウ
ラ
」
の
消
失
、
無
分
節
の
意
識
が
身
体
実
践
か
ら
検
討
さ
れ
る
。

以
下
は
編
者
の
勝
手
な
私
見
と
な
る
が
、
例
え
ば
能
舞
台
で
は
演
者
は
自
ら
が
包
ま
れ
る
環
境
に
共
振
す
る
必
要
が
あ
る
。
仕
舞
の
シ
テ

は
可
聴
域
の
外
に
広
が
る
低
周
波
・
高
周
波
に
身
体
を
浸
す
。
こ
れ
が
「
ア
ウ
ラ
」
な
ら
ぬ
気
配
だ
ろ
う
が
、
現
時
点
で
の
遠
隔
映
像
音

響
伝
達
装
置
で
は
、
こ
の
要
素
は
当
初
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
さ
ら
に
無
分
節
と
い
え
ば
、
主
語
と
述
語
と
の
分
節
に
馴
染
ま
な
い
同
化
、

自
己
の
空
無
化
に
よ
る
心
身
充
実
が
、
稽
古
事
の
提
要
を
な
す
。

　

続
く
尾
鍋
智
子
は
身
体
知
・
実
践
知
の
問
題
に
つ
い
て
、
科
学
論
の
立
場
か
らW

W
W

黎
明
期
の
思
想
へ
と
探
り
を
入
れ
る
。
編
者

な
り
に
言
い
換
え
る
と
、
人
工
の
蜘
蛛
の
巣
上
に
実
現
さ
れ
る
「
透
明
性
」「
公
開
性
」
は
身
体
性
を
「
曖
昧
」
な
雑
音
と
し
て
あ
ら
か

じ
め
排
除
し
た
偏
頗
な
閉
鎖
系
を
な
し
て
お
り
、
技
術
開
発
者
集
団
も
そ
の
閉
鎖
系
に
幽
閉
さ
れ
て
、
い
わ
ば
多
幸
状
態
の
感
覚
麻
痺
に

陥
り
、
自
ら
の
暗
黙
の
価
値
観
が
な
に
を
抑
圧
し
て
い
る
か
に
も
気
づ
か
な
く
な
る
。
果
た
し
て
心
身
は
電
子
媒
体
に
発
散
で
き
る
の
か
、

逆
に
電
子
情
報
は
霊
性
に
憑
依
で
き
る
の
か
。
こ
の
論
点
は
平
芳
や
鋳
物
の
論
考
と
撚
り
合
わ
せ
、
近
年
の
脳
科
学
の
知
見
が
直
面
す
る

臨
界
と
も
錯
綜
す
る
思
考
実
験
、
さ
ら
な
る
哲
学
的
考
察
へ
と
誘
う
。　

　

そ
こ
に
ひ
と
つ
の
突
破
口
を
探
る
の
が
、
藤
井
聡
太
の
将
棋
を
分
析
す
る
多
田
伊
織
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
差
し
手
の
演
算
は
、
モ
ン
テ
カ
ル

ロ
法
の
枝
分
か
れ
か
ら
確
率
論
的
に
最
良
の
手
を
「
評
価
値
」
と
し
て
数
量
化
す
る
。
だ
が
藤
井
は
Ａ
Ｉ
の
最
適
値
推
定
の
裏
を
掻
き
、

Ａ
Ｉ
が
不
適
切
と
し
て
切
り
捨
て
た
選
択
肢
を
逆
手
に
取
る
。
多
田
は
そ
こ
に
「
謫
仙
」
藤
井
独
特
の
詰
将
棋
の
蓄
積
と
空
間
認
識
力
と

を
想
定
す
る
。
編
者
と
し
て
は
、
樹
状
模
型
の
分
岐
を
別
回
路
で
短
絡
さ
せ
る
妙
技
に
、
蜘
蛛
の
巣
構
造
の
潜
在
性
を
仮
定
し
た
い
。

　

本
論
集
冒
頭
に
触
れ
た
と
お
り
、
都
市
が
文
化
的
洗
練
の
温
床
だ
っ
た
な
ら
、
蜘
蛛
手
な
す
都
市
構
造
にW

W
W

が
折
重
な
っ
た
現

在
の
複
合
環
境
網
に
抜
本
的
な
再
考
を
加
え
る
べ
き
時
機
を
迎
え
て
い
る
。
江
口
久
美
の
コ
ラ
ム
は
都
市
論
の
視
点
か
ら
歴
史
的
な
鳥
瞰
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あ
と
が
き

　

編
者
は
一
九
九
七
年
よ
り
二
〇
二
〇
年
ま
で
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
奉
職
し
た
が
、
そ
の
最
後
の
「
貢
献
」
と
な
る
べ
き
本

論
文
集
は
、
そ
れ
に
値
す
る
達
成
を
成
し
遂
げ
た
と
の
社
会
的
認
知
を
期
待
す
る
に
は
、
な
お
程
遠
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
に

よ
り
も
ま
ず
時
代
が
変
貌
を
遂
げ
、
も
は
や
三
十
余
年
前
の
「
日
文
研
」
創
設
時
の
理
念
、「
国
際
性
」「
学
際
性
」「
総
合
性
」
の
探
究

は
、
今
日
の
世
相
や
学
術
に
対
す
る
社
会
的
期
待
と
は
合
致
し
な
い
。
社
会
的
有
用
性
や
効
率
的
即
効
性
の
期
待
で
き
な
い
学
術
を
探
究

す
る
と
い
っ
た
理
想
は
、
も
は
や
時
代
遅
れ
な
夢
想
へ
と
色
褪
せ
て
し
ま
っ
た
。
不
要
不
急
の
事
業
に
割
く
余
裕
を
、
日
本
社
会
も
世
界

も
、
す
で
に
致
命
的
に
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
大
き
な
陥
穽
が
控
え
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
は
、
す
で

に
遅
き
に
失
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
認
識
の
一
班
は
、
先
立
つ
◆
「
成
果
概
要
：
本
論
集
の
目
論
見
と
論
文
集
の
構
成
」
の
冒
頭
に
記
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
編
者
と
し
て
本
論
文
集
に
期
待
し
た
意
図
を
、
些
か
大
袈
裟
な
が
ら
、
こ
う
し
て
「
遺
訓
」
と
し
て
残
す
こ
と
に
よ

り
、「
あ
と
が
き
」
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、「
蜘
蛛
の
巣
」
の
編
糸
の
本
性
と
し
て
、
そ
こ
に
は
意
図
し
た
獲
物
ば
か
り
が
捕
獲
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
狙
っ
た
対
象
を

逃
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
逆
に
意
図
せ
ぬ
大
物
が
引
っ
か
か
っ
て
、
網
そ
の
も
の
が
壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
、
頻
繁
に
発
生
す
る
。
本
編
著

は
、
方
法
論
と
し
て
、
そ
の
実
験
的
な
結
果
報
告
も
兼
ね
る
。
捕
ら
え
た
の
は
良
い
が
、
手
を
持
て
余
す
相
手
と
判
明
す
る
場
合
も
あ
れ

ば
、
蜘
蛛
の
糸
の
生
態
に
、
餌
食
の
ほ
う
が
捕
食
者
よ
り
も
遥
か
に
鋭
敏
な
理
解
を
示
す
折
節
も
ま
た
、
珍
し
く
は
な
い
。
も
と
よ
り
何

が
掛
か
る
か
わ
か
ら
な
い
捕
食
網
で
は
、trophy�display

を
試
み
て
も
、
ひ
ど
く
不
揃
い
な
展
示
と
な
る
こ
と
も
避
け
が
た
い
。
だ
が

偶
然
の
吹
き
寄
せ
は
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
収
集
品
た
ち
が
密
か
に
も
っ
て
い
た
互
い
の
親
和
性
や
異
質
性
を
際
立
た
せ
る
縁
と
も
な
り
、

そ
れ
が
結
果
的
に
、
展
示
の
舞
台
と
な
っ
た
蜘
蛛
の
巣
の
特
性
や
、
そ
の
（
女
）
主
の
性
向
や
正
体
を
暴
く
効
能
を
発
揮
す
る
余
得
も
あ

り
え
よ
う
。

　

特
定
の
目
的
を
設
定
し
、
そ
れ
に
向
け
て
合
理
的
な
計
画
を
立
て
、
予
定
さ
れ
た
道
程
を
踏
破
す
る
こ
と
で
、
目
標
を
達
成
す
る
。

を
伸
ば
す
。
蝿
は
蜘
蛛
の
巣
糸
の
粘
性
を
実
感
し
、
蜘
蛛
は
蝿
の
動
揺
を
触
知
す
る
。
両
者
は
同
一
の
世
界
を
異
質
な
対
極
で
体
験
す
る

が
、
そ
こ
に
は
或
る
旋
律
が
共
振
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
同
期
を
賢
治
は
「
蠕
虫
」
の
異
種
のtypography

に
託
し
た
と
す
る
の
が
、

平
倉
の
仮
説
と
な
る
。

　

こ
こ
に
は
空
海
の
「
蚑
行
蠕
動
な
ん
ぞ
佛
性
な
か
ら
ん
」（『
性
霊
集
』
）
も
は
る
か
に
木
霊
し
て
い
る
よ
う
に
編
者
は
夢
想
す
る
が
、

賢
治
の
肉
筆
や
特
注
活
字
に
は
、
異
種
生
物
間
の
魂
の
交
流
が
踊
り
、
生
態
系
の
網
目
を
弦
と
す
る
楽
曲
が
響
い
て
い
る
。
テ
ィ
ム
・
イ

ン
ゴ
ル
ド
の
『
ラ
イ
ン
』
を
も
導
き
の
糸
と
す
る
こ
の
論
考
に
誘
わ
れ
る
の
が
、
編
者
に
よ
る
最
終
論
文
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
言
及

は
こ
こ
で
は
差
し
控
え
る
。

　

付
随
す
る
コ
ラ
ム
で
は
、
鈴
木
洋
仁
が
社
会
科
学
理
論
に
着
目
し
、
期
待
あ
る
い
は
予
期
の
軌
道
が
「
蜘
蛛
の
巣
」
の
網
生
成
に
託
さ

れ
た
形
象
を
結
ぶ
こ
と
を
確
認
し
、liquid�m

odernity

と
「
蜘
蛛
の
巣
」
仮
説
と
の
親
和
性
、
あ
る
い
は
相
互
の
密
か
な
「
障
害
」
と

「
共
振
」
と
を
触
知
し
よ
う
と
試
み
る
。

　

論
集
を
締
め
く
く
る
君
島
彩
子
はhide

没
後
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
楽
曲
「
ピ
ン
ク
ス
パ
イ
ダ
ー
」
を
話
題
に
、「
死
」
と
い
う
空
隙
が
、

追
悼
の
営
み
の
う
ち
に
網
の
目
状
の
連
鎖
を
生
成
し
、
生
死
を
跨
ぐ
「
フ
ル
イ
」
と
「
シ
ズ
メ
」
の
霊
振
り
を
惹
起
す
る
現
場
に
肉
薄
す

る
。
音
曲
を
通
じ
た
「
輪
廻
転
生
」
の
伝
播
の
余
波
は
、
語
り
手
そ
の
人
の
実
存
に
も
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
網
の
目
を
張
り
巡
ら
す
。
観
察

者
と
そ
の
対
象
と
が
記
憶
の
な
か
に
交
錯
し
、
期
待
と
想
起
と
が
循
環
す
る
巴
を
描
く
。
蜘
蛛
の
糸
と
そ
の
描
く
紋
様
の
う
え
に
偶
々
吹

き
寄
せ
ら
れ
た
落
ち
葉
が
、
混
然
と
な
っ
て
、「
中
動
態
」
さ
な
が
ら
の
主
客
相
互
依
存
の
「
縁
」
を
か
た
ち
づ
く
る
。
そ
こ
に
、
本
論

集
が
目
指
し
た
「
無
明
」
か
ら
発
す
る
「
寂
光
」
を
感
知
し
た
い
。

【
注
】�

（
１
）　
「「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
は
何
の
予
兆
な
の
か
？
―
身
近
な
「
悔
い
改
め
」
へ
の
舵
取
り
の
た
め
に
」
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
広
報
誌
『
日
文
研
』

に
投
稿
、
六
五
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
刊
行
、
三
六
─
四
一
頁
。
こ
の
文
章
が
本
研
究
会
の
下
地
を
な
す
た
め
、
以
下
に
再
録
す
る
。

（
２
）　

以
上
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
五
月
十
五
日
段
階
の
執
筆
で
あ
る
。

あとがき
あとがき
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─
─
か
よ
う
な
合
目
的

な
学
術
研
究
が
、
す
で
に
袋
小
路
に
陥
っ
て
居
る
こ
と
へ
の
告
発
も
、
こ
の
常
軌
を
逸
し
た
共
同

研
究
が
そ
も
そ
も
の
念
頭
に
お
い
た
企
て
の
一
端
で
あ
る
。
案
の
定
、
そ
う
し
た
無
謀
な
計
画
が
科
学
研
究
費
補
助
金
事
業
の
採
択
案
件

0

0

0

0

と
な
る
状
況
な
ど
、
期
待
す
る
ほ
う
が
非
常
識
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
と
は
い
え
、
対
象
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
異
分
野
の
方
法
を

ス
コ
レ
ー

仮
初
の
「
蜘
蛛
の
巣
」
の
う
え
に
展
翅
し
て
、
そ
こ
に
し
ば
し
思
索
を
巡
ら
す
有
閑
す
ら
も
、
反
社
会
的
行
為
と
し
て
糾
弾
さ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
蜘
蛛
を
検
察
官
と
す
る
管
理
社
会
の
悪
夢
が
、
現
実
の
も
の
と
な
り
か
ね
ま
い
。
予
期
さ
れ
る
獲
物
ば
か
り
を
予

定
調
和
で
把
捉
す
る
「
通
常
科
学
」
に
潜
む
循
環
論
法
の
盲
点
を
再
認
識
す
る
こ
と
も
ま
た
、「
蜘
蛛
の
巣
上
の
無
明
」
に
期
待
さ
れ
る

営
み
な
の
だ
か
ら
。

＊

　

本
論
集
の
編
集
に
際
し
て
は
、
松
井
美
苗
、
春
藤
献
一
、
打
本
和
音
の
三
氏
か
ら
惜
し
み
な
く
頂
い
た
、
献
身
的
な
ご
尽
力
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
研
究
会
に
集
い
、
貴
重
な
ご
寄
稿
を
頂
い
た
執
筆
者
の
皆
様
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
御
礼
申
し
上
げ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
で
の
、
大
学
や
研
究
機
関
、
さ
ら
に
は
社
会
全
体
を
覆
う
閉
塞
や
悪
化
す
る
一
方
の
研
究
環
境
、
さ
ら
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

ロ
シ
ア
侵
攻
に
伴
う
様
々
な
障
害
は
、
こ
の
論
集
刊
行
に
も
無
視
で
き
な
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
年
度
末
納
品
な
ど
の
単
年
度
予
算
の

都
合
に
関
わ
る
日
程
上
の
逼
迫
か
ら
、
当
初
ご
寄
稿
を
希
望
さ
れ
な
が
ら
、
本
書
へ
の
ご
論
考
収
録
を
果
た
せ
な
か
っ
た
方
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
カ
ヴ
ァ
ー
と
本
扉
に
は
、
君
島
彩
子
様
か
ら
、
編
者
の
意
図
を
満
た
す
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
見
事

な
作
品
の
ご
提
供
を
得
た
。
ま
た
白
石
恵
理
様
に
は
、
編
者
の
手
の
回
ら
な
い
繁
忙
状
況
か
ら
、
校
正
の
全
般
に
か
た
じ
け
な
い
ご
助
力

を
賜
っ
た
。
戦
暁
梅
様
に
は
原
稿
の
中
国
語
訳
を
お
願
い
し
、
コ
ー
デ
ィ
ー
・
ポ
ー
ル
ト
ン
先
生
か
ら
は
編
者
英
語
原
稿
に
斧
正
を
頂
い

た
。
さ
ら
に
、
末
筆
と
な
り
恐
縮
だ
が
、
大
部
で
売
れ
行
き
な
ど
元
よ
り
期
待
で
き
な
い
論
文
集
の
刊
行
を
、
採
算
度
外
視
で
快
諾
し
て

く
だ
さ
っ
た
花
鳥
社
の
橋
本
孝
社
長
、
編
集
担
当
の
大
久
保
康
雄
氏
の
周
到
綿
密
な
お
仕
事
に
も
、
長
年
の
ご
友
誼
へ
の
御
礼
も
含
め
、

改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
五
日　

京
都
洛
西
に
て

編
者　

稲
賀
繁
美
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欧文要旨
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Then,� how� to�make� an� investigation� into� this� cobweb?�PartⅡ� proposes�
methodologies�in�research.�Ecological�thinking�calls�for�kind�of�networking�which�
happened�to�be�provided�by�the�Imperialism�and�Colonialism�at�the�end�of� the�
nineteenth�century.�The�expansion�of�the�Japanese�emigration�to�Brazil�was�no�
exception�and� Japanese�exodus� to�Manchuria� changed� its�destination� in� the�
1930s.�The�mesh�of� transmitted� information�as�well� as� the�mass�of�deported�
population� in� slavery� also� challenges� a�mechanical� cause-and-effect-� type�
centrifugal�politics�and�philology.�It�is�rather�the�Centers�(metropolis�in�Empires)�
which�are�affected�by�the�Peripheries� (regional�colonies).�Here�the�relationship�
between� the�predator�and� its�victim� turns�out� to�be�ambivalent� and�mutual�
dependent.�Animals�also�cannot�always�act� in�subordination�to�human�beings.�
Such�upside-down�reversal�questions�conventional�methodologies�of�academic�
approach.�Further,�it�turns�out�that�the�imaginary�creatures�like�yōkai�（like�the�
giant�spider,�Tsuchi-gumo）are�now�making�their�intrusion�into�the�real�world�of�
childrenʼs�daily�experience�through�internet.��Entangled�in�the�spiderʼs�web-like�
traps�and�snears,�iconography�and�archival�researchs�also�reveal�the�necessity�of�
renewal�in�documentation�methodology.
Instead�of�using� the�spiderʼs�web�as�a� target�of�observation,�PartⅢ�proposes,�
therefore,� to�grasp� the�ecological� social�dynamics�as�a� living�economy�of� the�
spider.�The�spider�here� is�no� longer�a�model� to�be�projected�onto� � the�reality.�
Rather,� the� reality� constitutes� the� spider.� � Indeed,� spider� from� the�African�
mythology�crosses�the�Atlantic�Ocean�so�as�to�provide�the�Caribbean�slaves�and�
their�descendent�with�the�tactics�for�their�survival.�The�propagation�of�Chinese�
classics� of�Taoism�also� testifies� to� its� impact� in� the�West� for� the� spiritual�
awakening.�The� lines�of� transmission�are�reconstructed�as� if� tracing�a�spiderʼs�
thread.�The�collecting�of� the�oral� tradition�by� folklorists�also� incarnates� the�
cobweb� system� in�modernizing� society.� It� inevitably� reveals� a� fundamental�
dilemma�of� trapping� living�orality�so�as� to�engrave� it�onto� the� tombstones�of�
written�definitive�editions.�The�same�is�true�of�the�railway�network.�The�state-
run�capitalism,�with� its�elaborated�spy�network,�could�not�help�providing,�as�a�
side�effect,� the�seedbed� for� the�awakening�of� the� laborʼs�consciousness.� Japanʼs�
Christian�delegation�to� the�Vatican� in� the�seventeenth�century,�as�well�as� the�
contact�of�human�species�with�the�unknown�“divinity� in�the�water”�in�folklore,��
pinpoints� the�circumstances� in�which� the�conventional�perception�of�order�of�
things�is�suddenly�toppled�down�as�if�caught�by�an�invisible�spiderʼs�web.

Summary�

Avidya on the Spider’s Web
In Search of Psycho-somatic Ethics in the Age of Meta- and Multi-verse
� Inaga�Shigemi

Avidya�is�the�negation�of�knowledge�or�learning.�Ignorance�leads�to�doubt.�“Stray�
sheep”�in�Christianity�is�literally�“in�astray”�in�the�avidya.�One�may�recall�that�to�

“go�astray”�is� famously� linked�to�“error”�by�Martin�Heidegger….�The�present�
volume�starts�with�the�assumption�that�the�human�species�is�now�trapped�in�a�
huge�spiderʼ�web�which�we�call�World�Wide�Web.� In�ancient� India,� the�spider�
occupying�the�center�of� the�cobweb� is� tramming�threads�of� illusions� -maya-� in�
which�we�are�caught.� In�Japanese�“spider”�and�“cloud”�happen� to�share� the�
same�pronunciation:�“kumo.”�The�knowledge� shared�by� the�“crowd”� is�now�
entrusted� to� the�“cloud”� (again� the� same�pronunciation� in� Japanese-English;�

“kuraudo”)�floating�on�the�air�of�the�WWW�system.�Victor�Hugo�in�exile�looked�
up�the�sky�and�the�floating�cloud�through�a�spiderʼs�web.�Friedrich�Nietzsche,�
talking�of� the�Eternal Return,�did�not� fail� to�mention�a�spider�at�night.�Sure�
enough�that�he�was�secretly�referring�to�the�Indian� idea�of�“Maya�spider,”�the�
mistress�who�presides�over�the�world�of�knowledge�as�illusion�and�“prisonnière”�
of� the�web�she�has�spin�by�herself� in� the�circular�realm�which� the�Uroboros�
encloses�by�eating� its� own� tail.� �And�Marguerite�Yourcenar─her�pen�name�
being�based�on�anagram─,�left�in�1982,�Le Tour de la prison,�mainly�treating�her�
voyage�in�Japan.
Guided�by�such� literary�and�visionary� imaginations,� the�papers�collected� in�the�
volume�investigate�into�this�“Prison”�of�the�spiderʼs�web.�The�PartⅠ�invites�the�
readers� to� follow� the� ramifications� of� spiderʼs�web�which� covers� the�world�
literature.�Comparative�literature�relates�to�the�Tour du monde�by�plant-hunters.�
Christian�missions� all� over� the�world� also� developed� the�web� on�Earth.�
Contemporary�artists�also�refer� to�spiderʼs�web� in�search�of� infinity�and�self-
obliteration.�The�Digital�network,� in� the�meanwhile,� cannot�be� free� from�the�

“ghost,”�a�noise�which�the�information�theory�wished�to�get�rid�of,�in�vain…�and�
which� is�now�metamorphosing� into�avatars� in� the�multi-�and�meta-verse.�The�
range�and�width�of�the�cobweb�as�metaphor�and�symbols�are�thus�put�into�the�
focus.

欧文要旨
欧文要旨
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attunement.�Ecological� truth�of�circulation�between� the�eating�and� the�eaten�
creates� the�music�of� life�and�death.�This�eternal�circle� lies�as�a�cradle� in� the�
generating�of� typographical� lines�of�Kenjiʼs�poetical�dance�of�handwriting.�A�
classical� theory�of�social� science�on� the�expectation,�called� the�cobweb�model,�
may�also�be�helpful�to�understand�the�ecological�dynamics�of�the�so-called�“liquid�
modernity”(Z.� Bauman).�And� recent�methodological� criticism� in� cultural�
anthropology� in�terms�of� the�“ANT�vs.�SPIDER”�controversy� (B.�Latour�vs.�T.�
Ingold),�would�also�bring�out�the�potential�of�the�present�endeavor.
The� last�paper�of� the�volume� touches�upon� the�web�connecting� the� life� and�
death.�It�is�in�the�act�of�mourning,�in�the�Actus Tragicus,�that�the�web�intensifies�
its� rhythmical�vibration� so�as� to�appease� the�grief� of� irremediable� loss.�The�
Buddha-�nature�of�liberation�(hotoke)�consists�of�“releasing”�(hodoku�vt.,�hodokeru�
vi.),� rather� than�accumulating�and�concentrating.�The�dialogue�with� the� loved�
one� cannot�be� achieved�either� in� active�voice� or� in�passive�voice;� a� sort� of�

“middle-voice”�plays� the� crucial� role.�Neither� exoteric�banality�nor� esoteric�
irrelevance,�a�“mesoteric”�passage� is�assured�here�through�the� fragile�Spiderʼs�
Web,� in� the�guise�of� an� imaginary�bridge� (as� is� clearly�noticed�by�Friedrich�
Nietzsche).�Can�we�perceive�here�the�“silent�illumination,”�which�some�Buddhists�
feel�emanating�from�beyond�the�web�of�Avidya?

This�leads�to�Part Ⅳ,�which�focuses�on�the�contemporary�urban�environment�in�
which�the�relation�of�body�and�the�city�has�been�drastically�modified�with�the�
overwhelming�predominance�of�the�digital�media.�The�history�of�urban�planning�
and�several�examinations�of� the�status quo�of� the�asteion�serve�as� the�starting�
point�of� the�problematics.�By�definition,� the� internet� is�a�circuit�which�should�
contribute�to�an�easier�and�faster�flow�of�data�and�information.�Yet,�in�reality,�it�
frequently�causes�unexpected�congestions,�hindering�the�smooth�connection.�Like�
the�cobweb,�the�W.W.W.�captures�us�as�if�we�were�its�preys.�The�S.N.S.�causes�
more�emotional� troubles,�─hate,� fear,�malice�or� spite─instead�of� serving�as�
neutral�research�engine�for�the�sake�of�efficiency�in�searching�operations.�What�
are� the�causes�which�are�hindering�psycho-somatic�relations?�What� is�wrong�
with� the�artificial� intelligence?�Where�did� the�pioneers�of� the� I.C.� technology�
misunderstand�the�definition�of�“intelligence”?�History�of�science,�philosophical�
analysis�of�the�learning�through�bodily�experience,�as�well�as�a�survey�of�the�top-
ranking�game�players�of�shogi,�provide�keys�to�answer�these�questions,�though�
the�final�solution�remains�still�to�be�awaited�in�the�future.
Part V� tries� to�ramp�up�the�volume� in�reference� to� the�“Language�Turn.”�In�
fact,�textile�and�text�share�their�etymology,�and�the�cobweb�could�have�been�the�
originating�model� for�human digital� invention.�Human� language,�defined�as�
based�on�double�articulation,�is�also�a�web�system.�Vocabulary�and�the�semantic�
field�are�overlapping�the�world�so�as�to�articulate�the�cosmos�(A.�Humboldt)�into�
words�which�the�syntax�coordinates� into�a�system�consisting�of�subject,�verb,�
and�object,�etc.�Yet�the�web�of� language�cannot�be�perfect,�as�Thomas�Carlyle�
put�it�in�his�Sartor Resartus.�It�is�through�the�crisis�of�language,�by�its�fracture,�
that� the� limit�of�human�cognition� is�revealed.�An�anagram�may�be�one�of� the�
keys�through�which�to�peep�into�the�“wound”�of�the�linguistic�web.�The�Autism�
spectrum�disorder�would� be� another� key� to� discover� the� still� unclarified�
mechanism�of�human�intelligence.�
Just�like�the�broken�cobweb,�the�human-made�theories�are�destined�to�be�refuted�
and�eternally�renovated�so�as�to�catch�the�yet�unknown�truth.�Just�as�the�spider�
is�working�hard�every�night�to�repair�or�renew�its�broken�web,�the�human�being�
is�also�doomed�to�toil�at� its�daily� tasks.�We�are�no� longer�sure� if� the�spider� is�
predator�or� the�cobwebʼs�own�slave�and�victim.�The�Japanese�poet,�Miyazawa�
Kenji�saw�in�the�interplay�between�the�devouring�spider�and�the�trapped�fly,�a�
musical�Kontrapunkt�through�which�two�opposed�melodies�begin�to�combine� in�
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序論
稲賀繁美�

（1）フリードリッヒ・ニーチェ『ツァラストラかく語りき』佐々木中訳、河出書房新社・河
出文庫、2015：471. なお、「序論」の、この注引用部に先立つ箇所は、すでに『アステ
イオン』097号、2022年11月30日刊行に掲載されている。本誌創刊者・故・山崎正和へ
の hommage を兼ねることを、ここに書き添えたい。今回、学術出版に伴い、細部に加
筆を加えたほか、必要な図版を変更した。『アステイオン』編集部に謝意を申し述べる。
また本稿を同誌にご推薦いただいた、編集委員の張競氏にも、この場を借りて厚く御礼
申し上げたい。

（2）J. Bollen et al., eds. Clickstream Data Yields High-Resolution Map of Science, PloS ONE 4(3),
2009. 以下参照：赤木昭夫　2013：272－294とりわけ282－284。

（3）この三分野の収斂を視野に、本研究の準備段階での基盤として、その総合的な検討を目
指した科学研究費補助金申請書類は、本書巻末に添付資料として収めてある。

（4）一般書として、以下を参照する。浅間茂　2022、馬場友希、鈴木佑弥・谷川明男
2021、中田兼介　2019。

（5）稲賀繁美　2017：「ナム・ジュン・パイクと仏教思想：「没後10年2020年　笑っている
のは誰？　？ +？＝？」展より」『あいだ』第231号、2017年１月20日：2-14。

（6）提唱される理論への入門としては最適とはいえず、従来の社会科学の問題点の指摘と著
者の自己弁護の姿勢が強く、実業界の学術志向に迎合した出版物との批判も多いが、以
下を挙げる。Bruno Latour 2005: Reassembling the Social: An Introduction to Actor-Network-
Theory (Clarendon Lectures in Management Studies), Oxford University Press.

（7）Beb Goldfarb 2019: Eager,The Surprising Secret Life of Beavers and Why They Matter, Chelsea
Green Pub Co. 邦訳：ゴールドファーブ　2022。

（8）稲賀繁美　2015：「ビーヴァーのダム――「境界を越えた知識伝播」をめぐる統合的接
近法　ゲッティンゲンの会議から⑴」『図書新聞』3228号（連載155）、2015年10月31日。

（9）Jeffery Hawkins 2021: A Thousand Brains，A New Theory of Intelligence, Basic Books.　邦訳は
ホーキンズ、ジェフ　2022：158。本書の定義する「知性」を尊重するかぎり「特異点」
は到来しない理屈となるが、これは循環論法だろう。小脳や海馬と大脳皮質とを二項対
立的に対比させがちな論点の問題も含め、本書への詳しい批判的検討には、場所を改め
た い。予 備 的 考 察 と し て は、Shigemi Inaga 2020 :“Cultural Gap, Mental Crevice, and 
Creative Imagination: Vision, Analogy, and Memory in Cross-Cultural Chiasms,” Journal of 
Aesthetics and Phenomenology, London: Routledge, online publication, 18pp.

（10）「火 付 け 役」と な っ た 書 籍 と し て Ray Kurzweil 2005, The Singularity Is Near: When 
Humans Transcend Biology, Viking Adult. 邦訳はカーツワイル、レイ　2007、井上健監訳、
NHK 出版。またホーキンスの立場とは対極をなし、人知では制御不能な事態の到来を
予見する見解として、以下。James Barrat, Our Final Invention,The Artificial Intelligence and 
the End of the Human Era, 2013, Thomas Dunne Books.　邦 訳：バ ラ ッ ト、ジ ェ イ ム ズ
2015。

（11）以 下、稲 賀 繁 美「蜘 蛛 の 巣 と し て の 電 子 テ ク ス ト ― そ の 来 歴 と 現 在」Edoardo
Gerlinl’n、河野貴美子編『古典は遺産か？　日本文学におけるテクスト遺産の利用と再
創造』アジア遊学261、勉誠出版、2021年10月20日、208-219頁の記述から敷衍した箇
所 を 含 む。な お、本 稿 を 発 展 さ せ た 英 語 原 稿 Shigemi Inaga, “Textual Heritage in the
digital universe of an immense ‘spider’s web’,” が Andre Giolai, Edoardo Gerlini (ed.) Textual
Heritge, Berghahn Books （仮題）として目下編集中。

（12）Michael Polanyi, The Tacit Dimension, Doubleday Anchor Books, 1966. 邦訳はポランニー、
マイケル　2003。　

（13）クモの分解能力の総量測定については、中田　2019：187-188。近年、一般向きの書
籍もふくめ、こうした価値観の問い直しが浸透している。顕著な例として、藤原辰史
2019,　Marlin Sheldrake, Entangled Life, How Fungi Make Our Worlds, Change Our Minds &

Shape Our Futures, 邦訳はシェルドレイク、マーリン　2022。
（14）「輪廻転生」の循環モデルを「積極的な投企」として抜本的に読み替える作業それ自体

がいかに文化交流史上で「輪廻転生」を閲してきたかについての分析は、Inaga Shigemi 
“Kuki Shūzō and the Idea of Metempsychosis: Recontextualizing Kuki's Lecture on Time in 
the Intellectual Milieu Between the Two World Wars,” Japan Review, no. 31, International 
Research Center for Japanese Studies, 2017, pp. 105-122. を 参 照 さ れ た い。邦 訳 は 稲 賀
2022。またそれを西欧文化史の理論構築と交差させる試みは、Shigemi Inaga „Weg (Dō) 
– Rahmenlosigkeit – Verlauf: Eine Reflexion auf ‚Japanisches‘ in der Kunst“in: Yasuhiro
Sakamoto, Felix Jäger, Jun Tanaka (Hrsg.): Bilder Als Denkformen: Bildwissenschaftliche Dialoge
Zwischen Japan Und Deutschland. Berlin: De Gruyter, 22.Juni.2020, pp. 127-144.　邦 訳 は、
稲 賀　2019、お よ び Didi-Huberman, “Image survivante” と 交 錯 さ せ る 試 み は、稲 賀
2006。さらにその理論的展開としては、稲賀2019-b、稲賀 2021も参照。

（15）SDGs に対する根源的な批判としては、稲垣諭　2022。
（16）「地球＝水洗便所説」は、梅棹忠夫の実現しなかった企画に見られる構想。以下参照：

稲賀「梅棹忠夫「知的先覚者」の善用のために：国立民族学博物館「ウメサオタダオ展」
より」『図書新聞』第3022号（連載125）、2011年７月16日。

序章【コラム】
無明からの照射

第１部
芸術家としての蜘蛛の
系譜
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稲賀繁美�
（1）ティム・インゴルド『生きていること　動く、知る、記述する』（柴田崇 / 野中哲士 /

佐古仁志 / 原島大輔 / 青山慶 / 柳澤田実訳、左右社、2021年11月10日刊）。なお本書に
ついては、より早い段階の書評が、稲賀「「人類学的思考」 と、「東洋 / 日本哲学」 との
斬り結びの可能性にむけて」として『日本哲学史研究』2022年度版19号にオンライン
掲載される予定であることをお断りする。本稿はこれを、本編著の意図に沿って増補し
た。以下、原則として、インゴルドを「原著者」とし、稲賀を「編者」と表記する。

（2）東洋哲学を専攻する小倉紀蔵は近著『弱いニーチエ―ニヒリズムからアニマシーへ』（ち
くま選書、2022年、158-9頁）で、筆者の「蜘蛛の巣」構想に言及し、それを松島健『プ
シコナウティカ　psico-nautica―イタリア精神医療の人類学』（世界思想社、2014年）に
依拠しつつ、ティム・インゴルドの仕事の近傍に位置づけ、小倉自身の「アニマシズム」
へと架橋している。本章は、この小倉の貴重な指摘への筆者からの補遺となる。また筆
者の松島の仕事への評価の一班は、「触れること・触れられること・擽ること: 「中動態」
から社会正義の根幹を問い直す⑶」『図書新聞』3314号（連載178）、2017年８月５日を
参照されたい。こうした意想外の「錯綜」や「交通」が「蜘蛛の巣」の生態の「生きた
比喩」métaphore vive-Paul Ricoeur をなすことについては、拙稿「九鬼周造と輪廻転生
――両大戦間の知的環境における「時間論」の位置」吉永進一、岡本佳子、莊千慧編著

『神智学とアジア　西からきた〈東洋〉』青弓社、2022年8月29日、206-225頁、とりわ
け「生きた隠喩」（208頁）、「交通」（216頁）を参照されたい。

（3）Alfred Gell の遺著 Art and Agency, Oxford U.P. 1998は、その一貫した記述の体系性と理
論構築および作品分析の鋭さにおいて歴史に残る名著であり、従来の「藝術」理念を一
新している。ただ理論的前提としての agency の定義は、あくまで欧米の学術側に内在
する問題を克服するために必要な道具立てで、本論の立場からいえば特殊なひとつの「蜘
蛛の巣」の布置および理解に他ならず、以下ではジェルが agency 概念により乗り越え
ようとした方法論的な困難を、別の方向から克服することを試みる。本稿末尾を参照さ
れたい。なお Gell の本書への筆者の称賛を交えた詳細な分析と評価とは、場所を改め、
Hans Belting, Bild-Anthoropologie, München, Wlilhelm Fink Verlag, 2001; ハンス・ベルティ
ング『イメージ人類学』仲間裕子訳、平凡社、2014年及び Carlo Severi, Il percorso e la
voce, Torino, Giulio Einaudi, 2004; カルロ・セヴェーリ『キマイラの原理』水野千依訳、
白水社、2017年への考察をも交えつつ、別途の機会に展開したい。その発端に過ぎな
いが、以下参照：稲賀繁美「五感では不可触な領域との接触を、いかに物質のうちに定
位するか？　木俣元一・佐々木重洋・水野千依（編）『聖性の物質性―人類学と美術史
の交わるところ』（三元社）をAlfred Gell, Art and Agency, An Anthropological Theory（Oxford
University Press, 1998）ほかと交差させて読む」『図書新聞』3567号8面、2022年11月19
日付。またこの間、筆者が見落としていた論文集、古谷嘉章・関雄二・佐々木重洋（編）

『「物質性」の人類学―世界は物質の流れの中にある－』同成社、2017年のご恵投を得た。
本来なら本稿に盛り込むべき知見や検討すべき論点を多く含み、筆者として応答すべき
案件も多いが、注記のみに留め、「web 撚り合わせ」には他日を期したい。

（4）Shigemi Inaga, “Kegon/Huayan 華厳 View and Contemporary East Asian Art: A
Methodological Proposal,”  Cross Sections vol. 5, The National Museum of Modern Art, Kyoto,
March 20, 2013, pp.2-25. 韓国語版は、稲賀繁美 “Kegon/ Huayan 華厳 View and
Contemporary East Asian Art: A Methodological Proposal,”　洪善杓先生研究三十周年記念
論『홍선표 편『동아시아 미술의 근대와 근대성 / 東アジア美術のモダンとモダニティ
ー/ 東亜美術的近代和近代性』서울 , 학고재 , 2009, pp. 221-250.

（5）Shigemi Inaga, “Ikanobori et tako dans la littérature haïkaï et les arts plastiques--sonde
fantôme entre le passé et le présent, la terre et le ciel,” in Cécile Laly (éd.), Cerfs-volant du
Japon, à la croisée des arts, Nouvelles Éditions Scala, 2021, pp. 38-45.

（6）稲賀繁美「メディア的身体に向けて：「お稽古事」大衆文化における「身体と感性」」『赤
門合氣道』令和３年度、第62号、東京大学合気道部赤門合気道倶楽部、2021年12月11日、
68-75頁。本稿はフランス語未刊原稿の自由な日本語訳。フランス語原文は2019年に執
筆だが、現在なお版元で刊行準備中。

第５部
「蜘蛛の巣」状モデル
の学術的有効性に関す
る学説史的考察

（7）稲賀繁美「マルセル・グリオールとアマドゥ・ハムパテ・バとのあいだ：可視の知識と
不可視の知恵と」『ARGO XVII Invisible』（アルゴ17号）、東京大学教養学部フランス分
科アルゴ編集委員会、2006年４月１日、257-263頁。

（8） Shigemi Inaga,“Is Art History Globalizable? A Critical Commentary from a Far Eastern Point 
of View,” ed. James Elkins, Is Art History Global? , 2007, New York: Routledge, pp.249-279, 
384-90.

（9）稲賀繁美「解説　歴史哲学としての『中國書史』―その 「詩想」 の 「うつわ」 と 「うつ
し」」石 川 九 楊 著 作 集　別 巻 Ⅱ『中 國 書 史』2017年５月９日、899-903頁。お よ び、
Shigemi Inaga,“Utsushi and Utsuroi: Imprint and Transience,” Magdalena Durda-Dmitruk,
ed., Poland–Japan. Contemporary Art and Artistic Relations, World Art Studies & Tako
Publishing House, Warsaw–Toruń, 2019, pp. 21-27.

（10）稲賀繁美「奈落と渦巻」『接触造形論：触れあう魂、紡がれる形』名古屋大学出版会、
2016年、第２部第２章、とりわけ186-88頁。本章は国際会議でのフランス語による未刊
のコメントに依拠する。

（11）以下、引用括弧中、最初の italic は英文原典、Tim Ingold, Being Alive, Essays on Movement,
Knowledge and Description, London & New York: Routledge, 2022の頁数、通常の算用数字
は和訳の該当頁数を記載する。

（12）Shigemi Inaga, “Yukio Yashiro(1890-1975) between the East and the West in Search of an
Aesthetic Dialogue,” in Krystyna Wilkoszewska, ed., Aesthetics and Cutures, Universitas,
Krakow, 2012, pp. 43-59. Shigemi Inaga, „Weg (Dō) – Rahmenlosigkeit – Verlauf: Eine
Reflexion auf ‚Japanisches‘ in der Kunst. “ In: Yasuhiro Sakamoto, Felix Jäger, Jun Tanaka
(Hrsg.): Bilder Als Denkformen: Bildwissenschaftliche Dialoge Zwischen Japan Und Deutschland.
Berlin: De Gruyter, 22.Juni.2020, pp. 127-144. 岡倉覚三『茶の本』の道徳経英訳について
は “Kuki Shūzō and the Idea of Metempsychosis: Recontextualizing Kuki’s Lecture on Time in
the Intellectual Milieu Between the Two World Wars,” Japan Review, no. 31, International
Research Center for Japanese Studies, 2017, pp. 105-122.

（13）小泉八雲ことLafcadio Hearnが愛したこの朝露の水滴の比喩については、稲賀繁美（編）
『映しと移ろい : 文化伝播の器と蝕変の実相』 花鳥社、2019年、冒頭 / 扉裏の注記を参
照されたい。

（14）大気圏の対流については、前掲拙著『接触造形論』138-141頁。地学的想像力も含め『絵
画の臨界』名古屋大学出版会、2014年のプロローグで提唱。その意味は本稿の「5」の
末尾にいささか敷衍する。

（15）Shigemi Inaga, “A“Pirates’ View”of Art History,” Review of Japanese Culture and Society, vol.
XXVI, Josai University, December 2014, pp. 65-79. Shigemi Inaga (ed.), A Pirate’s View of
World History ― A Reversed Perception of the Order of Things From a Global Perspective, The 50th
International Research Symposium 第50回国際研究集会，International Research Center for
Japanese Studies 国際日本文化研究センター, 2017。および稲賀繁美（編）『海賊史観か
らみた世界史の再構築：交易と情報流通の現在を問い直す』思文閣出版、2017年。

（16）Shigemi Inaga　前掲（注４）“Kegon/Huayan 華厳 View and Contemporary East Asian
Art:　冒頭注参照、pp. 18-20.

（17）稲賀繁美「感情移入と気韻生動とのあいだ――発散と収束：重訳の重畳と訳し戻しの
逸脱とのあいだ」Around Einfühlung and Qiyun Shendong『比較文学研究』107号、2022
年１月20日、34-51頁；pp. 2-3. なおその原型となった英語論文の発展形は Shigemi
Inaga, “Classical Chinese Aesthetic Ideals meet the West: Modern Japanese Art as a Contact
Zone, “ Japan Review 37 (2022): 7–28 (in print) として刊行予定。

（18）稲賀によるフルッサー批判は、モノ学・感覚価値研究会アート分科会編『物気色
(MONOKEIRO)』美学出版：日英語併記、2010年12月１日に収録の論考：「モノの気色：
物質性より立ち昇る精神の様相」“Spirits (Keshiki) Emanating from Objecthood (Mono):
Or the Destiny of the In-formed Materiality,” 64-82頁。

（19）評者による「工藝」復権の提唱は、前掲『接触造形論』第３部第５章および『伝統工
藝再考』思文閣出版、2007年。国際学会での英語基調講演としては “Toward a Social
Design in the Era of globalization: A New Task of the Design History,” ICDHS (The
International Conference on Design History and Design Studies), Department of Industrial
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and Commercial Design, National Taiwan University of Science and Technology, Taipei, 
Taiwan, October 26-28, 2016.

（20）稲賀繁美「マイケル・ポランニーのことなど」麗澤大学比較文明研究センター編『伊
東俊太郎博士古稀記念文集』行人社、2000年、192-195頁。

（21）この場では意を尽くせないが、以下の拙文書評を参照されたい。「収斂と発散、反転す
る 「両界曼荼羅」：「阿頼耶識」 「如来蔵」 から発芽する霊性――安藤礼二著『熊楠――
生命と霊性』（河出書房新社）を読む」『図書新聞』3494号（連載216）、2021年５月１日；

「「二而不二（ニニフニ）」 と 「豪猪（ヤマアラシ）のジレンマ」 土宜法龍（どき・ほう
りゅう）という産婆が孵化させた熊楠曼荼羅の舞台裏――小田龍哉著『ニニフニ――南
方熊楠と土宜法龍の複数論理思考』（左右社）を読む」『図書新聞』3500号（連載218）、
2021年６月19日。

（22）前掲（注５）Shigemi Inaga, “Ikanobori et tako…” 参照。および公開講演：「稽古論」第
69回日文研学術講演会、国際日本文化研究センター、2022年１月７日。なお、関連す
る論考を筆者は以下として口頭発表している。Shigemi Inaga, “Corps médial dans la 
pratique des arts martiaux au Japon ; Un autre sixième art ou une facette ignorée du Néo-
japonisme ? » conférence internationale au Collège de France, « Néo-japonisme 1945-1975 », Paris, 
12-13 mai, 2022. 本会議の筆者による参加記録は現時点では非公開だが、概要は以下：
稲賀繁美「ネオ・ジャポニスムの可能性――相互変容の循環とその空隙とに、多文化交
渉の無何有郷を探る」『図書新聞』3558号（連載233）、2022年9月10日、8面。

（23）評者による同様の問題意識への言及は：Shigemi Inaga, “Cultural Gap, Mental Crevice, 
and Creative Imagination: Vision, Analogy, and Memory in Cross-Cultural Chiasms,” Journal 
of Aesthetics and Phenomenology, London:Routledge, 9 Jun 2020, Published online, 18pp. お よ
び「超越視覺文化的觸覺感知：重新定義博物館學中的數位化的全球尺度模型　Haptic 
Sensations Beyond Visual Culture: Redefining “Modernity,” in Museology so as to Readjust 
the Digitized Global Scale Model」『現代美術　Modern Art』北雙特刊 Taipei Biennal 2016 
第183号、中華民國105年、季刊・12月出版、臺北市立美術館発行、2016年12月、62-75頁。

（24）Shigemi Inaga,“Japanese Philosophers Go West: The Effect of Maritime Trips on Philosophy 
in Japan with Special Reference to the Case of Watsuji Tetsurō (1889-1960),” Japan Review, 
no. 25, 2013, pp. 113-144.

（25）理論化傾向に伴う次元の縮減と座標軸の限定が孕む危険については、稲賀繁美「知性
の再定義に向けて：理論的還元の限界と、全体論的把握への誘惑のはざまで」『視覚の
現場：四季の綻び』Vol. 2、醍醐書房、2009年８月21日、35-37頁。

（26）Tsudzumi Tsunejoshi,  »Rahmenlosigkeit des japanischen Kunststils «, Zeitschrift für Äesthetik 
und Allgemeine Kunstwissenschaft, 22/1, 1928, SS. 46-60. 金田晉「額縁の構造」『美学』112号，
197； 小田部胤久「鼓常良と無框性の美学」『美学芸術学研究』25，東京大学，美学芸
術学教室、2008、185-6頁、および稲賀繁美「藝術という名の「枠組み」を問い直す：
鼓常良 Rahmenlosigkeit 再考」『あいだ』第165号、2009年10月20日、34-40頁。

（27）「テーセウス・コンプレックス」とも呼ばれる永続性の幻想とその代替としての「造替」
が孕む、主意的な歴史抹消による無名性の獲得と、永劫回帰の政治学の巧緻については、
Shigemi Inaga,  «La vie transitoire des formes-Un patrimoine culturel à l’état d’eidos flottant», 
Le Sanctuaire d’Ise : Récit de la 62e Reconstruction, Sous la direction de Jean-Sébastien Cluzel et 
Nishida Masatsugu, Mardaga, 2015, pp. 145-155. なお、日本の絵巻物やインドのアジャン
ター遺跡壁画を根拠に、東洋に「枠組み」の欠如を指摘したマルローの見解については、
稲賀繁美「マルローと世界美術史の構想」、永井敦子・畑 亜弥子・吉澤英樹・吉村和明

（共編）『アンドレ・マルローと現代―ポストヒューマニズム時代の〈希望〉の再生―』
上智大学出版、2021年、271-273頁。

（28）工藝的な職人仕事と、植民地行政との軋轢、価値観の相克が含む思想問題については、
Shigemi Inaga, “A.K. Coomaraswamy and Japan: A Tentative Overview,” Madhu Bhalla, ed., 
Culture as Power: Buddhist Heritage and the Indo-Japanese Dialogue, Routledge India, India, 
2021, pp. 109-131.

（29）その簡略な見取り図としては、稲賀繁美［書評］「イメージはいかにして生まれ、伝播
し、体験されるのか：20世紀の知的精神史の生態を骨太な輪郭で縦横に描く : ジョルジ
ュ・ディディ= ユーベルマン著『残存するイメージ：アビ・ヴァールブルグによる美術

史と幽霊たちの時間』」『図書新聞』2789号、2006年９月９日。
（30）「同一性」に付いての素朴な思い込みの問い直しについては、稲賀「「あいだ」 の哲学

に向けて：人文知の再定義と復権のために　藝術行為再考に向けた，暫定的な覚え書き
（上）」『あ い だ』第255号、2020年９月20日、12-21頁、以 下（中）第256号、2020年11
月20日、28-35頁、（下）第257号、2021年３月20日28-33頁参照。および、Shigemi Inaga, 
“Kuki Shūzō and the Idea of Metempsychosis: Recontextualizing Kuki’s Lecture on Time in 
the Intellectual Milieu Between the Two World Wars,” Japan Review, no. 31, International 
Research Center for Japanese Studies, 2017, pp. 105-122.

（31）出口顕「イメージと規律＝訓練」、木俣元一・佐々木重洋・水野千依（編）『聖性の物
質聖：人類学と美術史の交わるところ』三元社、2022年、182-3頁。同、佐々木重洋「基
調論文」43-44、53-54頁。

（32） なお、ここで詳述は避けるが、網目構造にあっては、その実体的な連結組織ではなく、
その間隙に生じる「隙間」の機能が無視できない。むしろその「篩（ふるい）」の網目、

「笊（ざる）構造」の選択透過性こそが問題となる。稲賀「「器と中身」 モデルから布状
組織による転写モデルへ――知識の移転をめぐる異分野交流の実験より──ゲッティン
ゲンの会議から（３）」『図書新聞』3230号（連載157）、2015年11月14日、および稲賀
編『映しと移ろい』前掲、第２部及びその冒頭129頁。ここで例としてビーヴァーのダ
ムに言及したが、詳しくは、一般向きの著書だが、Ben Goldfarb, Eager, The Surprising 
Secret Life of Beavers and Why They Matter, ベン・ゴールドファーブ『ビーバー』木高恵子訳、
草 思 社、2022年 参 照。より専門的な物性・化 学 的 解 釈については、拙 稿 «Genèse et 
préhistoire des écosystèmes : « l'être vers la vie » géologique et « le milieu » proto-biologique», 
La mésologie, un autre paradigme pour l'anthropocène? (autour et en présence d'Augustin Berque), 
2018, Paris, Hermann, pp. 265-273, p.380.

（33）稲賀繁美「書評　鈴木貞美『歴史と生命　西田幾多郎の苦闘』 作品社、2020年３月15
日刊」『日本哲学史研究』第17号、2021年３月25日、93-103頁。

（34）「粘菌」モデルの考察は、稲賀前掲「「あいだ」の哲学に向けて：人文知の再定義と復
権のために　藝術行為再考に向けた，暫定的な覚え書き（上）」『あいだ』第255号、
2020年９月20日、12-21頁。お よ び ホ ル ス ト・ブ レ ー デ カ ン プ と の 突 き 合 わ せ は、
Shigemi Inaga, „Weg (Dō) – Rahmenlosigkeit – Verlauf: Eine Reflexion auf ‚Japanisches‘ in 
der Kunst. “ In: Yasuhiro Sakamoto, Felix Jäger, Jun Tanaka (Hrsg.): Bilder Als Denkformen: 
Bildwissenschaftliche Dialoge Zwischen Japan Und Deutschland. Berlin: De Gruyter, 22.Juni.2020, 
SS. 127-144とりわけ SS. 284-5.

（35） Walter R. Tschinkel, Ant Architecture: The Wonder, Beauty and Sciences of Underground Nets, 
Princeton University Press, 2021. ウォルター・R・チンケル『アリたちの美しい建築』西
尾義人訳、青土社、2022年。

（36）一般向きに好評を博した著書として、中田兼介『クモのイト』ミシマ社、2019年、第
八章参照。

（37）稲賀「蜘蛛の巣としての電子テクスト―その来歴と現在」Edoardo Gerlini、河野貴美
子編『古典は遺産か？　日本文学におけるテクスト遺産の利用と再創造』アジア遊学
261、勉誠出版、2021年10月、208-219頁。なお本書序論注11も参照。

（38）この点でカフカの創作を起点とする西成彦「断食芸人論」『エクストラテリトリアル　
Extraterritorial 移動文学論 II』作品社、2008年に展開される「蜘蛛の巣」を巡る卓抜な
議論、捕食者の側の所有権に拘泥する片務性を、蜘蛛の餌食となる蛾の体験から問い直
す「学者犬」批判を参照されたい（292-295頁）（第Ⅳ部扉裏に抜粋を引用）。

（39）「分解」が昨今の学術における鍵言葉となっている。若干の例に留めるが、藤原辰史『分
解の哲学　腐敗と発行をめぐる考察』青土社、2019年。マリーン・シェルドレイク『菌
類が世界を救う』（原題：Entangled Life, How Fungi Make Our Worlds, Change Our Minds & 
Shape Our Futures）、鍛原多恵子訳、河出書房新社、2022年。また文化領域での発言だが、
平田オリザ『下り坂をそろそろと下る』講談社現代新書、2016年が話題を呼び、稲垣
諭『絶滅へようこそ』晶文社、2022年が注目を浴びる状況も、人類史の生態論的な解
体過程の顕著な兆候として、本稿との関係でも無視できまい。なお、この問題系を「レ
ンマ」と接続する試みとして、山内得立の没後出版『随眠の哲学』（岩波書店、1993年、
燈影社、2002年）への論及が必要だが、場所を改めたい。
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（40）インゴルドの議論との関係で、國分功一郎『中動態の世界―意志と責任の考古学』（医
学書院、2017年）と小坂井敏晶『増補　責任という虚構』（ちくま学芸文庫、2020年）
との論争に架橋する試みとして、稲賀「「意志的主体による責任」という〈虚構の必要悪〉：
「中動態」 から社会正義の根幹を問い直す（上）」『図書新聞』3308号（連載176）、2017
年６月24日、以下（中）3309号（連載177）、2017年７月１日, （下）3314号（連載178）、
2017年８月５日を参照。また中動態的機制が無名性による権威を獲得する過程につい
ては、「タケミカヅチはなぜタケミナカタに自らの手を握らせたのか？：『古事記』「国
譲り」 の発話構造における神威発現の機制と策略」『図書新聞』3354号（連載185）、
2018年６月９日、および「「のっぺらぼう」 への誘惑：集合霊の憑依と無名性への夢」『図
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を、お断りする。ご理解を賜った同誌編集部および上原麻有子先生に深謝申し上げる。
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